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［１］率直な, 包み隠しのない, 正直な.

［２］〈限定〉ポーズをとらない, ありのままの,〔写真など〕.




［新グローバル英和辞典 三省堂］







１　乙女・点景・スナップショット







　森もり村むら環たまきは、ブロアーでひとしきりホコリを吹いて、さっぱりときれいになった愛用のカメラを、ゆっくりと顔の前に持ち上げる。

　ファインダーに、自分の席から見た教室の風景が、少し狭せまめに切り取られる。

　高校生活が始まって二週間。最初は落ち着かなかった新しい教室も、そろそろ目に馴な染じんだ日常のものになりつつある。

　そのまま、シャッターを切ろうとした、その矢先―――

「ちょっと聞いておくれよ、たまちん」

　突然。フレームの中に、顔を突っ込んでくる少女がいた。

　環はカメラを構えたまま、すっとピント位置を変える。少女の顔が鮮明になる。

　まず、印象的なのは、その大きな眼。明るい琥こ珀はく色いろ。表情豊かで、ネコみたいによく動く。長い睫まつ毛げに、きれいな二重まぶた。

　髪かみはセミロング。光が当たるとキラキラする、柔やわらかいネコっ毛。片方だけ、頭の横っちょで作ったちょんまげが、なかなかにおちゃめ。かつ能天気だ。

　顔立ちだけ見れば、けっこう美少女の部類。

　まあ、静かに黙だまっていればの話だが。

　環は不機嫌に言った。

「いきなりカメラの前に顔を出さないで。あと、たまちん言うな」

「ごめんごめん。それでねたまちん、話っていうのはさ―――」

　これだ。この少女は、基本的にあまり人の話を聞いていない。そしてめったに黙るということがない。

　少女の名は、日ひ夏なつ乙おと羽わという。

　環はため息をついて、カメラ越しに、クラスメートがその「話」とやらを切り出すのを待った。

　しかし、乙羽は口を閉じたままだ。フレームの中の乙羽は、つやつやした唇くちびるに指を一本当てたりして、上うわ目めづかいにこっちを見つめている。微び動どうだにしない。

　じれったくなって、環は聞き返す。

「話があるんじゃないの？」

「その前に早く撮とって撮って。せっかくカワイイ顔作ってんだから」

「え？　はあ」

　環はしぶしぶという感じで、レリーズボタンを押し込む。手にした古い一眼レフの布ぬの幕まくシャッターが、かしゃりと柔らかい音を立てて走った。

　会心のキメ顔を撮ってもらって満足したのか、乙羽は環の机に肘ひじを突くと、環と、その手の中のカメラをしげしげと見つめた。

「そのカメラ、しぶくてカッコイイよねえ」

「そう？　ありがと」

　環も、思わず相そう好ごうを崩くずす。カメラをほめられるのは、ちょっと嬉うれしい。環が生まれるずっと前に作られたカメラだ。美しい機き械かいだ、と環も思う。

「前は、そんなの持ってなかったよね？　写真に興味なんかあったっけ？」

「うん。中学のとき、ちょっとあって、それから」

「そうなんだ。たまちん、前は美術とかアートとか得意じゃなかったもんね。いやー、あのたまちんがねー。成長したもんだ」

　なぜかちょっと上から目線。ひとりうんうんとうなずく乙羽。少しだけイラッときて、環はチクリ。

「あんたはぜんぜん変わらないよね……」

「そんなことないよ！　あたしも成長してるっつーんだ！　こうしてますます美人になったし、ほれほれ見れ、乳もあのころからかなり、こう、ぷりぷりと」

　乙羽は制服の上から、両手で自分の胸をわしわしと寄せてみせる。環は、なにかとても残念なものを見る目つきになる。

「そういうおバカちゃんなところが変わらないねって」

「えっ！」

　隣となりの席にいる子が、笑いながら話に加わってきた。

「ねー、あんたたちって、前から顔見知りだったの？」

　藤ふじ吉よし清きよ香か。このクラスで、環が最初に仲良くなった子の一人。背が高くて、ショートカットがよく似合う。さっぱりした気のいい子だ。親しい子たちからは「トウキチ」で通っている。

　環より先に、乙羽が元気よくうなずいた。

「そうだよ。小学校の五、六年がおんなじクラス。中学は別々だけど」

「そのころから仲良かったの？」

「まあね。お互いの体の隅すみ々ずみまで知ってる仲というかね」

「どんな仲だよ！」

　すかさず環が割って入る。手は、乙羽のほっぺを思い切りつねり上げつつ。

「何度か一緒にプールに行ったり、お風ふ呂ろに入ったりしただけよ。あんまりこの子の言うこと、まともに受け取らないで。基本、変へん態たいのおバカちゃんだから」

「あー、なるほど」

　トウキチもうなずく。頬ほおをつねられたままの乙羽が、弱々しく悲鳴を上げる。
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「痛いよ、責めがきついよたまちん。乙羽、もうカラダもココロもボロボロよ」

「たまちんて言うなと言ってるでしょ。もう小学生じゃないんだからね」

　環は、指になおもぎゅうっと力を込める。乙羽は泣きながら抗議する。

「なんでさ。カワイイじゃん。たまちん。なんかこう、コロコロっとしてて」

「どこの世界に、たまとかちんとか呼ばれて喜ぶ女子高生がいんのよ」

「ひーん」

　トウキチが脱線した話題を本線へ戻した。

「それで、中学は別だったんだ。こんなに仲良さそうなのに」

　今度は環が説明する。

「うん。この子、おうちの都合で外国へ引っ越しちゃったの」

「へえー。なんか、かっこいいな。ドラマみたい」

　やっと解放してもらった乙羽が、赤くなったほっぺをさすりながら言う。

「そんないいもんじゃなかったよー。うちのお父さん山師でさ」

「山師！」

　目を丸くするトウキチ。すぐに環が訂正する。

「こら、親のことを、人聞きの悪い言い方するんじゃないの。乙羽のお父様って鉱山技師なの。それで海外のお仕事が多いんだって。あのときは、フィリピンだっけ？」

「ううん。インドネシア。中学の三年間ね」

「最初は手紙や電話もちょくちょくあったけど、それもだんだん疎そ遠えんになってね」

　少し笑って、トウキチは言った。

「まあそんなもんだよな」

「いつしか音信不通になって」

「あるある」

「てっきり異国の土になったものとあきらめてたんだけど……」

「殺すな殺すな」

　なにげにひどい環の言葉を、その乙羽が調子よく引き継ついだ。

「そんな乙羽ちゃんが、とうとう今年、ニポンに帰ってキーマシタヨー！」

「急に外国風になるなよ」

「ニポンヤッパリいい国ネー、シャッチョサーン！」

「誰だよ」

「それで、この桜おう宝ほう女じよ学がく館かんに入学して、偶然たまちんと再会したというわけよ」

「しかもなんの因果か、同じクラスにね」

「へー。それはそれで、ドラマチックというか」

　感心したように、トウキチはつぶやいた。

　乙羽の頭の上にぽふっと手を置いて、環は苦にが々にがしく言う。

「ご覧らんのように、三年間の海外暮らしで、ますますおつむがお悪くなられてね……」

「でも乳は育ったから、それで行ってこいにならんですかね」

　情けなさそうな乙羽に、トウキチは指し摘てきせずにはいられない。

「頭悪くなったクダリに反論はねえのかよ……」

「あっ、そうだ！　ひどいよたまちん。毒舌たまちん」

「反応遅！　それよりさっきからなんなの、話って。ただの乳ちち自じ慢まんか」

「あっ、違う違う！　さっきたまちんにもらった、この写真だよー」

　乙羽は、ポケットからサービス判のカラー写真を取り出す。

「本題に帰ってくるまでえらい遠回りしたな」

　言いながら、環はそれを受け取る。乙羽は隣の席にいるのっぽの少女をにらむ。

「んもー、トウキチがよけいなこと言うからだ」

「で、この写真がどうしたの？　なんか気に入らない？」

　写真は、数日前に環が撮った、乙羽のポートレートだった。休み時間に、なにげなく教室で撮さつ影えいした一枚。

　自分で言うのもなんだが、悪くないショットだ。ちょっとはしたなく机にお尻しりを乗せて、大きく笑った表情もいいタイミング。ピントも露ろ出しゆつも完かん璧ぺきだ。

　入学以来、環はこんな写真をたくさん撮っている。モデルはすべて、クラスメートたち。声をかけて写真を撮らせてもらうのは、新しいクラスの子たちと友達になるいいきっかけになる。それにここは女子校。写真をもらって嫌がる女の子は、あまりいない。

　乙羽は大声で言った。

「気に入らなくないよ！　むしろ感動したよ！　なんだろうね、どうしてケータイで撮るのと、なんとなく違うのかねえ」

「うーん、フィルムとかレンズとかボケ具合とか、いろいろあるよ」

「あと、カメラを持ってる女子はカッコイイね、なんかね」

「そうかねえ」

「つきましては、不ふ肖しよう日夏乙羽も、今日からカメラ女子になろうと思います」

「また急な話だね」

「今、思いついちゃったからね。今」

「そうか。思いついちゃったか」

　幼児をあやすように、環は受け流す。元気よく、乙羽はげんこつを握にぎりしめた。

「来年くらいまでには世界を股またに掛かけるカメラウーマンとなりまして、パリ・ベルリン・ニューヨークで個展を開くくらいにビッグになろうと思います」

「壮大！　夢壮大！　あと急展開にもほどがある！」

「ついては、たまちんに聞きたいのだけど、そのカメラは、高いのかい？」

「どうかなあ。これ、叔お父じさんからもらったものだから」

「もらいもの？　じゃあ、ちょうだい」

　堂々と両手を差し出す乙羽。環はさっと、カメラを胸元にかき抱く。

「やるか！　大事なカメラだぞ！」

「けちー。たまちんのドケチ大将」

「もういっぺん言ってみろオタンコ二等兵」

　環は、乙羽の上下の唇を指でつまみ、力いっぱいつねりあげた。乙羽は机を叩いて悲鳴を上げる。

「痛い、痛い。ごめんなさい。もう言いません」

「……ほんと仲いいなあ、あんたたち」

　横でこのひとくさりをずっと見ていたトウキチが、笑いながら立ち上がる。

「そんじゃねー。あたし、もう帰るわ」

　環も時計を見た。放課後である。つい乙羽の妄もう言げんに付き合ってしまったが、もう学校にいる用事はこれといってない。

「私も帰ろうっと」

　カメラとカバンを肩に、戸口へ向かう。乙羽も慌あわてて帰り支じ度たくを始める。

「あーん、待ってよたまちーん！」

　環は、足を止めた。でも、乙羽を待つためではない。

　別の生徒が目に止まったためである。
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　環はカバンに手を突っ込んで、小さなアルバムから一枚、写真を抜き出す。

　写っているのは、小柄だが、派手な顔立ちの少女。目が大きくてはっきりした容よう貌ぼうは、ちょっぴり気が強そうでもある。胸あたりまであるゆるくロールした髪も、なにやらあでやか。一言で表すと、外国のお人形さんみたいな子だ。

「桜さくら淵ぶちさん」

　環は声をかける。被写体である少女は、自分の机に小さな鏡かがみを置いて、熱心にぱっつん前髪のあんばいをいじっているところだった。

「ちょぉっと待ってくださる？」

　少女は鏡を向いたまま言う。世界の命運に関わる重大事に携たずさわっていて、手が離はなせないという風ふ情ぜい。同じ姿し勢せいのまま、少女は続ける。

「ごめんなさいね。あと少しで、前髪が完璧に決まりそうなの」

　めんどくさい子だなあ。環は思う。その印象は、入学初日からずっと変わらない。

　名前は、桜淵早さ綾あや。容姿に負けず、名前も派手である。ちょっとしたお金持ちの家の子と聞いた。

　とくに親しいというわけではない。本当なら、ぽけっと横に突っ立って御お髪ぐしのお手入れを拝見申し上げるような仲でもないのだけど。

（まあいいか。乙羽の支度がととのうまではヒマだし）

　環は黙って待つことにした。

　ようやく前髪のミクロン単位の調整に満足したようで、桜淵早綾は、ロールした髪を揺ゆらして、環に向き直った。

「それで、ご用はなにかしら？」

「ご用ってほどのもんじゃないんだけど、これ。この間、撮らせてもらった写真」

「あらまあっ」

　環が机に置いた写真を、早綾はしげしげと見つめた。瞳がキラッキラしている。鏡と同じくらい、この子は自分の写真が大好きなのだ。

　思えばこの子の写真を撮るのは、いちばん時間がかかったっけ。やれ髪がどうの、制服のしわがどうの、リップがどうの、光線がどうのと、ひとりで大おお騒さわぎだった。放っておいたら振ふり袖そでにでもお召し替えなさるんじゃないかと思ったほどだ。

　環が、「この子可か愛わいいけど、めんどくさい」と思うのはそんなわけである。

　さんざん写真をためつすがめつしたあげく、早綾は言った。

「ふーん。ま、まあまあね。学年一、いえ、校内随ずい一いちの美少女であるこの桜淵早綾の美しさを表現するには充分とはいえないけど」

　これだもの。環はたまらず苦笑してしまう。

「写真がヘタなのは、まあ見逃して。じゃあね」

　きびすを返しかけた環に、早綾は少し慌てたように言う。

「あ、あの、森村さん」

「ん」

　えへん、と咳せき払ばらいをしてから、早綾はまた気取った調子で続ける。

「も、もしまたさーやの写真を撮りたくなったら、気軽に言ってらっしゃいな。時間が合えば、お付き合いしてあげてもよくってよ」

「あー、そりゃどうも」

「そ、それにね、今度は、もう少したくさん撮ったほうがいいと思うの」

「そうね。それじゃまた」

　目の端に、乙羽がやっとカバンを手に、こちらに向かってくるのが見えた。環は、このちょっと苦にが手てな子から早く離れようと、そそくさと歩きだす。

　すると桜淵早綾は、もう一度、環の名を呼んだ。

「あの、森村さん！」

　しぶしぶ環は、また振り返る。早綾は、写真を大切そうに手て帳ちように挟み込みながら、照れかくしのように早口で言った。

「その……写真、ありがと」

　あらま。そうして素直にしてたら可愛いのに。

　環はにこりとした。

「どういたしまして。また明日ね」

　追いついてきた乙羽と並んで、環は教室を出た。
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　廊ろう下かを歩きながら、環はノートサイズの小ぶりなアルバムをぱらぱらとめくった。淡あわいベージュの、布張りの表紙の付いた、しゃれたアルバムだ。

「よし。これで、写真は全部渡し終わったと」

　乙羽が横から、アルバムをのぞき込む。

「すごーい。クラス全員の写真撮ったの？」

「ほぼね。正確には、全員じゃないけど」

「なんで撮らない子もいるの？　たまちんの好み？」

「好みで区別なんかしないわよ、失礼ね。ただ、親しくない相手に写真とか撮られるのが、好きじゃない人もいるって話」

「へー。変わってるねえ」

「それも普通の感覚だと思うよ。高校生がうっかりケータイで送った顔写真から事件になったりもする世の中だから」

「そうなの!?」

「あんた、少しは新聞とか読みな……」

　言い終わらないうちに、環はなにかの衝しよう撃げきを受けて、少しよろける。曲がり角から出てきた子と、肩がぶつかったのだ。はずみで、持っていたアルバムが落ちる。中から写真が飛び出し、床に散らばる。

　ぶつかった相手もわずかにバランスを崩したが、すぐに立ち直った。

「申し訳ない」

　しゃがみ込んで、写真を拾い集める。環と乙羽も、それに加わる。散らばった枚数は、さほど多くはなかった。じきにすべて、元のアルバムに収まった。

「本当に失礼した」

　相手は、環のほうが恐きよう縮しゆくしてしまうほど礼儀正しく、深々と頭を下げた。環は急いで手を振る。

「ううん、こちらこそ。どこか痛くしませんでした？」

「いえ……」

　少女は顔を上げた。腰近くまである長い真まっ直すぐな髪が、さらさらと滝のように流れる。

　すべすべした白い肌。黒目がちで、きりりとした切れ長の眼。時じ代だい劇げきに出てくる、戦国時代のお姫様みたいな美び貌ぼうだった。

　そしてそれは、環も乙羽もすでに知っている顔。

「あ、十じゆう文もん字じさん……」

　その美少女は、十文字菫すみれといった。環と同じクラスの生徒だった。

　といっても、こちらもあまり親密な相手ではない。今まで言葉を交わした回数も、せいぜい一度か二度。

　拾い上げた写真の、最後の一枚が、十文字菫の手の中にあった。ちらりとそれを一いち瞥べつし、環に手渡す。

「こちらの不注意だった。本当に申し訳ない」

　十文字菫は、もう一度ばか丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、舞まうように制服のスカート翻ひるがえし、吹きすぎる涼すず風かぜのごとく歩き去っていった。

　その後ろ姿を見送りながら、環がしみじみとつぶやく。

「折り目正しい人だ」

　乙羽が「はふぅん」と妙な鼻はな声ごえを出した。

「あの子、きれいよねぇ」

「そうね」

「すっごい好みなんだけど」

「あー、あんた昔っから、テレビとか雑誌でも、ああいう美人系のひと見ちゃー興こう奮ふんしてたね、そう言えば」

「そうなの。血が騒ぐの。そうだ、十文字さんの写真ちょうだい。焼き増しして」

　環は小さく、肩をすくめた。

「それがねえ、さっき話した、写真ＮＧの子って、十文字さんなんだよねえ」

「えーっ、そうなの!?　あんな美人なのに、写真キライなの!?」

「美人だけに、いろいろあるんじゃないの。知らないけど」

　環は、入学直後の、あの日のことを思い出す。




「こんにちは。私、森村環って言うの」

　クラスの子たちとわいわいおしゃべりしていた環は、ふと思い立って、十文字菫に声をかけたのだった。

　十文字さんは、ひとり静かに、自分の席で本を読んでいた。そのひんやりした美貌を、すっと環に向ける。

「十文字菫と申します」

「あのね、私、カメラが趣味で、クラスみんなの写真を撮ってるの。よかったら、十文字さんも一緒にどうかなあって」

　環はストラップで肩から下げたカメラを、持ち上げて見せた。

　十文字さんのきれいな眉まゆが、かすかにひそめられた。

「お心こころ遣づかいありがとうございます。でも、けっこうです」

「すぐすむよ？　できた写真もプレゼントしちゃう」

　十文字さんの語気が、少しだけ強まった。

「お断ことわりします。過分なご配はい慮りよは無用に願います」

　それきり、十文字さんはまた読書に戻っていった。こんなにキッパリと、撮影を断られたのは初めてだった。環はしばし、絶句してしまった。

「ちょっと、なによあの子」

「少し美人だからって、えらそう」

　背後で、クラスメートたちがヒソヒソと言い交わす声が聞こえた。

　いかん。余計なことをして、クラスに要いらん波風を立ててしまった。環は焦あせった。できる限りの笑顔と、明るい声で、環は言う。

「うん、わかった。ごめんなさい、読書の邪じや魔まして。気が変わったら、いつでも声かけてね」

　その笑顔のまま、急いでもといたグループに戻り、なんの問題もないというように、環はおしゃべりを続けた――――




「もったいない！　あれだけのべっぴんさん、お金払っても写真を欲しがる人間はいるのに！　主としてあたしとか、あたしとか！」

「そういうヤカラが気持ち悪いから、警けい戒かいしてるんじゃないの？」

　環は、横目でにらむ。しかしまったくめげる様子もなく、乙羽はさらりと話題を変えた。

「ところでたまちん、明日はヒマかね」

　明日といえば、日曜である。環はうなずいた。

「うん。特に予定はないけど」

「乙羽ちゃんは、カメラを買いに行こうと思うのさ。たまちん、付き合って」

「えっ！　あんた、本気なの？　さっきの話」

　驚おどろく環に、不服そうな乙羽。

「本気だよ！　なんだと思ったの!?」

「いや、また脊せき髄ずい反はん射しやで思いついたこと考えもなくしゃべってんのかと」

「ちょっと！　あたしのこと、どんだけバカだと思ってんのよう！」

「ありていに言って、そこらのネコよりバカだと思う」

「ひどい！　ひとを公園の砂場で放ほう尿にようする動物よりバカだと!?」

「あんたが公園の砂場でオシッコしてても、私はちっとも驚かない」

「もうしないよ！　高校生なんだから！」

「待て。なんだその中三あたりまではそこそこ余裕でしてましたニュアンス」

　不安にかられた環は、ぐっと旧友の肩をつかむ。ふっと遠い目になる乙羽。

「……女の子には、いろいろ事情がある日もあろうさ」

「……あんた、もしや私の想像以上の大物なのか……？」

「で、どうなのよう。明日、付き合ってくれるの？」

「いいけどさ、あんた、お金あるの？　カメラって高いんだよ？」

　乙羽は肩を揺すって、不敵に笑う。

「ふっふっふ。実は乙羽ちゃんの貯金箱には、親しん戚せきからせしめた入学祝いのお金がけっこう残っていたりするのだよ。よかったら明日、札束ビンタをしてあげよう」

「それは遠えん慮りよする」

「違うよ。そこは『お、お金で私の心までは買えないんだからっ！　くやしい、でも感じちゃう（ビクンビクン）』て返してほしい……」

「知らないよ！」

「とにかく明日ね。午後一時に、駅前で待ち合わせ。うわーい楽しみだなあ」

　乙羽は子供のようにはしゃいだ表情を、環に向けた。
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２　バカがカメラを買うのです







　一時五分前に駅前に着くと、そこにはもう乙おと羽わが、まばゆいほどに顔を輝かがやかせて待っていた。

　環たまきはちょっと驚おどろいて、急ぎ足で駆かけ寄る。まさかあの子が、時間より前に来ているとは思わなかった。最悪、二、三十分程度は余裕で遅れてくるだろうと予想していたのだが。

「ごめん、待った？　早いね」

　乙羽は、今にもその場でぴょんぴょん飛び跳はねだしそうな勢いきおいだった。

「だって嬉うれしくって。二時間前に着いちゃった」

「早すぎ！」

「あんまりヒマで、駅のまわり意味もなく十二周くらいしちゃった」

「不審者！」

「……もう脚あしが棒ぼうのようでござる」

　ミニスカートからすらっと伸びた左右の脚をさすりながら、それでもにこにこと言う乙羽。

「スタミナ配分ひどすぎ！　どっかお店で座ってればよかったのに」

「あ、それは思いつかなかった」

「バカねー。カメラ買うのがそんなに嬉しいわけ？」

　呆あきれ顔で言う環に、乙羽はほがらかに応える。

「カメラ買うのもだけどさ、たまちんと、久しぶりにお買い物に行けるのが嬉しくって」

　言うなり、すっと環と腕うでを組む。

「な、なに言ってんの。子供じゃないんだから……」

　なんだか気き恥はずかしい環である。

「そ、それじゃ、行こっか」

　環は、ちょっぴり頬ほおを染めながら歩きだす。

「おー！　カメラ狩りじゃー！」

　子供のように拳こぶしをふりあげて、乙羽は今にもスキップせんばかり。

　駅前には、大きな家電量販店があった。

　環は乙羽を連れて、その中のカメラ売り場にやって来た。フロア一面に、数え切れないほど多種多様なデジタルカメラが並んでいた。

　あまりにも壮大な光景に、乙羽、いきなりの茫ぼう然ぜん自じ失しつである。

「うわぁお。カ、カメラってこんなにあるの？」

「あるねえ」

　乙羽は早くも、フロアの端はしっこで頭を抱える。

「うう、種類が多すぎて、もうなにがなにやら……」

「それじゃあまず、大きな分類から。一眼レフがいいのか、コンパクトがいいのか。どっち？」

「え？　え？」

　おろおろと、追い詰められた子こ鹿じかのような目つきで環を見つめる乙羽。ぽりぽり頭を掻かいて、環は手で左右の棚たなを指し示す。

「こっちの、黒くておっきいのがいい？　こっちの、四角っぽくて小さいのがいい？」

「うーん」

　腕うで組ぐみをして、真剣に棚を見較べる乙羽。しばしうなった末に、「黒くておっきい」ほうに歩み寄る。

「こっちかな……？」

「そしたら、だいたい値段別になってるから、ここから予算を考えて選ぶといいよ」

「むう」

　むずかしい顔の乙羽は、とりあえず一番お手頃な、エントリークラスのブロックを一いち巡じゆんする。ひとつひとつのカメラを手に取り、シャッターを切ってみたりもする。

　環は、ちょっと店員さん風に、横から声をかける。

「お客様ー、お気に召したカメラはありましたかー？」

「なーんか違うんだよなあ」

　口をへの字にして、乙羽は環を振り返る。

「違うってなにが？」

「なんかこう、ぼてっとしてるじゃない、このへん」

「は？」

「もっとシュッとしたカメラがいいの」

「シュッとした？」

「たまちんが持ってるやつみたいの」

「これ？」

　環は、自分のバッグから、愛用の銀ぎん塩えんカメラを出して見せる。

「そうそう。そういうカッコイイの。鉄の」

「鉄じゃないけど……これは古い型のカメラだから、ここでは売ってないよ？」

「そうなの？　どこで買えるの？」

「別のお店に行かないと」

「行こう。そこ行こう！」

「……まあいいけど」

　二人は量販店を出て、商店街を少し歩いた。

　そのみちみち、環は友人を気き遣づかうように忠告する。

「あのさ、古いカメラは、大変だよ。覚えること多くて」

「大丈夫だよ。たまちんが覚えられたんでしょ？」

「どういう意味だコラ。悪いこと言わないから、デジタルにしときなって。あんたネコよりバカなんだから」

「やーだー！　カッコイイカメラがいいの！」

「カッコ優ゆう先せんかよ……」

　苦にが々にがしげに、環は顔をしかめる。





☆






　二人がやってきたのは、商店街の外れにある、小さな店てん舗ぽだった。

　看板に、「銀ぎん星せい堂どうカメラ」とある。

「あれれ。こりゃまた小さなカメラ屋さんだねえ」

　乙羽がぽつんと言った。確かに、売場面積はさっきの量販店の十分の一もないだろう。環が静かに説明する。

「ここは中古のカメラ屋さん。古いカメラの専門店」

「おお、いいねえ」

「ＤＰＥもやってくれるし、いいお店だよ。私もよく来るんだ」

「でぃーぴー……？」

「ま、そこは追々説明してあげるわ」

　環は、時代がかった中古カメラ店のドアに手を掛けようとして、ふと動きを止めた。

「あれ？」

　ドアには、小さな札がかかっていた。

「外出中」

　とマジックで書いてある。

　乙羽が不満げに鼻を鳴らした。

「なにこれ。どういうこと？」

「あー、ここの店主は、こういう人なんだよ。気まぐれっつーか、てきとーっつーか。あんまりお客も来ないしさ。お昼でも食べに行ってるのかな？」

　ばつの悪い様子で、環は言った。

　乙羽がぶうたれた声を出す。

「で、どうすんのよう。そのご主人が戻るまで、ここでぼーっと待ってるの？」

「そうだねえ。お天気もいいことだし、休きゆう憩けいがてら、中央公園でまったりしようか。すぐそこだから」

　環は、公園の方向を指差す。乙羽に、笑顔が戻る。

「いいね！」
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　いつもはゆったりと閑かん静せいな中央公園は、時ならぬ人出に沸わいていた。

「わっ、フリマだ！　フリマやってるよたまちん！」

　乙羽が弾はずんだ声をあげる。乙羽の言うとおり、公園一面を使って、フリーマーケットが開かい催さいされていた。

「わーい、あたしフリマ大好き！」

　一気にテンションが上がった乙羽は、環の手を引いてぐんぐん公園の中へと進んでいく。気に入った出店を見つけると、まっしぐらである。

「ねえねえ、この服可か愛わいいよ！」

「あっ、焼きイカ売ってる！　ああんベビーカステラもあるぅ！」

「やーん、懐なつかしい、このゲーム！」

　たまらず、環は叫ぶ。

「わかったから、ちょっと落ち着いて！」

「だって楽しいんだもん！」

　ぴょいーんびょいーんと、わけもなくジャンプしながら、はしゃぐ乙羽。

「どうせヒマつぶしに来たんだからさ、もっとゆっくり……」

　環が言い終わらないうちに、乙羽は「あ！」とまた声を張り上げる。なにか見つけたらしい。環の腕をぐいぐい引っ張って、数十メートル離はなれた出店へ突進する。

「今度はなによ？」

「ほら、ここ、カメラ売ってる！」

　乙羽は指差した。長髪、ひげ面づらの、五十歳さいくらいのおじさんがやっている出店だった。なるほど、ピクニックシートの上に、古いカメラがたくさん並んでいる。

「いらっしゃーい。ゆっくり見てってねー」

　二人を見ると、おじさんは穏おだやかに言った。

　乙羽はしゃがみこみ、一台のカメラを手に取った。一九七〇年代くらいの、ごつい一眼レフだ。ご満まん悦えつで、乙羽は言った。

「これこれ。あたしが求めていたカメラは、こういうのなんだよねー」

「安くしとくよー」

「あ、こっちの子かわいー！　すごいきれい！」

　別のカメラに持ち替える。やはり七〇年代の、銀色のクールなニコンだ。

「おっ、お嬢じようちゃんお目が高い。いいものだよ、それ」

　おじさんもますます愛あい想そがいい。

「ちょっと」

　環は、乙羽の手からカメラを取り上げると、静かに元の場所に戻す。おじさんに微笑ほほえみかけて、「また来ます」と一言。それから、乙羽を引きずるようにして、その場から離れる。

　空あいているベンチを見つけた環は、そこに乙羽を座らせた。

「な、なによう急に」

　驚いた乙羽は、噛かみつくように環に言った。

「あのね」

　指を一本立てて、環はきっぱりと断言する。

「素人が、こういう場所で古いカメラなんか買っちゃダメ」

「なんでよう！」

「あんた、機き械かいの程度の善し悪しなんかわかんないでしょ？　もし不良品だったりしたら、どうするの？　百円のスリッパ買うのとは訳が違うんだから、変なものつかまされたら大損でしょ？」

「あ、そうか。そんなこと、全然考えなかった」

「フリマは売り手も素人のことがあるから、ある程度目が利きくようになってからじゃないと、買い手のリスクが大きいの」

「へー」

「ちゃんとしたお店なら、返品や修理も受け付けてくれるから」

「なるほど」

　乙羽は、素直にうなずいた。

「わかればよろしい。アイスおごってあげるから、一緒に食べよ」

「わーい」

　二人はベンチに並んで座り、屋台で買ってきたアイスキャンディをしゃくしゃく食べた。

　桜は散ってしまったけれど、そろそろ初夏の香りが漂ただよい出す公園で、心地よい日差しを浴びて食べるアイスは、なかなかのご馳ち走そうだった。

「私、ちょっとおトイレ行ってくるね」

　環は、乙羽に荷物を預あずけると、公衆トイレへ向かった。フリマで盛況の公園である。予想どおり、女性用トイレはそれなりの混雑だった。

　環が乙羽のところに戻ったのは、それから十五分以上もたってからだった。

「ごめんね。お待たせ」

「んーん、全然」

　気にするふうもなく、乙羽は笑顔で応える。

　二人は公園を横切り、商店街へと戻った。

「もう一度、銀星堂に行ってみよう。そろそろ店主も戻ってると思うから」

　環の言葉に、しかし乙羽は、ゆっくり首を横に振った。

「あ、もういいや」

「え。もしかして、もう飽あきたの？」

　ぽかんとして、環は尋たずねる。とはいえ、まるで予想外のことでもない。この乙羽という子、気まぐれになにか言い出して、半日で飽きて放り出すなんてことは今までもままあったのだ。

　乙羽は、なにか企たくらんでいるような含み笑いを浮かべ、じっと環を見つめた。

「実はね……」

「うん」

「買っちゃった。カメラ」

「は!?」

「さっきのおじさんのとこで」

「はあ!?」

「じゃーん」

　乙羽は、肩に掛けていたトートバッグから、銀色のカメラをつかみ出した。薄うす型がたの標準レンズの付いた、クロームシルバーの一眼レフだった。

　環の眉まゆ毛げが、ぴりりと吊つり上がる。

「あんた、さっきの私の話聞いてた!?」

「聞いてたけどぉ、この子が可愛くてさー、なんかあたしを呼んでる気がしたの。有り金はたいちゃったけど、悔くいはないよ！」

　えへえへと笑う乙羽。全身の力が抜け、がっくりと地面に膝ひざをつく環。

　ああ。どれほどこんこんと理ことわりを説いても、しょせんバカに理屈は通じないのだ。環がその日思い知った、人生の真実。

「まあ、あんたのお金だからいいけどね……」

　どうにか気を取り直して、環は立ち上がった。

「さっそく、使い方を教えておくれ」

　顔を輝かせて、乙羽はねだる。

　歩道のガードレールにお尻しりを預けた環は、乙羽が買ったカメラとレンズをざっと改める。外装が少し汚れているが、これは掃除すれば問題ない。ファインダーをのぞき、レンズを動かし、裏うら蓋ぶたを開け、低速で空シャッターを切ってみる。素人しろうとチェックだが、一応動作もオーケーと。

「それじゃ、構かまえてみて」

「こうかな？」
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　いっちょ前の格好で、ファインダーに眼を当てる乙羽。

「右側のメーターで○印が点つくまで……」

「メーター？　なんにも点かないよ？」

「あ、電池がないんだ。百均で売ってるから、あとで買おう。それ機械式で、電池なくても動くから、とりあえずこのダイヤルとこのダイヤルをね……」

「んー。めんどくさいね」

「仕方ないよ。昔のカメラだもの。露ろ出しゆつを決めたら、ピントを合わせて」

「あれれ？　画面がずーっとボケてるんだけど」

「自分の指と目で合わせるんだよ」

　乙羽は顔を上げ、不満げに環を見た。

「なんで!?　ケータイは勝手にピント合うじゃん！」

「だからケータイとは違うの！　昔のカメラだっつってんだろ！」

「ぶうー」

「ほら、もう一回構える。レンズのここをこう、ぐりぐり回して……」

「あ、画面がハッキリした」

「そしたら、シャッター」

　かしゃ。カメラから、乾かわいた心地いい音がした。

「撮とれた！　あれ？　テレビみたいのが付いてない！」

　カメラの背面を見て、乙羽は不思議そうに言う。環はいらいらと解説する。

「銀塩カメラに液晶モニターはないの。それと、フィルム入れないと写真は撮れないからね」

　乙羽は、なにやら難解な高等数学の命題でも押しつけられたみたいな表情になる。

「………………フィルム？」

「そこから!?」

　環は、頭の芯しんのあたりがジンジンと痛くなってきた。乙羽の手を引いて、コンビニに入る。棚の隅すみっこに、ぽつんと置いてあるカラーネガフィルムを取って見せる。

「これ。これ一本で、二十四枚撮れる」

「え、それしか撮れないの？　あたしのケータイ、千枚くらい撮れるよ？　しかも高っ！　もしかして、毎回これ買わなきゃいけないの？」

「そうだよ。それに、毎回別途現像代とプリント代がかかる」

「なんだよそれー！　聞いてないよー！　なんかなにもかもややこしいんですけどー！」

　とうとう乙羽は、頭をかきむしり、音ねを上げてしまった。

　げっそりした面おも持もちで、絞しぼり出すように環が言う。

「だから最初に、デジタルにしとけっつったじゃん……」

「うーむ、たまちんのあの発言の裏うらに、そんな真意が隠かくされていたとは……」

「裏とか真意とかねえよ！　まんまだよ！」

「あたし、このカメラ、おじさんに返してくる……」

　しょんぼりと、乙羽はつぶやく。環もうなずく。

「それがいいよ」

　二人はとぼとぼと、中央公園へ戻った。

　さっきのおじさんがいたあたりへやって来る。しかし、あのひげ面はどこにも見えない。それどころか、カメラを並べていたピクニックシートごと、そこはぽっかり、うつろな空間になっていた。

「あ、あの、ここにいたおじさん知りませんか？」

　隣となりで食器なんかを売っているおばさんに、乙羽が尋ねる。

「ああ、十分くらい前に、全部片付けて帰ったわよ」

　おばさんはにこにこと教えてくれた。

　さっきまでおじさんがいた空間を前に、今度は乙羽が、がっくりと膝をついた。

「おおう。なんてこったい……」

　環が、その肩に、やさしく手を置いた。

「ねえ乙羽、こんな時、あんたみたいな子のために、昔の人はいい言葉を考えてくれたんだよ」

「なあに？」

　半べそで振り返った乙羽に、環は聖母のような暖あたたかな笑みとともに、こう言った。

「バカが見る。ぶたのけつ」

「ぶえええ」

　乙羽は本格的に泣き出した。

　環は自分のカメラを取り出すと、すすり泣く乙羽の横顔に向けて、静かにシャッターを切った。
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　翌日。

　通学路で出会った乙羽は、思いのほか明るかった。

「ほらっ、見て見て」

　通学バッグから、昨日きのう買ったカメラを出す。時間をかけて掃除したのだろう、すっかりピカピカになっていた。

「あら、きれいになったね。どういう心境の変化？」

　環は小首をかしげる。乙羽は笑顔で答えた。

「ゆうべ、この子を見てたら、なんだか情が移ってきちゃってさー。あんなところで出会ったのもなにかの縁えんだし。世界的なカメラウーマンになる運命の第一歩として、この子は可愛がってあげることにした」

「あ、その野望はまだ潰ついえてないんか」

「モチのロンだよ！　世界があたしを待ってるんだよ。ほら、フィルムも買ったよ」

　乙羽の手には、小さな緑色の箱もあった。

「おお。それじゃいろいろ撮って、腕を上げないとね」

「とりあえずその手始めとしてだね……」

「うん」

「フィルムの入れ方を教えておくれ」

「……わかった。あとでね」
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「へえー、乙羽、ほんとにカメラ買ったんだ」

　朝の教室。トウキチが、乙羽のカメラを見て、驚きの声を上げる。

　乙羽は、まだフィルムの入っていないカメラを、ぴゃっ、とトウキチに向けた。

「えへへ、そうなんだ。カッコよかろう？」

「うん。カッコイイカッコイイ。なんか、あれだ。ナントカいうアレみたい」

　気のいいトウキチは、無責任な囃はやし立て方をする。

（誰だよ！　なんだその漠ばく然ぜんとしたほめ方）

　環は黙ったまま、静かに心の内でツッコミを入れる。

　しかしながら乙羽は、はなはだ満足げである。

「そうなのよ。目指す路線はやっぱりあの、アレよね」

「うん。わかるわかる。あのナントカの」

（通じ合っている――――!!）

　なんだろう、私、なにか大きな時代の波に取り残されつつあるのかしら。環は少し不安になってくる。

「それで、乙羽はそれでなに撮るの？」

　トウキチが何気なく尋たずねる。乙羽は、満面に不敵な微び笑しよう。

「ふっふっふ。まずは学園中の美少女という美少女のアラレもない姿をだね―――」

「やめなさい。あんたが言うと、ちょっと犯罪のニオイがする」

　すぱん、と手のひらで乙羽の後頭部を叩たたく環。乙羽はしょんぼりと、環を見つめる。

「だめかいね？」

「だめよ」

「けっこう本気だったのに……」

「カメラ没収するわよ」

「やだあー。せっかく買ったのにぃー」

　乙羽はカメラを、しっかと胸に抱え込む。

「だったら、もうちょっと健全な被写体を捜さがしなさい」

　環の言葉に、乙羽は眉まゆ根ねを寄せて考え込む様子。

「そこが問題だ。やっぱりファーストショットは大事よね。なんかしょうもないモノ撮っちゃったら、このカメラでは一生そんなモノしか撮れないような気がするし」

（そんなことないと思うけど……）

　静かに思う、環。ふと、視界の端はしでしきりに動くものが気になって、環は首をめぐらした。

　桜さくら淵ぶち早さ綾あやだ。自分の席から離はなれて、わけもなくカーテンを直すようなフリをしながら、チラッ、チラッとこっちを見ている。小さく咳せき払ばらいをしたり、髪かみをかき上げたり。

　そしてそのたびに、こっちをチラッ。

　どうやら、乙羽の新しいカメラと、美少女云うん々ぬんという言葉に、俄が然ぜん反応しているらしい。

（あー、写真撮ってもらいたいんだな）

　環は、早綾の自分大好きっぷりを思い出した。

　ところが乙羽は、トウキチと喋しやべるのに夢中で、そんな早綾の様子にはまったく気づかない。

　焦じれてきたのか、早綾は、じりじりとこちらに距きよ離りを詰めてくる。そしてそのたびに、少しずつ大きくなる咳払い。

「えへん、えへん」

　かなり露ろ骨こつなアピールだ。しかしなお、乙羽は気づかない。

　なにを思ったのか、早綾はポケットから出したリップクリームを、だしぬけにぽいっと乙羽のほうへ放った。

（ええ――――!?）

　黙だまってなりゆきを見ていた環、驚きよう愕がくである。なんという強引さ。

　小さなスティックは素す晴ばらしいコントロールで、乙羽の真ん前、机の上にころんころんとワンオン。

「あーらいけない、さーやのフランス製のリップクリームが落ちてしまいましたわ！」

　早綾は、しらじらしく身を乗り出してくる。乙羽はトウキチとの会話を続けながら、スティックを拾って、突き返す。早綾のほうは見もしない。

「お話のジャマをしてごめんなさいねぇ。これ、さーやの学年一キュートなぷるるんリップを保つのに大切なクリームですの」

　言いながら早綾は、手て鏡かがみを出してリップクリームをすっと一塗り。

「あん、さーやったら、また可愛くなってしまいましたわ。どうしましょう。さーや思うのだけど、芸術って、こういう美を写し留めるためのものよね、きっと。新しいカメラのファーストショットにこれ以上の被写体があるかしら。そう思わなくて、日ひ夏なつさん？」

　名前を呼ばれて、ようやく乙羽は、邪じや気きのない顔を上げた。

「え？　なに？」

　早綾はむすっとして、軽く乙羽をにらむ。

「さーやのお話、聞いてらして？」

「いや、ぜんぜん。それでさ……」

　おざなりな返事をすると、乙羽はまたトウキチとのおしゃべりに戻る。

　早綾の表情が、なにか硬かたいもので、みぞおちでも突かれたみたいな感じになってきた。環はとうとうたまりかねて、助け船を出すことにした。

「乙羽、新しいカメラで、桜淵さんを撮らせてもらったら？」

　乙羽が答える前に、早綾がくねくねと身をよじる。実に嬉しそうだ。

「あら、困りますわぁ。急にそんなこと言われてもぉ……」

　一ミリも感情のこもらない顔で、乙羽はそんな早綾を指さし、環に言う。

「困るって」

　うろたえて、早綾は早口でまくしたてる。

「あ、あのね、困ることは困るのだけど、でもどうしてもって日夏さんが言うなら、さーや、被写体としてお手伝いしてあげるにやぶさかじゃない、って言いたいの」

　ややこしい言い回しをされて、乙羽の顔が、だんだんくもってくる。

「んん？　つまりどゆこと？　写真撮ってほしいの？」

「と、撮ってほしいとか、別にそういうことでは……」

「撮られたくないなら、無理しなくても」

「んもー！　さーやの話を最後まで聞いてっ！」

　早綾がかんしゃくを破は裂れつさせたところで、始業のチャイムが鳴った。担任の湯ゆ谷たに先生が教室に入ってきて、生徒たちは各々の席へ戻っていく。乙羽もカメラを手に、鼻歌なんか歌いながら自分の机へ。

　そして早綾はといえば、着席してからも、何度となく未練がましい視線を乙羽や環に送ってくるのだった。

「なあ、環」

　隣の席のトウキチが、前を向いたまま、小声で言う。

「うん？」

「桜淵ってさ」

「うん」

「はじめはなんとなく、仕切り屋タイプだと思ってたけど」

「うん」

「ありゃ意外にいじられキャラだな」

「そうね。自覚なさそうだけど」

「乙羽ってさ」

「うん」

「ああいうタイプをいじるの上手うまいな」

「天才よ」

「桜淵、やべえな」

「ヘタすると、死ぬまでオモチャにされるわね」

　起立。礼。

　日直の声が、教室に響ひびいた。
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　昼休み。桜淵早綾は、トイレにいた。

　洗面台の鏡かがみで、右から、左から、自分の顔をチェックする。

「うん、完かん璧ぺき。今日も可愛いわっ」

　きゃぴーん、とキメ顔スマイル。

（それなのに、このさーやを無視するなんて、あの日夏さんって子、ひどいわ。森もり村むらさんも、もう少し何か言ってくれてもいいのに。納なつ得とくいかない）

　鏡の中で、早綾の顔がみるみる不機嫌になっていく。

（あとでもう一言、言ってやるんだから）

　ぷんすかしながら、トイレを出る。

　いきなり、例の二人――――日夏乙羽と、森村環の姿が視界に飛び込んできた。二人とも、肩からカメラを下げて、なにか話しながら廊ろう下かを歩いて行く。

　制服姿に、古いカメラを持った少女たちというのは、こうして見るとなかなか絵になるものだ。カメラという機械は、どこか銃じゆう器きの類たぐいに通じる不ふ穏おんなセクシーさがある。そしてそれは、少女の手の中にあるとき、いっそう不穏に輝く。

　それはともかく、早綾は二人を目で追ううちに、あることに気がついた。二人が向かっているのは、教室とは別の方向だ。

（あら。あの二人、どこに行くのかしら）

　はっ。いやな予測が、頭に浮かぶ。

（ま、まさか、さーやより可愛いモデルを見つけて、二人で撮影に行くとかじゃないでしょうね？　そ、そんなことありえないけど、万一ということがあるわ。あの頭の弱そうな日夏さんはともかく、森村さんまで！）

　これは捨て置けないわ。自分の妄想に勝手に興こう奮ふんして、早綾は忍者のように足音をしのばせつつ、二人のあとをつける。

　二人は校舎を出て、裏庭にある大きな温室へ入った。あまり人の出入りがない場所だった。

（あんなところに、なんの用かしら？）

　早綾は近寄って、ガラス張りの壁から中をのぞき見る。しかしガラスは長年の風雨でうっすらと曇くもり、しかも中には草木が生おい茂しげって、内側の様子はよくわからない。

（ドアを開けて、中に入っちゃおうかしら）

　早綾が考えていると、声が、聞こえた。

　乙羽の声だ。甘えるような調子だった。

「ねえ早くぅ。早くしてよぉ」

　なだめるような、環の声が応える。

「ちょっと待ってってば。乙羽、あせりすぎ」

「だって、早くしないと、お昼休み終わっちゃうよ」

「大丈夫よ。慌あわてなくても、まだ時間はあるから……それじゃ、順番にね。ほら、ここを見て。見える？」

「うん、見える」

「ここをこうして開くとね……ね、内側は、こうなってるの」

「あ……初めて見ちゃった。意外と複雑なカタチなんだね……」

「真ん中のところにある幕まくは、とっても繊せん細さいだから指で強く触さわったりしちゃだめよ」

「うん、大切なところだもんね」

　気づけば早綾、ヤモリのようにドアにぴったりと貼はり付いて、全身硬直中である。

（ちょっ……！　あの子たち、なにやってるの!?）

　乙羽と環の低い声は、なおも続く。

「ほら、その窪くぼみに、これを入れて……」

「こ、こう？」

「そうよ。初めてでも、意外と簡単に入ったでしょ」

「う、うん」

「抜けちゃわないように、奥まで押し込んで」

「うんっ……あ、できた……」

「いいわ……そうしたら、次はこのべろってしてるところを、つまんで、引っ張ってみて」

「え……そ、そんなことして、平気なの？　なんだか、ドキドキしちゃう……」

「平気よ。そういうふうにできてるんだから。ほら、勇気を出して」

「こう？」

「あん、ちょっと。そこ、だめだってば。もっと、こっちの物もの陰かげに来て。すごく敏びん感かんなんだから……」

「ご、ごめんね」

「ほら、もう一回、ゆっくりやってみて」

「あ……すごい、引っ張ったら、どんどん伸びるよ」

「いいわ、その調子。ほら、ここの細い隙すき間まがわかる？」

「う、うん」

「ここに奥まで挿さしこんでみて」

「で、できるかなあ」

「いいから、やって」

「んっ、んーっ……」

「ほら、ちゃんと入ったでしょ。最後は、ここを動かしてみて。でも、あまり乱らん暴ぼうにしてはダメよ。切れちゃうこともあるから」

「どうしよう……あたし、こわい」

「ここまできたら、もう後戻りできないの。ほら、やって」

「う、うん……やってみる。見ててね。んっ……あ……」

　ちょっとちょっと！







[image: ]







　よくわからないけど、なんだかすごく、いやらしい！

　こんなことが、神聖な校内で行われてるなんて、いけないわ！　と、特に森村さんがこんなこと、とっても良くないわ！

　これ以上、見過ごすわけにはいかない！

　ばあん！

　早綾は、力いっぱいドアを押し開けた。ずかずかと温室の中に踏ふみ込み、二人の姿を捜す。

　いた。アボカドの木の下にある、小さなベンチにぴったり寄り添そうように腰掛けた環と乙羽が。早綾は叫ぶ。

「そこの二人ストーップ！　な、なにやってるのこんな場所でっ！」

　環と乙羽は、驚いて顔を上げる。

　そう、二人はまさに――――乙羽のカメラに、フィルムを入れているところだった。

　ぽかんとして、駆け込んできた早綾を見上げる環。

「ど、どうしたの桜淵さん？　大きな声出して。びっくりしたぁ」

　狼ろう狽ばいのあまり、早綾の大きな目が、今にも外れて落っこちるんじゃないかというくらい泳ぐ。

「えっ!?　そ、そ、その、あれだわ、ふ、二人でこそこそしてるから……」

「別にこそこそはしてないけど……ただ、乙羽にカメラのフィルム装そう填てんを教えてただけだし」

「ま、ま、膜まくがどうとか言ってたじゃない！」

「え？　シャッター幕に触らないようにって言ったけど……」

「敏感だからどうこうって……」

「フィルムは光に敏感だから、装填は物陰でやれって」

「ら、乱暴にしたら切れちゃうって……！」

「フィルムを最初に巻き上げるとき、強くしすぎると切れちゃうことがあるから」

　早綾の顔が、茹ゆであがるみたいにどんどん赤くなる。

「ど、どうしてこんな場所でやるの？　教室でやればいいじゃない！」

「カメラにフィルム入れたら、なにか撮りたくなるでしょ？　ほら、ここ、今は洋ランがたくさん咲いててキレイだから、被写体に困らないと思って」

「そ、そ、そう……」

　早綾はぐるりと周囲を見回す。環の言うとおり、園芸部が手塩にかけた美しい花々が咲き誇ほこっている。すべて合が点てんのいく説明だった。

　なにか、とんでもないカン違いをしてしまったらしい。羞しゆう恥ちのあまり、早綾の脳のう天てんからぐつぐつと湯気が立ち始める。

　そんな早綾に、環が気き遣づかわしげに尋ねる。

「ところで桜淵さん、だいじょうぶ？」

「な、なにが？」

「すっごい鼻血出てるけど」

「鼻血？」

　早綾は反射的に自分の鼻に手をやる。確かに、びっくりするほどの鼻血がばびゅばびゅと噴き出していた。どうやら自分で思っていた以上に興奮していたらしい。いろんな意味で。

「やあん」

　慌あわててポケットティッシュを捜す早綾。

　一方乙羽は、早綾の乱入をさして気にする風もなく、黙々とカメラをいじくっていた。ぱちん、とカメラの裏蓋を閉じると、環に確認する。

「これでオッケー？」

「うん。あとは巻き上げとシャッターで、ここのカウンターに１が出たらいいよ」

「こうかね」

「うん」

「よしっ。記念すべきファーストショットは、桜淵さんの鼻血ブーの顔だ」

　乙羽はしゅぴっ、とカメラを早綾に向ける。

「いやっ。だめっ。こんな顔撮らないでっ」

　パニックになった早綾は、顔を背そむけてあとずさる。その拍子に、足をもつれさせて、こてんと尻しり餅もちをついてしまった。

「キター！　シャッターチャーンス！　うはははは」

　倒れた早綾に、ほとんど馬乗りになってカメラを構える乙羽である。

「いやっ、やめてぇっ！　らめぇぇぇぇぇ」

　かしゃっ。

　乙羽のカメラが、初めてフィルムに映像を露ろ光こうした。
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３　桜淵早綾の受難







「ううーむ」

　翌朝である。日ひ夏なつ乙おと羽わは、眉まゆの間に深い深い縦たてジワを刻んでいる。

　乙羽が見ているのは、サービス判に焼かれたカラー写真の束たばである。

「どうしたの？」

　ちょっとした用事で少し早めに登校していた環たまきが、乙羽の机に寄ってくる。乙羽は、写真を環に見せた。

「昨日きのう、あれから撮った写真。今朝、学校来る途中で出来上がったの受け取ってきたんだけど」

「うん？」

「なんか全部、ボヤケてんの。これなんか、なにが写ってるのかさえわからん。カメラの調子が悪いのかなあ」

　乙羽は心配そうに、机の上の愛機を撫なでる。

　論ずるに値せず、と言わんばかりに、環は写真を机に放った。

「おバカちゃんだな。これは全部単なるピンボケと手ブレ。あんたの腕うでが悪いの」

「えーっ、だいたい合わせたよ？」

「だいたいじゃダメなの。ピント合わせの極意はね、人の顔を撮とるときは睫まつ毛げの先に、花を撮るときにはしべの先にって言うくらいでね」

「細かっ！」

「そのくらいの気持ちで、繊せん細さいに集中しろってことよ」

「うーむ、世界デビューへの道は遠い」

「あんたはまだ町内ランキングでも下から数えたほうが早い」

　この会話を、教室の隅すみから聞きつけた人物がいた。

　桜さくら淵ぶち早さ綾あやである。

「ほーっほっほっほっほっ」

　芝居がかった高笑いとともに、乙羽の机に歩み寄る。

「なにさ」

　うっとうしげに、乙羽が視線を移す。

　どしん。早綾は、乙羽の机に、これでもかというほど勢いきおいをつけてお尻しりを乗せた。

　ニタニタ笑いで、早綾は乙羽を見下ろす。

「よっくも昨日は、さんざん人をないがしろにしたあげく、恥はずかしい写真を撮ってくださったわねぇ、日夏さん」

「………………」

「正直、あんな生き恥はじ写真をあなたなんかに握にぎられて、さーや、人生終わりかと思っちゃいましたわ。今日だって、学校へ来る足のどんなに重かったことか。でも、なにが写ってるのかわからないピンボケじゃあ、お話にならないわねぇ。ああ、胸のつかえが降りたわ。残念ねぇ、せっかくのファーストショットが失敗で。これからもせいぜい腕うでを磨みがくことねぇ。ほーっほっほっほっほっ」

　早綾は手のひらで、乙羽のほっぺたをぴたぴたと叩いた。

　しばらく黙だまって聞いていた乙羽は、やがて重々しく口を開いた。

「ところでね、桜淵さん」

「なぁに？」

「ひとつ聞いていい？」

「あらぁ、なにかしら？」

「ビギナーズラックって言葉、知ってる？」

「もちろんよ。なにも知らない初心者が、最初だけたまたま上手うまく行くことでしょ」

「ピンポン正解。あたしもびっくりしたんだけどさ、そういうのって、写真の世界にもあるんだねぇ」

「え？」

　不吉な予感に、早綾の笑顔がこわばる。

「実はあの一枚目だけは、なぜか奇き跡せきのようにピントが合っていたのさ。ああらフシギ」

「う、うそおっしゃい」

　乙羽は、さっと一枚の写真を早綾に見せた。

　そこには、おびただしい鼻血を噴き出しながら半泣きする早綾の顔が、実に鮮明に結像していた。

　さぁーっ。早綾の顔から血の気が引いていく音が、環にまで聞こえるようだった。

　愉ゆ快かいそうに、乙羽が言う。

「まず手始めに、このでっかいお尻をあたしの机からどけてくださる、桜淵さん？」

「は、はいっ」

　早綾はただちに、机から飛び降りた。乙羽は、くだんの写真で顔をあおぎながら、尊大に言った。

「あー喉のどが渇かわいたなあ。豆乳飲みたいなあー。桜淵、ちっと買ってこい」

　ぴきっ、と早綾のこめかみに青筋が立つ。

「ふ、ふざけないで。誰があなたなんかの使い走りを……」

「トウキチー、ちょっとおもしろい写真見るー？」

「三十秒で行ってきます！」

　驚おどろくべきことに、教室を飛び出した早綾は、本当に一分とたたずに戻ってきた。

「豆乳、お待たせしました！」

「ん、ご苦労。あー、肩凝こったわー。桜淵、ちょっと揉もんで」

「はいっ、お揉みしますっ」

「あ、今日の数学の課題やってないわー。桜淵、ノート見せて」

「はいっ、どうぞ」

「桜淵、今日のぱんつ何色ー？」

「……う、薄うすピンクです」

「桜淵って、呼びにくいなー」

「ど、どうぞさーやとお呼びくださいませ」

「えー、ダサいからやだー。サクラブチのブチを取って、ぶっちょんだな。よし、今日からあんたは、ぶっちょんだ」

「そ、それだけはいやー！」

　ついにはすんすんと半べそをかき始める早綾。

　やれやれ。見かねて、環が乙羽のおでこをパチンと叩く。

「いいかげんにしときなよ。度を越すとイジメだぞ、それ」

　乙羽はすっとぼけた顔で、まだ自分の肩を揉んでいる早綾を振り返った。

「ぶっちょん、あたしにご奉ほう仕しするのはつらいかい？」

「いえっ、さーやは、日夏様にお仕えできてシアワセですぅ……」

　くしゃくしゃになった顔に無理矢理笑顔を貼はり付けて、早綾は答えた。

　だめだわ。この子、ほんとに一生、乙羽のオモチャにされるかも。

　すっかり呆あきれてしまって、環は自分の席へと戻った。
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　お弁当を食べている間も、乙羽の小さな悩なやみは続いているようだった。

　お箸はしを片手に、環の作品をまとめた小さなアルバムを何度もめくり返す。

「なんであたしの写真とこう違うんだろ。どうやったらこんな風にうまいこと撮れるの？」

　柴しば漬づけをぽりぽり噛かみながら、少し居心地悪げに環は言う。

「私だって、そんなに上手くはないけどね。でも、上達のコツは、まずは好きなもの、興味のあるものを撮ることだと思う」

「そんなこと言われても、なにを撮っていいかわからない」

　乙羽は、唇をとんがらせる。昨日も、温室の花から、屋上からの風景、ソフトボール部の練習風景、果ては教室のゴミ箱まで、手当たり次第に撮りまくってみた。そしてそのほとんどが、目も当てられないピンボケだったという次第。

「女子のあられもない姿は、たまちんが撮っちゃダメって言うし……」

「当たり前でしょ！」

「写真って難むずかしいー！」

「まあ焦あせらないで、ゆっくりテーマを探すといいよ。あとは、とにかくたくさん枚数を撮ることだって」

「たくさんて？　どれくらい？　百枚くらい？」

「百枚って、三十六枚撮りのフィルムたった三本よ。それで上手くなるなら、写真の専門学校は要いらないでしょ」

「えーっ。じゃあ、うまくなるまですっごいお金かかるじゃん！」

「まあね」

「きびしい。乙羽ちゃんのお財布にはヒッジョーにきびしい」

「だからデジタルにしろとあれほど」

「やーだー！　たまちんとおんなじようなカメラがいいのー！」

「そうやってカッコから入るから行き詰まるのだとなぜ気づかない」

「ううう」

　お箸の先をがじがじとかじる乙羽。

「せめてこの学校に、写真部があったらねえ……」

　ため息混じりに、環が言った。乙羽が、かじっていたお箸を口から出す。

「どうして？　写真部があると、なにかいいことが？」

「暗室設備のある部室だったら、自分で現像やプリントができるでしょ。薬剤なんかを部費で買えるなら、コストはフィルム代くらいに抑えられる」

「え！　現像って、自分でできるの!?」

　乙羽は目を丸くして叫ぶ。

「できるよ。特にモノクロは、撮さつ影えいだけじゃなく、現像、焼き付けまで自分でやるのが基本っていう人もいるくらいよ」

「ほーっ。それはいいねえ。よし、たまちん！」

　決然と、乙羽は宣言する。

「あたし、現像やるよ、自分で！」

　ごくん。冷たいお茶を一口飲んで、環が冷静に返す。

「現像のための機材はどーすんの」

「あ」

「あ、じゃねーよ。少しは順序だてて考えてから喋しやべんなさいあんたは」

「それって、お値段はいかほど……？」

「どうだろ。細々した道具や薬品、引き伸ばし機までひとりで全部揃そろえたら、たぶん立派なデジタル一眼レフキットが買えるくらいにはなると思う。プラス暗室に使うスペースも要る」

「なんだようそれー！　ひとをぬか喜びさせてー！　サギだ！」

「勝手に考えを迷走させたあげくに人をサギ師呼ばわりかキサマ」

　ぎぎぎ。環は思いきり、乙羽の可か愛わいい鼻はなをつまんで引っ張る。

「痛い痛い！　ごめんなさい！」

　赤くなってしまった鼻を撫なでつつ、乙羽はキッと横のほうに目をやる。

　机を向かい合わせて座る乙羽と環。その席に、ひっそりと同席する少女がいた。

　いうまでもなく、桜淵早綾である。

　まだお鼻が痛い乙羽は、早綾に八つ当たりするつもりのようだ。

「ぶっちょん！」

「はいっ」

「そのおかず、おいしそうね」

「神戸牛ヒレ肉のペリグーソース添ぞえですけど……」

「ちょうだい！　なんだかわかんないけど」

「ど、どうぞ」

　目にも留まらぬ速さでお肉を一切れかっさらい、口に放り込む。もぐもぐ噛むうちに、乙羽の目に、じんわりと涙がにじんでくる。

「くそう、たかがお弁当のおかずに、こんなにも経済格差を実感するとは……こんなうまいおかず、あたしゃ食べたことないよ……」

「お、お口に合ってよかったです……」

「もう一切れ」

「こらっ！」

　乙羽がお箸を伸ばす前に、環の手が、再び乙羽の鼻をぎっちぎちにひねる。

「痛――――い！」

「もらってばっかりじゃダメでしょ。あんたも桜淵さんになにかお返ししなさい」

「くくく、残念だったね、たまちんくん。すでに私の弁当箱は空なのだよ！」

　鼻を引っ張られながら、空っぽの弁当箱を見せる乙羽。

「食べんの早！　んもう、この子は！」

　環は乙羽から手を離はなすと、すまなそうに早綾を見やった。

「ごめんね、桜淵さん。代わりに私のおかず、どれでもあげる」

　自分の弁当箱を差し出す。

　早綾はしばらく、ぽかんと環の顔を見返していたが、やがて、おどおどした細い声で言った。

「さ、さーやのような下げ衆すの婢はした女めに、そのような……」

（ちょっと見ない間に、どえらく卑ひ屈くつに――――!!）

　人は環境に適応するものという。とはいえ、朝にはクラス一高たか飛び車しやだったあの子が、昼休みにはここまでになるとは。いくらなんでも、たった半日で調教されすぎだろう。

「ほら、いいから。桜淵さんのみたいに豪ごう華かじゃないけど」

　環は笑顔で、なおも勧すすめる。

「で、では……」

　早綾は、遠えん慮りよがちに箸を出し、卵焼きをひとつ、つまみ上げた。そのまま、ぱくん。目を閉じて、噛みしめるように、ゆっくりもぐもぐ。

「ど、どうかな？」

「美味おいしうございます。さーや、このご恩は一生忘れません……」

「ちょ……おおげさ！」

「森もり村むらさんて、なんてやさしい……」

　うるんだ目で、じっと見つめてくる。

　いかん、これは重傷だぞ、この子。環はそれから、慎重に早綾と目を合わさないようにしながら、静かにお弁当を食べ続けたのだった。
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　午後の授業は、体育だった。今日は陸上種目の、簡単な記録測定だ。

　春の日差しを浴びて、フィールドを、ひとりの美少女が駆かけ抜けてゆく。

　たん、と踏ふみ切り板を蹴ける。

　柔やわらかな少女の体が、イルカのように美しい弧こを描いて宙に舞まった。ポニーテールにまとめた長い髪かみが、重力から解き放たれて踊おどる。

　そして少女は、一いつ瞬しゆんの浮遊を終えて、砂場に降り立った。

　メジャーで測定された値を見て、体育の先生が嘆声を上げる。

「すごいな十じゆう文もん字じ。たぶん学年記録だぞ、これ」

　しかしその少女、十文字菫すみれは、先生に小さく一礼しただけで、ものも言わずにそこから離れていく。

「ふわあー」

　乙羽が、鼻から空気が抜けるみたいな、妙な声を出す。さっきから、少し離れたところで、ずーっと十文字さんに見とれている。

「授業中に妙な声出さないで。気持ち悪いから」

　乙羽と並んで走り幅はば跳とびの順番を待っている環が、冷たく注意する。しかし乙羽は、まったくめげない。くねくねと腰をくねらせて、また鼻声を出す。

「だってさぁー。十文字さん、きれいなんだもん」

「ああ、十文字さん」

　環も、美少女に目をやる。

　こればかりは、乙羽を否定することはできない。体操服姿だと、その肢し体たいの美しさはいっそう際立つ。

　身長は特別高いほうではない。が、顔が小さくて手足が長いので、まるでモデルさんみたいだ。加えて、すらりとした体にやや不釣り合いなほど豊かな胸と、きゅっと締しまったウエスト。子こ鹿じかのようにすんなりした脚あし。サラサラのロングヘア。すべすべの白い肌。

　実のところ、そのスタイルをうっとりと羨せん望ぼうのまなざしで見つめているクラスメートは、乙羽だけではなかった。

　十文字さんは、遠投のサークルに立った。本来なら砲丸投げだが、ここではソフトボール。ボールを何度か握り直すと、びゅんと投げる。ボールは、測定係の子の頭上を楽々と越えていった。

　これには、環も舌を巻く。

「十文字さんて、おしとやかに見えて、めちゃくちゃ運動神経いいねえ」

「家は代々、古流の武道家らしいよ。江戸時代から続いてる道場だって」

　そう会話に加わってきたのは、トウキチである。トウキチはこう見えて、地元の話題には耳ざとい。

「ああ、それで、あんなお武家様みたいな雰ふん囲い気き」

　環は合が点てんがいったというようにうなずく。最近の女子高生とは思えない、凛りん然ぜんとした物腰。それにあの、堅かたっ苦しい物言い。

　乙羽がそれに付け加える。

「しかも勉強もできるんだよ。先週の、現国と数学の小テストでも満点だったって」

「そのうえ、あんだけ美人だもんなー。どんだけハイスペック。世の中不公平だ」

　トウキチが、軽く神様への恨み言。環はトウキチに尋たずねた。

「十文字さんって、何か部活やってるんだっけ」

「それが、帰宅部なんだよ。もったいない。どのクラブに入っても、たぶん即レギュラーだろうに」

「へえー」

「あの運動神経についちゃすでにウワサが知れ渡っててさ、ラクロス部、陸上部、ソフトボール部、サッカー部、テニス部、チアリーディング部ほか多数の運動部が大だい争そう奪だつ戦せんだって」

「なんか、謎なぞめいてるよね、あの子。近づきがたい感じで」

　つぶやくように、環は言う。

　実際、十文字さんは、教室でもほとんど喋らない。いつもぽつんと独りで、難しそうな本を読んでいる。話しかけられれば、一言、二言返ってはくる。しかし、会話が弾はずんだという子は、誰もいない。あまり心を開かないタイプなのだ。

　無口な美人は威い圧あつ感かんがある。自然とクラスのみんなも、なんとなく敬遠するような格好になってしまっている。

「そうか、わかった！」

　唐突に、乙羽がポンと手を打った。ぎょっとして、環とトウキチが目を向ける。

「な、なにがわかったのよ」

　環の問いに、乙羽は両のマナコを輝かがやかせて叫ぶ。

「あたしのテーマだよ！　写真の！」

「は？」

「あたし、十文字さんを撮ることにする！」

「いや、撮ることにするって、あんた……」

「モデルがあのくらいきれいなら、あたしの上達もそうとう早いと思うんだ、きっと！」

「あのね……」

「ちょっと行ってくる」

「行ってくるって、こら、乙羽……」

　環の言葉など耳に入る様子もなく、すでに乙羽は勝手に列から離れ、すたすたと十文字さんのほうへと向かっていた。

　体育座りで、走り高たか跳とびの順番を待っている十文字さんの横に、ぺたんとしゃがみ込む乙羽。

「オッス、オラ乙羽！」

　けっこうな間、十文字さんは黙って、乙羽の顔を見ていた。それから、ぽつりと口を開く。

「知っている。わたしも名乗るべきか？」

「いいよ、知ってるし。あたし、写真やってんの」

「……それがなにか」

「写真撮らせてくんない？　十文字さん、きれいだから」

　単たん刀とう直ちよく入にゆう。回りくどい話は嫌いだ。

「お断ことわりする」

　間かん髪はつを入れずとはこのことだった。断言である。一刀両断である。だが、乙羽はへこたれなかった。

「そんなこと言わないでぇ」

「くどい」

「ちょっとだけ」

「嫌だと言っている」

「どうしても？」

「どうしてもだ」

「なんでだよう！」

　十文字さんは、乙羽からぷいと顔を背そむけ、吐はき捨てるように言った。

「写真を撮って喜ぶなど、軽けい薄はくな女子供の娯ご楽らくだ」

「そんなあ。十文字さんだって女の子じゃん。大人でもないし。だって免許も取れないし選挙権もないしエロ本も買えないしヌードになったら児童ポルノだよ？」

「わたしが言っているのは心根の問題だ、慮りよ外がい者もの」

「リョガ……？」

　唐とう突とつにむつかしい言葉を言われ、ぽかーんとなる乙羽。

　明らかに苛いら立だちの色を顔に浮かべ、きっぱりと、十文字さんは告げた。

「バカと言っている」

　乙羽は小走りに、環のところへ戻ってきた。そして敬礼。トホホ顔で。

「小隊長！　敵の防備は堅けん固ご！　突破できません！」

「うん、見てたよ。あと小隊長じゃないけどな」

「とりつく島もありませんぞ」

「そうだね。もう止めな。どう見ても十文字さんイラっときてるから」

「ああ、でもあきらめきれない！」

「ちょっと……」

「もう一回行ってくる」

「こら、そのへんにしとけって……」

　腕をつかもうとした環の手をすり抜け、再び突進していく乙羽。

　今度は座らない。十文字さんの横に仁に王おう立だちすると、高らかに言い放つ。

「十文字さん！」

　だしぬけに近くで大声を出されて、十文字さんは、うっとうしげに顔を上げる。

「なにか」

「勝負よ！」

「……はあ？」

「あたしが勝ったら、言うこと聞いて。モデルやって」

「……まったく意味がわからないが」

「意味とかいいのよ！　あの走り高跳び。十文字さんより高く飛んだら、あたしの勝ちだから！」

　うわー、無む茶ちや苦く茶ちや言ってるな、あの子。ちょっと離れて見ている環は思う。これ以上、十文字さんが迷めい惑わくするようだったら、出て行って軽く一発くれてやろう。

　だが。
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　十文字さんは、静かに「好きにしろ」とだけ答えると、自分の跳ぶバーの高さを調節に向かった。

　その勝負受けたとも、そんなバカな話は聞けないとも取れる返答ではあった。しかし十文字さんが設定した高さは、一気に二〇センチアップ。体育の授業としては、相当なハイレベルである。

「おっ、なんかおもしろいことになってきたじゃん」

　スポーツや勝負事が好きなトウキチが、無責任に目を輝かせる。周囲の生徒もざわつきだした。環も、ここはなりゆきを見守るばかり。

　十文字さんは、乙羽には目もくれずに元の位置に戻る。一いつ拍ぱくほどの間だけ、目を閉じ、集中。そして助走。

　たっ、と軽く地を蹴る音がしたと思うと、十文字さんの体は、華か麗れいにバーを越えていた。それはもう、惚ほれ惚ぼれするような美しい背面跳びだった。

　わあっ。ギャラリーからは、賛さん嘆たんの声。

「やるじゃない。でも、この程度なら楽勝よ。ふふふ」

　乙羽は、ずっと腕組みのまま、不敵な笑みを浮かべている。

「乙羽、自信満々じゃない。あの子、陸上やってたの？」

　トウキチが尋ねる。環は首をかしげた。

「そんな話は聞いてないけど……」

　乙羽は芝居がかった仕草で、ピシリとそびえ立つバーを指さした。

「たかが横たわる棒ぼう一本、なんぼのもんじゃい！」

　おおっ。野次馬の間にざわめきが広がる。

　乙羽はさらに声を高めて叫んだ。

「行け、ぶっちょん！」

「えっ！　さーや!?」

　びっくり仰ぎよう天てんしたのは、それまで人垣に混じって、ひっそりたたずんでいた桜淵早綾である。きょとんとする早綾に、なおも命じる乙羽。

「おまえの力、見せてやれ！」

「しゃ、しゃーっ！」

「おい、桜淵がなんか召しよう喚かん獣じゆうみたいになってんぞ」

　トウキチが指さす。環は黙って眉み間けんを押さえ、顔を伏せる。可か哀わい想そうな子。

　わけもわからず、小柄な早綾はバーに向かって走り出す。

　先ほどの、十文字さんの流れるようなフォームに較べると、早綾の走り方は内うち股またで回転の悪い、典型的な女の子走り。擬ぎ音おんで表すと、ぽてぽてぽて。どう見ても、あの高さを越えられる脚きやく力りよくはなさそうだ。

「やーっ」

　ジャンプした早綾は、まっすぐおでこからパーに激げき突とつした。案あんの定じよう。

　くわーん！　乾かわいた激突音が校庭に響ひびき渡る。

「わあ、たいへん」

　早綾の体がボロ布のようにマットに落下したのを見て、環とトウキチ、ほかの生徒たちや先生も慌あわてて駆け寄る。環が抱き起こすと、早綾はちょっとおでこが赤くなって目を回していたが、ひどいケガはなさそうだった。

　乙羽も様子をのぞき込んだが、環のとがめるような視線にぶつかると、さっと背中を向ける。

「ふ、ふん、任務を果たせぬ役立たずは、我が組織には不要！」

「わ、ひでえ！」

　トウキチが叫ぶ。

「ていうかおまえはどこのラスボスだよ。なんだよ組織って」

　環も厳きびしく突っ込まざるを得ない。
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　早綾が係の子によって保健室に連れて行かれると、授業が再開された。

　十文字さんは、五〇メートル走のトラックにいた。

　そしてその様子を、数メートル背後から、虎こ視し眈たん々たんと見つめる乙羽。

「さ、さすが十文字さんね。初戦はまあ、あたしの負けとしておいてあげようじゃない」

　その言葉に、そばにいた環はあきれ返る。

「あんたまだやる気!?　ていうかあんたなにもしてないじゃん！」

「フッ。いよいよ、四天王最後の将たるあたしが出るしかないようね」

「あと二人誰だよ四天王って！　ていうかやるなら始めっから自分でやれ。桜淵さん、かわいそうに、なんかうわごと口走ってたぞ」

　トウキチも、横から忠告する。

「やめとけって。十文字さん、格かく闘とう技ぎのほうも超つええらしいぞ。噂うわさじゃ、男子の不良を路上でボッコボコにしたことがあるらしい」

「げっ、マジで？」

　思わず叫んでしまったのは、乙羽ではなく、環だった。そんな不ふ穏おんな噂まであるとは知らなかった。あのしっとりした純和風なたたずまいからは、なかなか想像しづらい。しかし家が古流武術の道場だというなら、あながち無い話でもない。

　ただそれでも、まったく尻込みしないのが乙羽である。

「ますます相手にとって不足なしだわ！　次は五〇メートル走で勝負よ！　脚には自信があるんだぜい！」

「ああ、そういえばあんた、前から脚だけは、まあまあ速かったっけ」

「そうだよ。見て、このサラブレッドのような美脚を！」

　乙羽はパンパンと自分の太ももを叩く。

「いやー、どっちかというと、ばんえい馬かな」

「おっ。こいつめ、おべんちゃらを言いおって」

　いや、ほめちゃいないんだけどね。労働馬呼ばわりに気づいてないならまあいいけど。環は生なま暖あたたかい目で友人を見つめた。

　十文字さんが、おもむろにスタートラインに立つ。するりと、乙羽も隣のレーンに。大きく屈伸運動なんか始める。

　その様子を一いち瞥べつして、十文字さんはゴールラインを見み据すえたまま言う。

「……なんのつもりだ」

「ふふふ。あれで勝ったつもりになられちゃ困るってことよ」

「…………」

「いい？　これであたしが勝ったら、写真を……」

「いいかげんにしないかっ！」

　入学以来、クラス全員が初めて耳にする、十文字さんの大声だった。周囲の空気が、たちまちぴーんと緊きん張ちようする。切れ長のきれいな目がキッと細められ、射いるような眼光が、乙羽に向かって放たれる。

「こ、こえー！」

　数メートル離れて見ていたトウキチが、思わず横にいた環の腕をつかんだ。環も、まったく同感だった。物静かな美人が怒った顔というのは、本当に怖い。

　十文字さんからほんの数歩のところにいたスターター係の女の子など、なんの関係もないのに、反射的に「ごめんなさい！」と叫んで、その場でへたり込んでしまったほどだ。

　しかし、乙羽もこれでわかっただろう。たまにはあいつも、こうやってキツく叱しかられたほうがいいのだ。環は、そんなことを考えながら乙羽を見る。

　ところが、である。

　乙羽はまだ、ニカニカと笑って、スタートラインに立ち続けていた。まるで何事もなかったというように。

「おっきい声出したってダメだから。この乙羽ちゃんは、やるっつったらやるの」

　まったく、こたえていない。

　すると十文字さんは、一いつ瞬しゆんとは言え、つい取り乱してしまったことを悔くいるような、恥じ入るような表情で、ふーっと大きく息をついた。

「乙羽、すげえな。ハート超つええ」

　トウキチが感心してつぶやく。環は額ひたいの汗を手でぬぐう。

「忘れてた……あの子は前からそうだった」

「え？」

「こういうとき、バカはあの子の武器。空気の読めなさはあの子の鎧よろいよ」

「乙羽……おそろしい子！」

　十文字さんは、もう乙羽などその場にいないという風に、クラウチング姿し勢せいになる。いまだガタガタ震ふるえているスターターに、無感情に言う。

「始めてもらえるだろうか」

　乙羽もまた、スタートラインに手をつく。その口くち許もとからは、まだ白い歯がのぞく。

「フフフ。《ジャカルタの女めヒョウ》と呼ばれたこのダッシュ、見るがいいわ」

（ジャカルタの――――！）

（女ヒョウ――――!!）

　ゴクリ。その場にいた全員が、固かた唾ずを呑んで、成り行きを見守っていた。

　意味はよくわからないが、なにか凄すごそうな雰囲気だけは伝わってくる。

「やべえ。なんかあの子、やっちゃいそうな気がしてきた」

「う、うん……私も」

　トウキチの台詞せりふに、環も小さくうなずく。

　やっと我に返ったスターターが、上ずった声をあげる。

「用意――――ドン！」

　体育の授業だから、号砲はない。いささか気の抜ける、女の子の声だけだ。

　それでも、十文字さんのスタートは素す晴ばらしかった。流か麗れいなフォームでトラックを蹴り、どんどん加速してゆく。

　対する、乙羽は――――。

「おせええええええええええええ!!」

　トウキチと環が絶叫する。

　いや、決して鈍どん足そくというわけではなかった。ただ、びっくりするほど普通の走りだっただけだ。二五メートル地点で、乙羽はすでにぶっちぎりの差をつけられていた。

　抜群のタイムでゴールラインを過ぎた十文字さんは、そのまま息も乱さず、とっとと教室に戻り始めていた。頭上で、授業の終わりを告げるチャイムが、のんびりと鳴っていた。

　あとには、ぜえぜえとトラックに四よつん這ばいになった乙羽と、目を三角にした環とトウキチが残った。

「ちくしょー！　悔くやしいーっ！」

　ガンガンと地面を拳こぶしで叩く乙羽。その頭を、環が思い切り張り飛ばす。

「うるせえ！　そういうポーズは、ギリギリの接戦してからやれ！　相手にもされてなかったじゃねえか！」

　トウキチも、乙羽の背中に悪あく態たいを浴びせる。

「なーにが《ジャカルタの女ヒョウ》だ、このポンコツ！　返せ！　あたしの期待感を返せ！」

「あっ、あっ、痛い！　ひどい！　敗者にはもっと優やさしくして！」

　這はいつくばったまま、抗議する乙羽。環はその頭に、さらにもう一発かます。

「その台詞、桜淵さんの前でもういっぺん言ってみれ」

「ああうう」
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　放課後、環は乙羽を連れて、保健室へ向かった。

　高跳びのバーに頭から突っ込んだ桜淵早綾が、まだベッドに寝ていたのだ。といっても、大事を取って寝かされていただけで、環たちがやって来たときには、もう起き上がろうとしているところだった。

「頭、だいじょうぶ？　まだ痛む？」

　環が心配そうに声をかける。早綾は心細げに顔を伏せる。

「へ、平気です……ど、どうせまた、さーやをいじめに来たのでしょ？」

「そんなことしないよ。ほら、カバンと、着替えの制服持ってきてあげたよ。教室に取りに帰るの面倒だろうと思って」

　ベッドの端っこに、早綾の通学カバンと、きちんと畳たたまれた制服一式が置かれる。驚おどろいたように、早綾の息が一度だけ大きく吸われる。

　ほかに、なんの用？　と尋ねるような視線を、早綾は環と乙羽に向ける。

　環は、乙羽に向かって、無言であごをしゃくった。

　いかにもしぶしぶといった感じで、乙羽はなにかポケットから取り出して、早綾に差し出した。ピンク色の便びん箋せんを折りたたんだものだ。

　受け取った早綾がそれを開くと、紙に包まれていたものが現れる。写真と、一コマだけ切り出したネガフィルムだった。

　早綾が、見事な鮮血を鼻から吹き出している決定的瞬しゆん間かんの。

　見た瞬間、また早綾の腕に、発ほつ作さ的てきに鳥肌が立つ。

「あげる」

　乙羽は、つまらなそうに、短く言った。

「え？」

　早綾はしばらく、乙羽と環の顔を交互に見つめるばかりだった。

　笑顔の環が、また口を開く。

「それさえ握られてなければ、もう乙羽にあんな無茶苦茶な扱いされずにすむでしょ？　さっきのあれは、さすがにちょっとひどかったもの」

「さーや……もう自由なの……？」

「そういうこと。ごめんね。ほら、あんたも謝あやまるの！」

　環は、乙羽の脇わき腹ばらを肘ひじで小突いた。乙羽は、まだ完全には納なつ得とくしていないという風ふ情ぜいだったが、それでも大きな声で言った。

「意地悪してごめんなさい。はい、これもあげる」

　乙羽がぶっきらぼうに突き出したのは、紙パック入りの豆乳だった。

　豆乳を早綾が受け取ると、乙羽はムスッとした顔を環に向ける。

「はい、これでいい？」

「あんたさ、もうちょっと気持ちを込めて……」

「もういいっしょ？　あたし、もう行くね。忙しいから」

「忙しいって、別に用なんてないでしょ」

「世界デビューに向けて、時間は残されてないんよあたしは」

　能天気なことを言いながら、乙羽はとっとと保健室から出て行ってしまう。

　環はあらたまって、ベッドの上の早綾に向かい合った。苦笑しながら言う。

「ごめんね。ああいう子だから」

「し、知ってます！　……どうして、そのう、森村さんみたいにきちんとした方が、あんな乱らん暴ぼう者もののお友達をしているのか、さーや疑問だわ」

　早綾は再び下を向いて、もごもごと言った。環は頬ほおにかかる髪かみをかき上げた。

「まあ、たまたま昔なじみだったから」

「いつも二人でくっついてるものね。仲がよろしくてけっこうだこと」

　早綾の口調は、少しすねたようだった。環は困って、頭を掻かく。

「うーん、今住んでる家も近いし……全部たまたまなんだけどね。それにあの子バカだから、誰か面倒見ないとさ。今度みたいなこと、またやらかしそうだし」

　ちらちらと、横目で何度も環を見やりつつ、仏ぶつ頂ちよう面づらで早綾は続けた。

「ああそうですか。お手数おかけしましたわね！　さーや、べ、別に恩義に感じたりしないんだから！」

「や、そんなつもりはないけど……」

　早綾は突然、「ふん」と布団を頭からかぶって丸くなってしまった。

　環は、ただ困こん惑わくである。恩を着せるつもりは毛頭ないけれど、窮きゆう地ちから助けてあげたのに、わけもなくふて腐くされられては、どうしていいかわからない。

「あのー……桜淵さん？」

　布ふ団とんの端はしから、早綾の顔の上半分だけが、にゅっと出てきた。

「で、でもね……」

「うん？」

「このお手柄に免じて、さーや、特別に、あなたの親しいお友達になってあげてもよくってよ？」

「は？」

「あ、ありがたく思いなさい！　ほんとに特別なんだから！」

　言うなり、早綾は、またアナグマみたいに布団の中にもぐってしまった。

　環はもう、言葉が出なかった。代わりに口から出たのは、こらえようもなくお腹なかの中で弾けた笑い声だった。

「ぷはっ！　あはははっ」

　布団の中から、くぐもった声がする。

「な、なに笑ってるの!?　失礼だわ！」

「ごめんごめん。ああ、でもよかった」

「なにがよかったの？」

「桜淵さん、完全復活したみたいだから。さっきから妙にしおらしかったから、頭打ってどっか壊こわれたんじゃないかって、ちょっと心配してたの。やっぱ桜淵さんはそうじゃないとね」

　環は大笑いしながら、布団の上から早綾の体を叩たたく。

　ウサギが巣穴から追い出されるみたいに、早綾の顔が再び布団から現れた。
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「もう、ひどいわ！　さーやのこと、バカにして！　言っておきますけど、さーやは、ほんとに……きゃっ！」

　最後の「きゃっ！」は、環が思いがけない物を手にしていたからである。

　環は、愛用のカメラを構えて、早綾が顔を出すのを待ち構えていたのだ。

　早綾が布団をかぶるより速く、環のカメラが、軽やかなシャッター音をたてる。

　またしても、布団の中で丸くなる早綾。

「ひどいわ！　森村さんの意地悪！　どうしてこんな顔撮るの？」

「だって早綾は、キメキメにしてるより、自然にしてたほうが可愛いよ？」

「え……？」

　早綾は二重にびっくりして、布団をかぶったまま固まってしまう。

　ひとつは、いきなり環から名前で呼ばれたこと。

　もうひとつは、自分が可愛いなんてイヤというほど自覚してるのに、今、そう言ってもらえた瞬間、信じられないくらい、胸がドキドキしていること。

　真っ暗な中でも、かあっと顔に血の気が集まってくるのが自分ではっきりわかる。

（やだ……恥ずかしい。どうしよう。なんでこんなに恥ずかしいの？）

　早綾のパニックを気にするふうもなく、環はもう一度、布団を叩いた。

「できあがりをお楽しみに。じゃあ、私も帰るね。おでこ、お大事に」

　環の足音が、離れていく。

　少し慌てて、早綾は布団の中から声を上げる。

「あ、あの」

「うん？」

　足音が止まった。早綾はせいいっぱいの虚きよ勢せいを張って、言う。

「さーやを名前で呼ぶなんて、ちょ、ちょっと馴なれ馴れしくてよ！」

「だって私たち、もう友達でしょ？　私のことは、環でいいよ。あ、たまちんて呼ぶのは禁止ね。じゃ、また明日ね、早綾」

　環が保健室のドアを閉じる音が聞こえるまで、早綾はそのまま身じろぎもしないでいた。

　もう保健室に誰もいないとわかると、ようやく早綾は、布団から這い出した。

　ベッドに座ったまま、深呼吸。まだ少し、鼓こ動どうが速い。なんとかこの混乱した気持ちを静めようと、早綾は両手で、ぎゅっと胸を押さえる。

　私のことは、環でいいよ。

　環のやさしい声が、思い出される。早綾はかすれた小さな声で、その名前を口にしてみる。

「たまき……」

　また、頭にごうっと血が昇ってくる。顔が熱くて、たまらない。

　早綾は枕に顔を押しつけると、水泳の練習でもしているように、脚を激しくじたばたさせた。




　どれほど、そうやって悶もん絶ぜつしていただろうか。

　枕カバーにふと違和感を覚え、早綾は顔を上げた。

　保健室の真っ白な枕カバーは、噴き出した早綾の鼻血で真っ赤に染まっていた。

「げっ！」
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４　「愛のうっちゃり」







　ほとんど毎朝そうだが、家を出てほんの数分のところで、環たまきは乙おと羽わと出会う。乙羽が住む部屋は、環の家のごく近所なのだ。

「たまちん、おっぱやー！」

「おはよう。今朝もお下げ劣れつだな乙羽」

　朝だというのに、乙羽は今日も肩からカメラを下げ、元気いっぱいだ。思えば小学生のころから、この子が沈んでいるところを見た記憶がない。

「毎日毎日、なにを食べてたらそんなに元気になるのあんたは」

「豆とう乳にゆう！　納なつ豆とう！　冷ひや奴やつこ！　あとおから！」

「大だい豆ず食いすぎだろ」

「お豆まめ大好きー！　豆乳飲むとお肌はだつるつるだぞ」

　環はあらためて、友人のほっぺたをしげしげと見る。言われてみればこの子、昔っからニキビもないし、ほんとにきれいな肌をしてる。指でほっぺを軽くぷにぷにしてみる。滑なめらかで、心地いい感触。

「なるほど」

　私も、もう少し食べてみようかな。

「お豆食べると、おならも出るけどね！」

　そう言って乙羽は、快活に微笑ほほえむ。環は眉まゆをしかめて応える。

「あんたみたいなタイプが、女子高に入ったのは失敗だと思う」

「へ？　なんで？」

「小学校のころから、まったく恥はじらいが身についてない。女子高なんて緊きん張ちよう感かんのない環境に三年もいたら、そのうち教室でも平気でおならとかし始めるね、あんたは」

「もしそうなっても、キライにならないでね」

「私は別にキライにはならないけど、あんた彼氏とかできたときに苦労するよ」

「彼氏かあ……ピンと来ませんなあ」

　のほほんとした表情で、空を見上げる乙羽。環は大おお真ま面じ目めで続ける。

「あんたはさ、バカなのはもう仕方ないから、せめて静かにしてれば？　けっこう可か愛わいいんだし、そしたらすぐ彼氏くらい……」

「そうそう、バカなのはもうね――――っておーい！」

「せめてバカかお下劣か、どっちか一つにしなさい」

　乙羽は腕うで組ぐみをして、渋じゆう面めんを作る。

「うーむ、朝から難むずかしい選択を迫るね、たまちん」

「確かに女子高生に課せられた二者択一としては最低だね」

「まあ最悪どっちも直らなかったら、たまちんがお嫁よめにもらってくれるし……」

「おっ、言うに事欠いて、ついに日本の法律にもキバを剥むくか。たとえ法律が変わって女同士が結婚できるようになったって、あたしはバカでお下劣な嫁はイヤだからね」

「えー！　でもあたし、案外お料理とか上手だよ？」

「一通りの炊すい事じ洗せん濯たくくらい、私もできる」

「じゃあもう、たまちんがお嫁さんでいいよ！　それで文句ないでしょ！」

「なんでちょいギレなのよ！　あと話がややこしい！」

「あっ、あたし、抱き心地はいいと思うよ。うふーん。抱いてみれ、ほれほれ」

「そこ！　そういうとこ！　そういう感じだから、あんたは十じゆう文もん字じさんからも相手にされないのよ」

　はっと胸を突かれたように、乙羽は足を止めた。カッと目を見開いて、環を見み据すえる。

「つ、つまりあたしには、オンナとしての魅み力りよくが足りないってこと？」

「なんでそうなる」

「つ、つまり、とても口では言えないような、いやらしいデザインのぱんつを穿はいてこいと？」

「だから違うっつってんだろ！」

　環のローリングエルボーが、乙羽のこめかみを直ちよく撃げきした。




「朝っぱらからキレのいいエルボーだなあ」

　そろそろ学校にもほど近い交差点で、トウキチが合流した。

　ズキズキするこめかみを押さえて、乙羽が言う。

「聞いておくれよトウキチ。うちの暴ぼう力りよく亭てい主しゆがひどいのよ。ＤＶなのよ」

「そんな亭主別れちまえよ」

「離り婚こんはイヤ！　だってあの人、優やさしいところだってあるのよ。ホイホイの中のゴキブリさんをそっと逃がしてあげたりさ……」

「奥さんそれじゃダメだ！　あんたボロボロになっちまう！」

「ああトウキチさん！」

　楽しそうに盛り上がる二人を、冷め切った目つきの環がばっさり切り捨てる。

「いつまでやる気なの、人を勝手に暴力亭主に仕立てたその小芝居」

「次は愛人が出てくる流れだな」

　とトウキチ。

「いやーん、ドロ沼展開ねっ！」

　体をくねくねさせる乙羽。

「退屈しない子たちね……あ」

　言いさして、環はふと視線を前に移す。

　ちょうど、校門の前だった。

　向こうから歩いてきた桜さくら淵ぶち早さ綾あやと、鉢はち合わせ。

「おはよう、早綾」

　環が声をかけると、早綾はぱっと顔を赤らめて、小さく「お、おはよう」。そのまま、少し足を速めて、独りで昇降口に向かっていく。

「さーや？」

「呼び捨て？　下の名前で？」

　驚きに顔を見合わせる、乙羽とトウキチ。

　環は早綾に追いつくと、ひょいと何気なく、その肩に手を置いた。

「ねえ早綾、現国の課題やってきた？」

　ふいに体に触ふれられて、早綾は少しびくんとなる。

「な、なに？　やってきたけど……」

「私、ちょっとわからないところがあったから、あとで教えて？」

「い、いいけど……」

　そんな二人を、乙羽とトウキチが興味津しん々しんの顔で挟はさみ込む。

「ちょっとちょっと、どういうこと？」

「いつの間にそんなに仲良くなったの？」

　環はかすかに笑って、乙羽たちを見やった。手は、ずっと早綾の肩に乗せたまま。

「別に。それより、早綾が現国の課題、教えてくれるって」

「えっ、マジ？　助かるー。あたし全然やってないんだ。ありがと、早綾」

　トウキチが、ぽんと早綾のお尻しりを叩たたいた。もとよりトウキチは、こういう気安い性格だ。いきなり呼び捨てにされ、お尻を触さわられた早綾はびっくりしたようだが。

「ちょっ……！　あなたもなの？」

　ただ一人乙羽だけは、素直に笑っていられない心境のようだった。愕がく然ぜんとした表情で、急変した事じ態たいを見つめていた。

「……まさかの、愛人ほんとに来る展開!?」

「だ、誰が愛人なの!?　失礼だわ、この子！」

　早綾が、キッとにらむ。乙羽も負けずに、にらみ返す。二人の間に、バチバチと火花が散る。

「こら、乙羽。あんたも昨日きのう、謝あやまって仲直りしたでしょ」

「だって……」

　環が、早綾と乙羽の手を取って、有う無むを言わせず握あく手しゆさせる。

「仲良く！」

　乙羽はまだなにか言いたそうだったが、環の瞳の奥に、「逆らったらエルボー」という強い意思表示があるのを見て、ひとまず引き下がった。

「突然、乙羽の前に現れた環の愛人・早綾。しかし早綾は、かつて乙羽のマゾ奴ど隷れいだった女だった。禁断の過去に彩いろどられた三人の前に、新たな嵐あらしの予よ兆ちようが！　次回、『愛のうっちゃり』第四百三十二回『炒飯チヤーハンにグリーンピースいらなくね？』お楽しみに！」

　なぜか唐とう突とつに昼ドラ風ナレーションを始めた乙羽の後頭部を、環がひっぱたいた。

「いきなりなんの予告だそれは！　なんだ『愛のうっちゃり』って！　なんかすげえ長ちよう寿じゆ番組だし！　ちょっと見たいわ！」

「だ、誰がマゾ奴隷ですって!?　いつか訴うつたえるわよ！」

　早綾も尻馬に乗って怒鳴る。

「炒飯のグリーンピース、わりと好きなんだけど……」

　最後にトウキチが、ぽつんとつぶやいた。





☆






「あ、そうだ。早綾、昨日の写真できてるよ。はい、あげる」

　休み時間、環はふと思い出して、昨日の放課後、保健室で最後に撮とった写真を、早綾に渡した。

「あ、ありがとう」

　早綾は、受け取った写真を、ちらりと見る。ベッドで、布ふ団とんから顔を出したところ。少し甘えたような、すねたような表情。あんまり生の自分が出すぎていて、まるで裸を撮られたみたいな気がする。それに、髪もくしゃくしゃ。

　恥ずかしくなって、すぐに写真を裏うら返がえしてしまう。

「へー、どんな写真どんな写真？」

　鮮あざやかな手つきで、乙羽が横から写真をかっさらった。

「やっ！　ちょっと、返して！」

　早綾は慌あわてて取り返そうとするが、トウキチがその頭を押さえつける。クラスで一、二を争うちびっ子の早綾と、のっぽのトウキチとでは勝負にならない。

「おー、よく撮れてるなあ」

　まずトウキチが感かん嘆たんの声をあげる。

「なんだこりゃ。可愛いな、くそー」

　次いで乙羽が、思わず素直な感想を洩もらしてしまう。

「あと保健室のベッドってところがいいよね。なんかエロい」

「『事後』って感じだよな」

　さらに余計な論評を付け加える乙羽とトウキチ。

「エロくないもん！　ジゴってなあに!?　もういいでしょ、返してってば！」

　早綾はぴょんぴょん飛び跳はねて、騒さわぎ立てる。ところがむしろその声で、ほかの子もなんだなんだと寄ってきてしまう。

　もちろんトウキチは、分け隔へだてなく野次馬諸君にも写真を見せてやる。一様に、写真はみんなに好評であった。

　騒ぎが一段落したところで、乙羽が言い出した。

「うーん。やっぱり、たまちんの写真はいい。あたしは、また触しよく発はつされた」

「えへへ。ありがと」

　照れ笑いの環。一方、沈没しっぱなしなのは、早綾である。

「みんなひどい。さーや恥ずかしい。もう死ねる」

　早綾の背中に、環は穏おだやかに言い聞かせる。

「そんなことないよ。昨日も言ったけど、あれはいい顔だよ。みんなに見せてあげたほうがいい。誰もが見られるわけじゃない貴重な瞬しゆん間かんを捉とらえて、多くの人に見せることは、写真の役割のひとつなんだから」

　その言葉に、乙羽がまた、ぽんと手を叩く。

「たまちん良い事言った！　あたしもがんばって、ああいう写真撮らないと！」

「なんだ。『愛のうっちゃり』はもういいのか？　禁断の三角関係は清算したのか？」

　椅い子すの上でだらしなく片足だけあぐらをかいたトウキチが、愉ゆ快かいそうに尋たずねる。乙羽はふふんと、余裕の笑み。

「昨日今日やって来たドロボーネコに、いつまでもおたつく乙羽ちゃんじゃないってことですよ、トウキチさん。しょせんあんなもん、つまみ食いですよ、つまみ食い。あたし、亭主の浮うわ気きは許す主義だから」

「つま……！」

　机に突っ伏してへこんでいた早綾が、思わずがばっと起き上がって、乙羽を剣けん呑のんな目つきで見み据すえる。

　早綾がなにか言い返す前に、環が乙羽の耳をぎゅうっとつねる。

「いつ私が、あんたをメインディッシュでがっつり食った」

「あっ、痛い。たまちん痛い。すみません、ちょっと話がそれました。すぐ、本題に戻ります」

　環は乙羽の耳から手を離はなした。

「本題ってなによ？」

「つまりですよ」

　乙羽は、教室の片かた隅すみに、視線を送った。

　今日もぽつんと独りで座って、厚い文庫本を読んでいる美少女がいた。

「やっぱりあたしは、十文字さんを撮りたいの」

　環の声が、つい半段ほど高くなる。

「あんた、昨日あれだけ完かん璧ぺきにふられて、まだ懲こりないの？　ふつうあきらめるよ？　あんなにコテンパンにされたら」

「だってたまちん、上手うまくなりたかったら興味のあるものをたくさん撮れって言ったじゃん」

「あんたの『興味』は意味が違うんじゃないかと激はげしく不安なんだけど」

「どういう意味!?　あたしが十文字さんを性的な目で見てるとでも!?」

「うん」

「まあ、見てるか見てないかの話で言ったら、見てますよそれは」

「ダメじゃん！　さりげなく問題発言！」

「とりあえず、そこは置いといてさ。あたし、昨日十文字さんと熱くぶつかり合って、ますます興味が募つのったわけですよ。なんて言うかなあ、拳こぶしと拳で語り合ったっていうかね」

「何番長なのよあんたは。そもそもが、一方的につきまとって、一方的にやっつけられてただけでしょ」

「あれは多少、アプローチが悪かったねー、今にして思うと」

「いや、あの時点で全問不正解だって気づけよ。どこに勝算あったんだよ」

「それで、乙羽ちゃんは考えた。ここはやっぱり、女の子らしく、ソフトなアプローチがよろしいんでないかと」

「ソフトなアプローチ？」

「とりあえず、プレゼント作戦なんてどうかな？」

「はあ」

「ちょっとした贈おくり物をあげてさ、心を開いてもらって、それからゆっくりモデルの件をお話しするって段取りよ」

「まあ、悪くはなさそうだけど」

「実はあたし、そういう感じでさらっと人と仲良くなるの、得意なんだよねー」

「ああ、そう」

「ていうことで、ちょっと行ってくる」

「え!?　今!?」

「うん」

　乙羽は自分のカバンから何か取り出すと、軽やかに十文字さんの机に歩いて行った。
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　環、トウキチ、そして早綾が遠巻きに見守る中、乙羽は十文字さんの横に立つ。

　十文字さんは、ちらっと本から目を上げただけで、すぐに読書に戻る。全身から、露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな空気を醸かもし出している。

　乙羽は、カクカクと妙にぎこちない動きで手を振り、妙に鼻はなにかかった作り声で、どうにも不自然なご挨あい拶さつ。

「ごきげんよう十文字さん。お元気ぃ？」

（ヘタ！　あの子アプローチヘタ！）

（有ゆう閑かんマダムみたいになってんぞ！）

　観察している環たちが、一いつ斉せいに小声で突っ込む。

　十文字さんは、ネズミの咳せきみたいな小さな声で、「ああ」とだけ応えた。目は、活字を追ったまま。

「えーと、十文字さんに、これあげる！」

　だしぬけに、乙羽は手に持っていたものを、十文字さんの机に置く。

　それは、紙パックの飲み物みたいだった。不ふ審しんそうな目を、それに向ける十文字さん。

「とってもおいしいのよ。豆乳モロヘイヤドリンク」

（うわ、まずそう！）

（チョイス悪！）

（豆乳好きだなーあの子）

　言うまでもなく、十文字さんの返答は、一言。

「要いらないが」

（ですよねえ……）

　環たちもうなだれる。

　しかし、乙羽はしつこかった。

「おいしいよ？」

（いや、味で推おすのはどう考えても無理だ！　その商品名！）

「けっこうだ」

「ほんのり甘くて、野性的な青あお臭くささと、どろりとした粘ねばっこい喉のどごしがクセになる味」

（どうユルめに評価しても、不味まずいだろそれ！）

「遠えん慮りよする」

「そんなこと言わないでさあ。ちょっとだけ。一口だけ飲んでみてよ」

「なぜ」

「十文字さんが一口これを飲んだら、その代だい償しようにあたしの写真のモデルをね」

（意味わからん！）

（うわー、なんかもうチンピラの因いん縁ねんつけみたいになってきたぞ）

　ぱたん。十文字さんは、読んでいた文庫本を閉じた。

　もしや、また爆ばく発はつか。環たちが本能的に身み構がまえる。

　十文字さんがなにか言おうと口を開いた、その矢先。授業開始を告げるチャイムが、スピーカーから流れだした。ほとんど同時に、鬼おに瓦がわらみたいな顔の、いかつい男性教師が教室に入ってきた。数学の石いし沢ざわ先生だ。

　みんなが着席している中、一人だけ十文字さんの机の脇わきにつっ立って、何事か喋しやべっている乙羽がいた。当然、石沢先生の鋭するどい眼光が、そこに注がれる。

「こら日ひ夏なつ。早く席着けー。授業始めるぞ」

　乙羽はすごい剣けん幕まくで、弾はじかれるように答えた。

「ちょっと黙だまってて！　今、大事な話してるんだから！」

「なんだとお？」

　石沢先生のコワモテな顔に、びきびきと静じよう脈みやくが浮き上がる。ここに至り、乙羽はようやく、状況を理解したようだった。

　この学園で、もっとも怒鳴ってはいけない相手に、怒鳴ってしまったらしい。

「あ……」

　パニックに陥おちいって、きょろきょろと教室を見回す。

　全員が、しわぶき一つなく、教科書を開いていた。

　もちろん、環も、トウキチも、早綾も、知らんぷりを通す。きっぱりと。
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　授業が終わって、廊ろう下かで石沢先生にこってり絞られた乙羽が、肩を落として戻ってきた。

「うう、ひどい目に遭あっちゃったよ」

「自じ業ごう自じ得とくよ」

　すでに昼休みも半なかばである。たった今、食べ終わったお弁当を片付けながら、環が言う。トウキチも早綾も、やはり食べ終わっている。

　しかたなく乙羽は一人遅れて、サンドイッチをかじりだすことに。

「十文字さんは相変わらず心を開いてくれないし、しょんぼりだよ」

「それは無理もないだろ」

「いったいなにがいけなかったのか……」

「いや、なにもかもダメだって、あれは」

　トウキチも静かに指し摘てきする。乙羽は不服そうである。

「なんでよう。あたしの大好物もあげようとしたのに……」

　そう言って乙羽は、さっき十文字さんから突き返された豆乳モロヘイヤドリンクをストローでちゅうちゅう吸う。

「その不気味な飲み物が、つまずきの始まりじゃなくて？」

　乙羽の口くち許もとを見て、早綾がおぞましげに顔をしかめた。乙羽が憤ふん然ぜんと言い返す。

「なんだとー！　あたしが今、いちばんハマってるドグマ食品の豆乳モロヘイヤを侮ぶ辱じよくするのかー！」

「ていうか、どこで売ってるんだよそれ」

「校内の自販機で買えるっつーんだ。こんなに美味おいしいのに。ほら、大豆のイソフラボンとモロヘイヤのクエルセチンでお肌もツヤツヤ……とパッケージにも書いてある」

「うさんくせえな」

　とはトウキチの一言。乙羽はまた、むきになる。

「うさんくさくないよ！　新発売の豆乳ゴーヤドリンクもよろしく」

「イチかバチかのラインナップで勝負かけてるな、そのメーカー……」

　そこはかとなくドグマ食品の経営方針が気にかかる一同であった。

　あっという間にサンドイッチを片付け、豆乳モロヘイヤでそれを胃の中に流し込むと、乙羽はどん、と机を叩いた。

「とにかく、プレゼント作戦は失敗だ。次なる方ほう策さくについて、諸君らの意見を聞きたい」

　環、トウキチ、早綾は、一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。代表して、環が口を開いた。

「じゃあ、もう十文字さんにつきまとうな。迷惑だから」

「ちーがーうーのー！　そういう後ろ向きなのじゃなくて、もっと建設的なやつちょうだい！」

　乙羽はぐーに握った手を、小さくぶんぶん振り回す。

　トウキチがまた、おもしろ半分に言い出す。

「乙羽に足りないのは、あれだな。カメラマンぽさっていうの？　信用がないから、十文字さんもモデルをやってくれないんじゃね」

　まんまと食いつく乙羽。

「カメラマンっぽさ？」

「そうそう。見た目の押し出しっての？　服装とか」

　乙羽は首をかしげて、環へ目を移す。

「たまちん、カメラマンぽい服装ってどんなん？」

「さ、さあ……」

　返答に窮きゆうする環に代わって、トウキチが調子よく提案する。

「まずはやっぱり、ベレー帽ぼうかな」

「あー、あるある」

　早綾もうなずく。

（いや、今時ベレー帽かぶったカメラマンなんかいないぞ）

　環は思ったが、もう面倒くさいので黙っておくことにした。乙羽は完全にノリノリである。教室全体に向かって叫ぶ。

「ねえねえ、誰かベレー帽持ってない!?」

（持ってるか！　……ていうか、今ここでやる必要あるか？）

　環の内心ツッコミどおり、都合良くベレー帽を持参している子などいなかった。仕方なくトウキチが、自分のお弁当を入れる布ポーチをくるくると丸めて、なんとなくそれっぽいものをでっちあげた。ヘアピンで乙羽の頭に斜ななめに留めると、ベレー帽に見えなくもない。乙羽もそれなりに満足そうだ。

「よしよし。次は？　次は？」

「なんて言うの、あの、ベストみたいの」

（カメラマンベストねぇ……あれも、あんまり見ないけどなあ）

　なんとなくそれっぽいもので代用シリーズ第２弾で、乙羽はブレザーのジャケットを脱ぎ、制服のボタンベストを裏うら返がえしにして着てみたりしている。

　そのいでたちは、早くも当初の目的を見失いつつあるのがありありとわかるが、トウキチと、横で眺ながめている早綾は実に楽しそうである。

「あとは、パイプかな」

　ボールペンに、ミニゼリーの空き容器をぶっ刺したものが、乙羽の口にくわえさせられる。

「サングラスも」

　マジックで黒く塗ぬったノートの切れ端はしが、セロハンテープで乙羽の両目に貼はり付けられる。

「あとはヒゲ」

　やはり黒い紙切れが、口ひげ的な雰ふん囲い気きで、乙羽の鼻の下に貼られる。

　トウキチと早綾は、スタイリストよろしく一歩下がって出来を検分する。

　いくぶん不安げに、乙羽が感想を求める。

「……どうかな？」

「うーん、だいぶ近くなった！」

（どこがだよ！　カメラマンというより、どう見ても変質者の仮装じゃん！）

　環の心の叫びは、しかし誰にも届くことはない。

「乙羽、あとはそれで頭アフロにして、指パッチンでカッコいいポーズとかやったら完かん璧ぺき」

「ギロッポンでチャンネーとシースーシクヨロ！　テンキュー」

　カメラを片手に、なにやらそれらしくカッコつけて指を弾はじいてみる乙羽。だが、乙羽は指パッチンができないようで、指先からは「すりすり」と間の抜けた音がするばかり。

　ここで乙羽はようやく、トウキチと早綾が、顔を伏せて必死に爆ばく笑しようをこらえているのに気づいたようだった。ぷぷぷぷ。

　変質者の仮装のまま、さみしげに佇たたずんだ乙羽は、抑よく揚ようのない声でぽつり。

「……あんたたち、あたしで遊んでるでしょ？」

　気づくの遅ぇ！
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「こうなったら、強硬手段に出るしかない」

　放課後、乙羽はとうとう、そんなことを言い出した。

　ほうきで床を掃はきながら、環はひややかに尋ねる。環はお掃除当番だ。

「なにするつもりよ。なにが『こうなったら』なのか知らないけど」

「もう有無を言わさず強引にだね……」

　カメラを手に、なにやら不ふ穏おん当とうな笑みを浮かべる乙羽。

「やめなって。また怒られるよ。十文字さん怒ると怖かったでしょ。第一非常識だ」

　環は、ちらりと教室の一いち隅ぐうに目を向ける。十文字さんが、黒板消しをきれいにしているところだった。

　乙羽はうなった。

「うーん、確かに怒られるのはいやだなあ。十文字さんとはむしろ愛し愛されたい」

「でしょ。もうあきらめな」

「遠くからこっそり撮ったらどうだろう。それなら怒られない」

「それはそれで犯罪。それにあんた、レンズ五〇ミリしか持ってないでしょ」

「うん。五〇ミリだとダメ？」

「遠くから気づかれないように撮りたいなら、最低でも二〇〇ミリくらいの望遠レンズがないと」

「むう。新しいレンズを買い足す余裕はないぞ。たまちん、持ってない？　持ってたら貸して！」

「持ってるけど、マウント違うから無理だよ」

「まうんと？」

「カメラのメーカーが違うから、レンズに互ご換かん性せいがないってこと」

「わお、なんてこったい！」

「どのみち盗とう撮さつのためなんかには貸さないけど」

「むーん」

　しばらく考え込んでいた乙羽は、やがてなにかひらめいたらしく、ガタガタと机を運んでいるトウキチに声をかけた。

「トウキチ、ちょっと手を貸しておくれよ」

「んー？　今度はなんの遊び？」

「いいからいいから」

　カメラをぶら下げた乙羽は、トウキチと連れだって教室を出て行った。環は教室を見回す。十文字さんの姿が見えない。

（またあの子、今度はなにするつもり？）

　不安に駆かられ、環もあとを追いかける。
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　十文字さんは、廊ろう下かにいた。ゴミ箱のゴミを捨てに行くところのようだ。その背後で、乙羽がごそごそとトウキチに耳打ちしている。

　うなずいたトウキチは、小走りに十文字さんに近づいていく。

「それ、重いでしょ。手伝うよ」

　朗ほがらかに言って、ゴミ箱の片側を持とうとする。十文字さんは、ぽつりと答える。

「ありがとう。でも手助けは無用だ。一人で持てる」

「まあまあ、そう言わずに。十文字さん細いんだから、無理しないで」

　半ば強引に、ゴミ箱の取っ手に手を掛ける。

　すると突然、いつの間にか前に回り込んでいた乙羽が、廊ろう下かの角から飛び出してくる。手にはカメラを構かまえて。

「ヘイ、トウキチ、記念写真だ」

　ゴミ箱を持ったまま、いぇーい、とピースサインのトウキチ。あっ、と小さく声を上げる十文字さん。

（なるほど、ああやって無理矢理、十文字さんをフレームに入れちゃおうってわけか。なんという悪知恵）

　環は思わず感心してしまう。

　乙羽はぱしゃぱしゃ、何度もシャッターを切る。十文字さんは、必死に手で顔を隠かくすようにしている。

「くっ、や、やめないか！」

（しまった、感心してる場合じゃなかった！）

　環は走る速度を上げ、すぐに乙羽たちに追いつく。

「こらー！　乙羽ーっ！」

「あっ。やべえ！」

　ファインダーから目を外した乙羽は、環がすごい形相で突進してくるのに気づいた。身構える間もなく、環のフライングクロスチョップが炸さく裂れつした。
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５　十文字さんは写真がキライ







　明あくる朝、乙おと羽わは登校途中に、商店街のＤＰＥショップで写真を受け取った。家が近い環たまきも、登下校はだいたい一緒である。厳きびしい顔で、乙羽をにらんでいる。

「あんた、その写真、ちゃんと十じゆう文もん字じさんに渡して、謝あやまるのよ」

「わかったよう。でもその前に、成果を確認。にひ」

　乙羽は写真の入った封ふう筒とうを開く。なんだかんだ言って、環も興味はある。横から写真をのぞき込んだ。

「ありゃりゃ。なにこれ」

　嘆なげきの声が、乙羽の口から洩もれた。

　あの瞬しゆん間かん、乙羽は無類の集中力を発はつ揮きしたらしい。ピントも露ろ出しゆつも、乙羽にしては完かん璧ぺきだった。にやけ顔でピースするトウキチは、申し分なく鮮明に写っている。

　が。

　肝かん心じんの十文字さんは、あるカットでは顔をそむけ、別のカットでは手でカメラを遮さえぎり、五枚撮とったフィルムの一枚たりとも、顔が写っているものはなかったのである。

「ぐぬぬ。なんという鉄てつ壁ぺきの防御」

　歯は噛がみする乙羽。環はといえば、少しばかりほっとする。あんなマナーもへったくれもない、パパラッチまがいの手法でうまく撮れていたりしたら、今後の乙羽のためにもならない。

「ここまで徹てつ底てい的てきに避けるなんて、どんだけカメラ嫌いなのよ、あの子！」

　地じ団だん駄だを踏ふむ乙羽に、環が静かに指し摘てきする。

「いや、あんたが嫌われてるだけじゃないか？」

「はあ？　だってあの子、たまちんの撮さつ影えいも断ことわったんでしょ？」

「あ。そうだった……」

「あたしら、二人とも嫌われてるんじゃん？」

「どうしよう。少しへこんできた……」

　環は胸を押さえて、がくんとうなだれる。

　なんとなくどんよりして、学校への道を歩く環と乙羽。

　と、その二人の前に、立ちふさがる人物があった。

「あななたち、ちょっといいかしら」

　同じ学校の制服だ。しかし、見知った顔ではない。上級生だった。

　印象は、どちらかというと、地味め。髪かみはぴっちり真ん中分けで、後ろで二つにまとめただけ。おしゃれっ気のないメタルフレームのメガネ。しかしその奥の目つきは、ピリピリときつい。端的に言って、おっかない。

　しかも背後には、取り巻きみたいな子が二人、くっついている。おんなじようなメガネと、おんなじような髪型だ。

　思わず、足が止まる。環と乙羽は、ちらりと顔を見合わせた。お互い、上級生に目を付けられるようなことをした記憶は、まだない。

　上級生は、低い声で言った。

「三年の、州す崎ざきという者だけど。日ひ夏なつさんはどっち？」

　乙羽は、すかさず環を指差す。

　環は、その手をばちーん！　と張り飛ばした。

「おまえ、人として最低だなおい―――!!」

「だって怖いんだもん！」

　州崎先輩は、戸と惑まどったように二人の顔を見較べる。

「どっちなの？」

「こいつです。こいつが日夏乙羽です。煮るなり焼くなり、お好きにどうぞ」

　環は乙羽の背中を、ぐいと押し出す。

　州崎先輩は、けわしい目つきのまま、一歩、こちらへ踏ふみ出した。

「ひいっ。乱らん暴ぼうしないでえ」

　身をすくめる乙羽。

　上級生はおもむろに手を伸ばし、それから―――乙羽の手を、両手で握にぎりしめた。

「話、聞いたわ！　あなた昨日、十文字さんの写真、撮ったんですって？」

　一転して甲かん高だかい声とハイテンションで、州崎先輩はまくしたてた。乙羽は圧倒されて、ただうなずくばかり。

「は、はあ、まあ……」

「売って！　言い値でいいから！」

「は？」

「欲しいの、十文字さんの写真！」

「あ、あの……話がよく見えないんですが……」

　混乱する乙羽に変わって、環が尋ねる。そこで州崎先輩は、我に返った。

　落ち着きを取り戻した州崎先輩は、軽やかに語りだした。

「実は私、十文字菫すみれさん愛あい護ご協会の幹事なの」

「愛護協会!?」

　環と乙羽は、声を揃そろえて叫ぶ。平然と、州崎先輩は応える。

「そうよ。文字通り、十文字さんを愛護育成することを目的とする組織」

「三年生にまで有名なんですか、十文字さんて」

　驚おどろいて乙羽が聞く。

「そりゃもう。入学式の日から、三年、二年の、その筋すじの人たちの間では話題沸ふつ騰とうよ。とてつもない美少女が入ってきたって」

「その筋ってどんな筋ですか。こわいです」

　と環。州崎先輩は、恬てん淡たんと答える。

「こわがることはないわ。単なる美少女が著いちじしく好きなだけの女子の群れだから」

「その言い方がもうちょっとこわいですけど」

「そんなわけで、今、その筋の女子たちの間での一番人気が、十文字菫嬢じようなのよ」

「どんなわけだかよくわかりませんが」

　州崎先輩は、勢いきおい込んで環の肩をぐっとつかむ。

「わかるでしょ!?　あの風ふう雅がな美び貌ぼうに、凛り々りしい物腰。マニッシュな言葉遣づかいとは裏うら腹はらに、あのワガママなプロポーション！　そのうえ文武両道、家系名門。あーもうたまらないわ。どーにかしたいわ。抱きたいし抱かれたいわ」

　うわ、この人、やばい。目が血走ってるし、息づかいも荒くなってきた。くっついている取り巻き二人も同様だ。環、どん引きである。

　一方乙羽は、

「とってもわかります、お姉様たちのお気持ち」

　などと、州崎先輩の手を握り返したりしている。わかるんかい。

　州崎先輩は続けた。

「あたしたちなんか、まだ妄もう想そうで興こう奮ふんしてるだけだからまだマシなのよ。すでに直接アタックをかけた子もいるわ。ことごとく玉ぎよく砕さいしたけど。どうもあの子、ご趣味が違うみたいで」

「そ、そうなんですか……」

　まだ引き気味に、受け答えをする環。同時に、あの無ぶ愛あい想そでストイックな十文字さんの様子が思い出される。そうだろうなと、環は思った。

「この間なんか、口説きに行って鉢はち合わせしたなぎなた部の二年生とフェンシング部三年生が、流血の異種ストリートチャンバラに及んだとか及ばないとか」

「うわ、物ぶつ騒そう！」

「で、これ以上無益な争乱を広げないために、安全保障機関として愛護協会が創設されたわけ。現在、その幹事をしているのが、私」

「だからなんなんですか、その愛護協会って」

「要するに、今後は抜け駆けせずに、離れたところからねっとり生なま暖あたたかく十文字さんを見守りましょうという協定よ」

「それはそれで……」

　気持ち悪いです、という言葉を、すんでのところで環は呑のみ込んだ。

　乙羽が能天気につぶやく。

「十文字さん、なんかパンダみたいだね」

　ここで州崎先輩は、もの思わしげに視線をさまよわせた。

「ただあの子、あんまり人を寄せ付けないタイプでしょう」

「そうですね」

「それでとりあえず、せめて写真を撮ろうと、何人かで待ち伏せしたんだけど……」

「あんたらもかい！」

　つい、突っ込まずにはいられない環。悪びれもせず、州崎先輩はうなずいた。

「ところが、七台のケータイカメラが、あらゆる角度から計百枚以上撮影したのに、どれひとつとして、まともに顔を撮れたものがなかったの」

「忍者だね、もはや」

「十文字さんの写真は、今やカッパやフライングフィッシュやゴム人間以上にレアなのよ」

「十文字さんはＵＭＡユーマですか」

「そんな彼女の撮影に、とうとう成功した人間がいると聞いて、私、飛んできたの。お願い、その写真をちょうだい！　お金ならいくらでも出すから！」

　州崎先輩は通学バッグからブランドものの札入れを出して、乙羽に迫る。

「そ、それがですね……」

　乙羽は言いづらそうに、くだんの写真を見せた。

「あたしもこのていたらくで」

　ひどくがっかりした様子で、それでも州崎先輩は、ずいぶん長い間その写真を見つめていた。

　写真を乙羽に返して、州崎先輩は口を開いた。

「でも、同じクラスなんだから、またチャンスはあるわよね。ぜひまたチャレンジしてちょうだい。あなたがたの噂うわさも聞こえてるのよ。一年に、可か愛わいいカメラ少女が二人いるって」

「えっ、私もやるんですか!?」

　勝手に「特命十文字さん撮影部隊」の頭数に入れられちゃってることに、環はちょっぴりショック。

「もしきれいな写真が撮れたら、ほんとにお礼はいくらでもするから」

「いくらでも？」

　その言葉に、乙羽が反応する。州崎先輩は、きっぱりとうなずいた。

「ちゃんと顔が写ってたら一カットにつき一万。着替え中なら五万。寝姿なら十万。も、もしにゅ、にゅ、にゅ、入浴中なんか撮れたら、に、二十万出すわ」

　自分で脳のう内ないに描いた十文字さんの入浴シーンに興奮したのか、州崎先輩と取り巻き一号二号は、またハァハァと息を弾はずませる。こわい。

「二十万！」

　仰ぎよう天てんの乙羽。

「そういうことで、よろしく。それじゃ」

　州崎先輩は、現れた時と同様に、風のように去っていった。

　小さくなっていくその背中を見送りながら、環はぼそりとつぶやく。

「……なんか、話が大きくなってきてない？」

「すごいよたまちん。二十万だって」

「真に受けるんじゃないよ。十文字さんのお風呂なんか撮れるわけないんだから」

「撮れないかねえ」

「こら、おかしなやる気を出すんじゃない。あんた、今の会話がほとんど犯罪謀ぼう議ぎだってわかってる？」

　旧友をぎろりとにらみつけ、環はシビアに警けい告こくする。
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　その日一日、乙羽は十文字さんに接触することはなかった。

　もちろん、あきらめたわけではないのは明らかだ。どう見てもよからぬことを考えている顔で、自分の席から何度となく、十文字さんをじっと観察している。また、新しい悪だくみを練ねっているに違いなかった。ときどき十文字さんと目が合うと、ちゅっと投げキッスを送ったりもする。

　そのたびに、十文字さんはことさら表情を変えないようにして、無言で手元の本に視線を戻すのだ。

　授業がすべて終わると、数学の石いし沢ざわ先生が入ってきた。

「日夏ー！　いるかー！」

「はぁい……」

　刑の執しつ行こうを待つ囚人みたいな顔で、乙羽はのろのろと立ち上がった。先日あれだけにらまれたというのに、今日は課題にまったく手を付けていなかったのが発覚して、ついにめでたく職員室にお呼び出しとなったのだ。これからたっぷり、お小言が待っていることだろう。

「待っててね」

　情けなさそうな顔で環に言い残すと、乙羽はきりきりと職員室へ連行されていく。

　さーてと。

　環は一人で教室を出ると、ゆったりと廊ろう下かを歩いて行く。

　校舎を抜け、環がやって来たのは、裏うら庭にわの温室だった。ほかに人はいない。聞こえるのは、草花のかすかな息づかいだけ。

　あまり数は多くないが、洋ランがいい感じで咲いている。いちばん美人の花を見つけると、環はバッグからカメラを出す。レンズは五〇ミリのマクロ。光線と、花弁のもっとも美しい角度を計算しながら、ゆっくりと構図を定める。

　環は、こんな静かな時間が好きだった。乙羽と再会して以来、環の高校生活は毎日すっかり騒さわがしくなった。でも、こうしてまったりと、物言わぬ被写体を撮る。そんなスタイルが、そもそも環の本来の写真生活だったのだ。

（ああ、安らぐわあ……）

　久しぶりに、傍かたわらに乙羽のいない午後。忘れていた、この感覚。

　別に、乙羽がうとましいわけではない。うるさいし、ちょっと変へん態たいだけど、頭の出来の悪い妹みたいで可愛いと思っている。

　ただ、人間には、たまには静せい寂じやくの時間も必要なのだ。

　かしゃ。十五分の一秒のシャッターが、ため息のように鳴った。いい手応えを感じて、環はふっと息をついた。

　しばらくじっとしゃがんでいたので、少し膝ひざが痛い。環は立ち上がって、軽く伸びをした。

　その途端。

　すぐ横に、誰か立っているのに気づいた。声もなく。気配すらなく。びっくりして、環は心しん臓ぞうが破は裂れつしそうになる。

「ひゃあ！」

　文字どおり、環は飛び上がった。

　立っていたのは、十文字菫だった。

　環のどでかいリアクションに、十文字さんもいくぶんうろたえているようだった。

「すまない。驚かせるつもりは……」

「びっくりしたあ！　い、いつからそこにいたの!?」

「二分くらい前からだろうか」

「……全然気づかなかった」

「森もり村むらさん、とても集中している様子だったので、邪じや魔まをしては悪いと思って」

「ちょ、ちょっと座っていい？　まだ胸がバクンバクンしてる」

「そこに、ベンチがある」

　十文字さんは、顔色の悪い環を、近くの古びた小さな木のベンチに連れていってくれた。

　二人は、そこにちょこんと並んで座る。

　何回か胸を撫でて息を整ととのえると、環は、十文字さんに顔を向けた。

「それで、なに？」

　用件は、だいたい想像つくけど。十文字さんは、伏し目がちに言う。

「聞きたいことがある」

「うん」

「わたしは、あなた方になにかしただろうか？」

「え？　いや、特には……」

「だったら、どうしてこんな、理り不ふ尽じんなことをする？」

　きっ、と十文字さんは顔を上げ、まともに環と向き合う。

（うわっ、近っ！　顔、近っ！）

　環の心臓が、再び落ち着きを失う。並んで座ると、お尻しりがくっつきそうな小さなベンチである。二人の顔は、互いの息がかかるほどの距きよ離りだ。

（それにしても、まあ――――）

　環は思う。

（これは美人だわ……上級生がおかしな団体作るのも無理ないわ）

　ほとんど藍あい色いろがかって見えるほど真っ黒な瞳と、真っ白な肌、それにこれまた真っ黒なサラサラの髪。見事なコントラストだ。

　十文字さんの、ほとんど手を入れていないようなのに、完かん璧ぺきな形に整った眉まゆが、かすかにひそめられる。

「人の話を聞いているか？」

　はっと現実に引き戻される。環は、慌あわててカクカクとうなずく。

「え!?　あ、うん、聞いてる聞いてる。り、理不尽て、なんのこと？」

　十文字さんは、また顔を伏せた。

「写真だ。どうして私のことを、あんなにしつこく撮ろうとする？」

「ああ、そうか。ごめんね。乙羽って、あの子バカだから。カメラ買ったばっかりで、はしゃいでるのね。十文字さん、特別きれいだから、どうしても撮りたいんだって」

「わたしになど、そんな……そんな値打ちはない」

　うーむ。早さ綾あやみたいな出しゃばりはうざいけど、さりとてここまでの謙けん遜そんは、それはそれで嫌味くさいぞ。

　環はもう一度、十文字さんの顔をしげしげとのぞき込む。どうも、本気でそう思っているようだ。この子、家に鏡かがみないのかしら。

「ていうかさ、それ、乙羽に直接言ったら？　な、なんで私？」

「それは……あのひとは、いささか恐ろしい」

　予想もしない言葉に、環の口が、あんぐりと開く。

「オソロシイ!?　乙羽が怖いの!?　十文字さんが!?」

「そんなに驚くことだろうか……」

「驚くよ！　だって十文字さん、勉強もスポーツも万能だし、ケンカもすごく強いんでしょ!?　不良男子を再起不能の半殺しにしたとか」

「そ、そんなのは嘘うそだ！　根も葉もない噂だ！」

　血相を変えて、十文字さんは否定した。環は拍ひよう子し抜ぬけである。

「え。嘘なの？」

「去年、往来で、目に余る狼ろう藉ぜきを女性に働いていた少年がいたので、少し腕うでをひねってやったことはある。その話に尾ひれがついただけだ。は、半殺しなどと……もし本当にそんなことをしたら、わたしは勘かん当どうだ。第一、わたしは暴ぼう力りよくは大嫌いだ」

　十文字さんは、自分の拳こぶしを包み隠かくすように両手を握り合わせ、沈ちん痛つうな表情になる。またそんな仕し種ぐさをすると、とても女の子らしい。

　環も、クラスのみんなも、十文字さんの近づきがたい雰ふん囲い気きや、ふくらんだ噂のせいで、猛もう獣じゆうのように敬遠していたけれど、こうして見ると、普通以上にたおやかな女の子なのだ。

　環は重ねて聞いてみる。

「だからって、乙羽が怖いって……あの子、言うことだけは大きいけど、武道の心得もなんにもない、ただのおバカちゃんよ？」

「だ、だって、あのひとは、なにを考えているのかまったくわからない」

　十文字さんは、自分の肩を抱くようにして、ぶるっと身み震ぶるいした。

「まあ、なにも考えていないのが正解だと思うけど……」

　環はくすっと笑って、言葉を継ついだ。

「もしかして十文字さんって、意外とビビリ？」

「そ、そんなことは……」

　十文字さんは口ごもる。

（もしかして……）

　環は思う。もしかして、十文字さんが人を寄せ付けないのって、人嫌いなんじゃなくて、本当はちょっと気が弱いせいなのかも。

　無理に空気を変えようとするみたいに、十文字さんは少し早口になった。

「と、とにかく、森村さんは、日夏さんと親しいし、あなたから話をしてほしい」

「いいけどさ。そんなことで、わざわざこんなところまで私を追いかけてくるなんて、十文字さんも苦労性ねー」

　環が、呆あきれ半分にからかう。十文字さんは少しの間口をつぐみ、潤うるんだ瞳めでじっと環を見つめた。

「そ、それに……」

「うん？」

　十文字さんの声が、急に小さくなった。

「その、前から、少し話してみたいとは思っていた。も、森村さんは、いつも自じ若じやくとして、他人に左右されないひとのようだから……そういうところが、好ましいと思う」

（ええ――――？）

　環は、思わず息を飲む。

　咲き誇ほこるランの花を背景に、濡ぬれた瞳の美少女。なんとフォトジェニックな。

　それにこの、ランにも優まさる甘い香り。十文字さん、いい匂いするわぁ。

（しかも私を、好ましいとかもうね）

　くらくらとのぼせてしまいそうな自分をごまかすように、環は空から咳せきをした。げふんげふん。

「と、とにかく、確かに昨日の乙羽がしたみたいなことは、非常識だし、度を越してると私も思う。あんなことは、二度としないように、私から言っておくから。それでいい？」

　環は力強く言った。

「よしなに頼む」

　立ち上がり、ぺこりと上品に頭を下げる十文字さん。環は、思い切って言ってみる。

「それはそれとしてさ、十文字さん、ほんとに、まったく、モデルってやる気ない？　ちゃんと環境を整えた撮影でも、やっぱりイヤ？」

　乙羽のためでも、ましてや州崎先せん輩ぱいのために言ったのでもなかった。

（撮りたい）

　誰よりも、自分自身がそう思っていた。

　しかし、十文字さんの表情は、たちまちこわばった。

「わたしは……無理だ」

「どうしてそんなに、写真撮られるのをいやがるのかなあ？　もしよかったら、理由を聞かせてもらえない？」

　環は、やんわりと問いかける。だが、十文字さんの態たい度どは、やはり頑かたくなだった。

「言いたくない。わたしが言いたいのは、もう二度と、わたしにカメラを向けないでほしいということだけだ」

　それだけ告げると、十文字さんは環に背を向け、大おお股またに温室から出て行ってしまった。
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　ようやく先生のお説教から解放された乙羽が、待ち合わせ場所に指定されていた温室へ着くと、ドアの外に、ぽやーっと立ち尽くしている環がいた。

「お待たせー。あー、疲つかれたー。石沢超粘着質ー」

　乙羽が声をかけると、環はゆっくりと、首をめぐらせた。

「乙羽、十文字さんの件だけど」

「十文字さん？　うん、なに？」

「やっぱりもう、あきらめな」

　同情するように、優やさしい口調で、環は言う。乙羽は顔をしかめた。

「どうしてさ？」

「ガチでクレームが来た」

「どっから？」

「本人から」

「いつ？」

「今さっき。ここで」

「マジで？　たまちん、十文字さんとお話ししたの？」

「した。すごいいい匂いした」

「いいなあー！　あたしもクンクンしたーい！」

「違う。そういう話じゃなかった。十文字さん、本気でいやがってる。これ以上は、もう構かまわないほうがいいみたい」

「えー、そうなんだ……」

　環が驚くくらい、乙羽はしょんぼりした表情になる。環の口ぶりで、これが冗談ごとではないと察したらしい。小学生のころも、めったに見せなかった顔だ。あまりにしょげかえってしまったので、環も思わず、旧友の細い肩に手を置く。

（十文字さんが、乙羽本人にもびびっていたということは、黙だまっておこう……）

　環、せめてもの心こころ遣づかいである。

「ま、まあそう落ち込まないで。世の中、被写体はいくらでもあるんだし。ほかにもあるでしょ。興味を引くものとか、好きなものとか」

「……ある」

「よしよし。それでこそ乙羽だ。元気出して、ほかの写真撮ろ？」

　環は、乙羽の頭をぽんぽんと撫なでる。乙羽の顔にも、明るさが戻ってくる。

「わかった」

「よーし、なに撮ろうかね」

「じゃあ、たまちん撮る」

「は？　ど、どうした。やけくそか」

「本気だよ。たまちん、好きだから」

　にっこりして、乙羽はカメラを構える。環はひどく居心地悪そうな様子だが、敢あえてやめろとは言わない。

「まあ、私で間に合うんなら、しばらくそうしときな。モデルとしちゃー十文字さんよりだいぶグレード落ちて悪いけど」

「そんなことないよ。あたし、たまちんはたまちんで興味ある」

　乙羽のカメラが、小さくシャッター音をたてる。

「え――――」

　ふいに、一度だけ心臓が大きく打ったような気がして、環は、レンズの向こうの乙羽を見つめ返す。

　しゃっ。乙羽の指が、フィルムを巻き上げる。

「気づいてなかったの？　あたし、たまちんにすんごい興味あるのに」

「は？　な、なに言ってんのあんた……」

　急に落ち着きを失って、環はレンズから目をそらす。正面きってそんなことを言われると、いくら相手が乙羽でも照れくさい。

「今だって、いろいろ知りたいよ？」

「な、な、なにをよ……」

　乙羽はカメラを構えたまま、一歩、近づく。反射的に、環の肩に、少し力が入る。

「たとえば、おっぱい大きくなったかなーとか、今日のぱんつ可愛いのかなーとか。えへへへ」

「そういう興味かコラ」

　ただちに環の全力チョップが、乙羽の脳のう天てんに突き刺さった。膝ひざから崩くずれ落ちる乙羽であった。
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　花か壇だんの縁えん石せきに座り込んだ乙羽は、まだズキズキする脳天を押さえていた。

「いきなり六ろつ波ぱ返がえしはひどいわたまちん。乙羽ちゃんけっこう大ダメージよ」

「うるさいっ！　どうせ胸はそんなにでかくなってない！」

　隣に座った環は、手で胸元を押さえて、不機嫌に怒鳴る。

　一いつ瞬しゆん、本気でちょっとドキッとしてしまった、などとは口が裂さけても言えない。

「どれどれ。たまちんの育ち具合をお姉さんがちょっとチェックしてくれよう」

　言うなり、乙羽の手が、滑すべるように環の胸に触ふれた。むにむにと、ふくらみを確認する。

「ほほう。なるほど。まあまあ、こんなもんか」

「気はすんだ？」

　無表情に、環が言った。

「え？　……うん、まあ、いい感じよ？」

　迫り来る危機の予感に、こわばった笑顔の乙羽。環は、親指以外の四本の指をぴたりとくっつけて、真っ直ぐに伸ばした手のひらを、おもむろに乙羽に示した。

「今からこれで、あんたの喉のどの真ん中を力いっぱい突く。血ヘドの海で溺おぼれるがいいわ」

「ごめんなさい。もうしません。地じ獄ごく突づきだけは勘かん弁べんしてください」

　乙羽、涙なみだの土下座。

「よろしい。今回だけは許す」

　お許しをいただいて、乙羽はまた、もとの縁石に腰を下ろした。

「それにしてもさあ……」

　髪の毛先をいじいじしながら、さらりと話題を切り替える乙羽。

「お、切り替え早！」

「たまちんを撮るにしてもさあ、どうせだったら可愛く撮りたいじゃん？」

「そりゃありがたいですなあ」

　ほぼ棒ぼう読よみで言う環。

　乙羽はカメラを手に、環を上うわ目め遣づかいに見た。

「そういうわけだからさ、もうちょっと写真の深いところを教えておくれよ」

「深いところ？」

「だから、絞しぼりとか、シャッター速度とかさ」

「ものっすごい初歩のところだけどね、それ」

「あたしにとってはむずかしいの！　なんなの、この絞りの目盛りの、[image: ]とか、[image: ]とか！　切りの悪い！」

「まあ、確かに切りは悪いけれども」

「説明して！」

「いや、乙羽、無理はしないほうが……」

　環は顔の前で、手を右に左に振る。

「なんでよ！　ちゃんと教えてくれたらわかるよ！」

　環はしぶしぶ、自分のカメラに付いたレンズを、乙羽に見せる。

「うーんとね、絞りの数字っていうのは、焦点距離と絞りの直径の比だから、たとえば開放Ｆ２のこのレンズは、焦点距離と絞りの直径の比が１：２ってことね。わかる？」

「……どうにか」

「絞りを一段絞るってことは、つまり絞りの直径を半分にするってことだから、焦点距離との比は、２のルート２倍になるでしょ。２の平方根を開くとヒトヨヒトヨニの[image: ]よね。２かける[image: ]は……ほら、[image: ]になったでしょ。あとは順々に[image: ]倍に……」

「そ、そこまでだ、森村くん!!」

　乙羽は大きく手のひらをかざして、環を制した。

「……どうした」

「説明しよう！　乙羽ちゃんのお腹なかは、九九以上の難むずかしい算数を語られると、少しオエッてえずいてくるのだ！」

「だから言ったじゃん。もう見たまま丸暗記しときなよ。だいたいみんなそうしてるから。使ってるうちに自然に身につくよ」

「……わかった。それじゃあ、この絞りをいじるとなにが変わるの？」

「それはね、被写界深度というものが……」

「説明しよう！　乙羽ちゃんの脳は、漢字が五文字以上続く言葉を聞くと、だいぶえずいてくるのだ！」

　環は、友人の肩をそっと抱いた。また、あの聖母のような暖あたたかな笑みをたたえて。

「オーケー、わかった。もっとシンプルなやり方で教えようね。あんたのか弱いお腹に穴が開いちゃったら大変だもんね」

「その方向でお願いします」

「好きなものを、好きなようにお撮りなさい」

「投げないで！　見捨てないで！　もっと粘ねばり強くぷりーず！」

　泣きつく乙羽から手を離はなし、環はゆっくりと立ち上がった。それから、真顔に戻って言う。

「マジメな話、あんまり理屈を先に頭で捏こねないほうがいいよ。そのときの気分を大切にするのが一番」

「そうなの？」

　乙羽も立ち上がった。軽くお尻を払って、二人はカメラとカバンを肩に、のんびり歩きだす。

「そうだよ。とりあえず、大事なものは大きく写すってだけ、意識して。今はね、露ろ出しゆつやピントは、だいたい合ってりゃいいやって感じでいいよ。楽しく撮るのがいちばんだから」

「ふーん」

「慣れてくれば、知らないうちに身につくから」

「そうなの？」

　二人は裏うら庭にわから、校舎へと戻る。昇降口に向かってぶらぶらと廊下を歩きながら、環の話は続く。

「あとは、スポーツの素振りじゃないけどさ、フィルムが入ってないときでも、ヒマなときにはいろんな物にカメラを向けて、フレーミングやピント合わせの動作を繰くり返しやってると、目と手が自然に覚えるよ。それに、フレーミングはケータイのカメラでも練習できるし」

「ふんふん。こんな感じ？」

　ぴゃっ、ぴゃっと、乙羽は四方にカメラを向ける。放課後の廊ろう下かでやっていると、なかなかに不ふ審しんな挙動だ。

「あと強きよう靱じんな足腰も必要だから、毎日うさぎ飛び百メートルね」

「ふんふん」

「それと反射神経を養うために、真っ暗なグラウンドで、火のついたボール使って千本ノック」

「おお、大変だね！」

「あと焼けた砂を貫ぬき手てで突くやつ毎日百本」

「ねえねえ、それ全部やったら、あたしカメラウーマンとは違うなにかスゴイ奴になっちゃわない!?」

「あ、気づいた」

「あぶないとこだよ。あやうく千本ノックまではやるとこだったよ」

「遅!!　ピンと来るの遅!!」

「んもー、たまちんのいけずー」

　乙羽はまた、むやみに廊下のあちこちに焦点を合わせ始めた。

　そんな乙羽のカメラが、二人の真正面に立っている人物を捉とらえた。

　ピントを合わせる。白いモヘアのタートルネックに、ピンクのカーディガン。ロングスカート。ノートと教科書を、両手で胸元に抱えている。見るからにおっとりした顔立ち。柔やわらかくカールした髪は、肩までの長さ。

　二人とも、よく見知っている教員だった。

　担任の、湯ゆ谷たに先生だ。

「あら、あなたたち」

「あ、先生」

　環と乙羽は、笑顔を返す。湯谷先生は足を止め、二人のカメラを、しげしげと興味深げに見る。

「二人とも、古いカメラ持ってるのねえ」

「あ、はい。ちょっとした趣味で……」

　答えながら、環は頭の隅すみで少し考える。別に、校則違反とかじゃなかったよね。

「そういえば森村さん、教室でもときどき、撮ってるそうね。実は先生、前からちょっと気になってたの。あなたたち、写真、好きなの？」

「はい……」

　なにかまずかったのかな。環はだんだん、不安になる。

　湯谷先生は、少しの間、指をあごに当てて、何事か考え込む様子だった。やがて先生は、頬ほおをゆるめて、環と乙羽に、こんなことを言った。

「あなたたち、写真部始めるつもりない？」
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６　湯谷先生のお誘い







　思い起こせば、この学園での生活、最初の日。

　初めて湯ゆ谷たに寧やす子こ先生と対面したクラス一同が抱いた第一印象は、間違いなく「ふわふわ」だったはずだ。

　童顔なので、正確な年ねん齢れいは推おし量はかれない。二十代後半？　もしかすると大台行ってるかな？　くらい。しかしその服装、髪かみ型がた、そして柔にゆう和わな笑顔。鈴を転がすような声。

　クラスの誰もが、

「可か愛わいい先生だね」

「優やさしそうな先生でよかったー」

　とささやき合った。

　湯谷先生は、教きよう壇だんから、ゆったりと、にこやかに挨あい拶さつした。

「これから一年間、一緒に楽しくお勉強していきましょうねぇ。先生も、いっしょうけんめいがんばります。なにか困ったことがあれば、なんでも相談してくださいねぇ。そうだ、今日は皆さんと初対面ですから、なんでも質問を受け付けますよぉ。なにか聞きたいことがある人、手を挙あげて～」

　クラスのほとんどの子が、勢いきおいよくさっと挙手した。

　生徒を指名する前に湯谷先生は、とろりとした笑顔のまま、こう付け加えた。

「あ、結婚と年齢と恋愛について質問した人は、にゃっ殺しますねぇ」

　全員の手が、波が引くようにさっと下がった。皆、青ざめてうつむいている。

　環たまきたち、１年Ａ組の生徒たちは、初日にしてこの教室のタブーを肝きもに銘めいじることとなったのである。




　とはいえ、湯谷先生は、そのタブーに触ふれない限り、見た目どおりの至し極ごくおだやかな教師だった。いつもふんわりと笑っていて、誰にでも分け隔へだてなく優しかった。

　その湯谷先生は今、環と乙おと羽わを連れて、校舎の片かた隅すみへと歩いて行く。

　じわじわと募つのっていく不安感。環は、たまらず質問する。

「あのー、先生。この学校、確か写真部ってなかったですよね。学校案内にも、記き載さいがなかったような……」

　湯谷先生の答えは、いともあっさりしていた。

「実はねぇ、休部中なの」

「休部？」

　環と乙羽は、顔を見合わせた。

「そうなの。去年、とうとう部員が一人もいなくなっちゃってねぇ。まる一年、休眠してたの。でも、うちの写真部って、すごく歴史があるのよ。立派な部室もあるんだけど、このままだとそれもお取り潰つぶしになっちゃうから、もったいないでしょう？　先生、顧こ問もんをやってたものだから、このまま無くなっちゃうのも忍びなくて。とりあえず、その部室を見てもらおうかなぁ、って」

　三人は、二階の、特別教室が並んだ区画へやって来た。一番奥まったところにあるドアの、鍵かぎを開ける。

「さあどうぞ。ここが写真部の部室よ」

　環と乙羽は、導みちびかれるままに、部室へと足を踏ふみ入れた。

　そこは一見して、乱雑と混こん沌とんの世界だった。

　広さは一般教室の半分ほど。中央には、会議テーブルを二つくっつけたものに、折りたたみ椅い子すが数すう脚きやく。そしてその周囲には、無数の段ボール箱やら雑多なガラクタが、足の踏み場もないほど散らばっているのだった。

　言われなければ、単なるゴミ捨て場かと思うほどだ。

「……まあ、ちょっと散らかってるけど、なかなかいい部屋でしょ？」

　気まずさをごまかすみたいに、湯谷先生は言った。

「ちょっと!?」

　環と乙羽は、同時にオウム返し。湯谷先生も、たまらず苦笑。

「んー……だいぶ汚いわねえ」

「なんですか。写真部には代々お掃除禁止令でもあったんですか」

　環がうめくように尋たずねる。湯谷先生は、相変わらずののほほんとした笑顔で答えた。

「そんなこともないんだけどぉ……前の代の子たちが、特にやんちゃでねぇ」

「先生も顧問だったら、ここまでなる前にもう少し、こう……」

「あん、慣れたらそんなに気にならないものよぉ？」

「うわ、ずぼら！」

「でもでも、片付けたら悪くない部室だと思うの。日当たりはいいし、ほら、エアコンも、冷れい蔵ぞう庫こだってあるんだから。冷たい飲み物とか置いておけるわよ」

　湯谷先生がかたわらのガラクタの山をがんがらがっしゃんとどけると、下から小さな冷蔵庫が現れた。これには、乙羽がちょっと興味を示した。

「あっ、いいなー。学校に冷蔵庫あったら便利なのにって、ずっと思ってたんだよね」

「それ、本来はフィルムとか保管するためのものでしょ、たぶん」

　環の冷静な指し摘てきを、湯谷先生はへらへらと受け流す。

「まあまあ。細かいことはいいじゃない。フィルムもジュースも座薬も一緒に入れておけばぁ」

「先生、座薬なんか入れてるんですか！」

「うふふ」

「うふふじゃなくて」

「効き目が早いのよぉ？」

「早いでしょうけども！」

「えーとね、ほかにも、けっこう使える機材はあると思うの。三脚とか、レフ板とか、スタンドとか」

「うわっ、ごまかした！」

「ほら、あっちのドアは暗室になってるのよ。ちゃんと水道も完備よぉ。いいでしょう。あとは軽くお掃除さえすれば……」

「軽いお掃除どころか、そこそこ大きい家の引っ越しくらい労力要いりますよこれ」

「うふふ」

「うふふじゃねえっつってんだろ」

　乙羽は乙羽で、ガラクタの中からなにか拾い出していた。畳たたまれたくしゃくしゃの布をナイロンのケースから取り出すと、それはぱん！　と弾はじけるように勝手に広がって、直径一メートルほどの銀色の円えん盤ばんになった。

「うわっ、たまちん見て見て！　手品手品！」

「手品じゃねーよ。ただの折りたたみ式のレフ板」

「あっ、テレビで見たことある！　水着ギャルに当てるやつだ。こうやって」

　乙羽が見よう見まねでレフ板をかざすと、銀色の面に反射した西日が、まともに環の顔に当たる。

「きゃっ、まぶしい！　やめれ！」

「ここ楽しいよたまちん！　やろう写真部！」

「げっ。食いついちゃった、この子」

　顔を曇くもらせる環。そんな環の肩を抱いて、ささやく湯谷先生。

「いい物件だと思うのよ先生。決めちゃお？　ね？」

「先生、うさんくさい不動産屋みたいです」

「今はもうちょっと無理だけど、今年度の後期からは予算もつくわよぉ」

「予算!!　おカネもらえるの!?」

　またしても、乙羽が食いつく。湯谷先生、さらにスマイル。

「そうよぉ。おカネもらえちゃう」

「決めた。やろう、たまちん」

　乙羽は、決然と言い放つ。

「またあんたはそうやって、後先考えないで……」

　環の言葉を打ち消すように、湯谷先生はうきうきのご様子。

「よかったぁ。それじゃ、明日申請書持ってくるから、二人で書いてね。よ・ろ・ぴ・く☆」
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「へえー、そんなことが」

　トイレで手を洗いながら、トウキチは目を丸くする。

　環の今朝けさの話題は、昨日きのうの忙しかった放課後のこと一色だ。十じゆう文もん字じさんの一件から、写真部の部室の話まで。とうとうトイレまで来てしまった。

「ほんと、どうしたもんかねえ」

　鏡に向かって軽く髪を整ととのえながら、環も独り言みたいにつぶやく。

「どうしたもんかって、どっちの話？」

「おもに写真部のほうかなぁ。十文字さんのほうは、だいたい片付いたから」

「あ、そうなんだ」

「トウキチ、放課後、部室の片付け、ちょっと手伝いに来てくれない？」

「なんでよ。あたし写真部関係ないじゃん」

　もっともなご意見。

「それもそうだね……」

「あんた、ガチでやる気なの？　写真部って」

「なんか乙羽が入れ込んじゃってるし、成り行き上、仕方ないかなぁって」

「環は、ほんと乙羽に弱いのな。いいお世話係だよ」

　トウキチは可笑おかしそうに、鏡越しに環の顔をのぞき込む。環の頬ほおが、たちまち赤くなった。

「な、なに言ってんのよ。べ、別に弱くなんてないよ。あたしがちゃんと監かん視ししてないと、あの子あちこちふらふらして、迷めい惑わくかけちゃうでしょ」

「はいはい。いい飼い主いい飼い主」

「やめてよ、もう！」

　そんな言い合いをしながら、環とトウキチは教室に戻る。ドアから一歩入ったところで、二人の足は止まった。

　乙羽が―――十文字さんの机の前に、立っていた。なにか話しかけている様子だった。

　十文字さんは、いつものように、物静かに分厚い文庫本に目を落としたまま。

「あの子―――！」

　昨日あれほど言ったのに、また十文字さんに絡からんで。

　環が眉まゆをつり上げて、乙羽のほうへ踏み出そうとする。が、一拍早く、トウキチがその腕うでをつかむ。

「まあちょっと待てって。なにやら雰ふん囲い気きが違うぞ」

「え？」

　環も、その場で目を凝こらす。

　乙羽は、いつになく真剣な面おも持もちで、十文字さんに対たい峙じしていた。空いていた前の席に、どすんと腰を下ろす。

　十文字さんの肩が、わずかに、ぴくんと揺ゆれる。

「昨日の話、たまちんから聞いた。なんか、ごめんね。いやな思いさせて」

「…………」

「でも、言いたいことがあるなら、面と向かって言ってほしかったな」

　十文字さんは、本に顔を向け続けている。ただ、その眼がもう活字を追っていないことは、端はたから見ている環にもわかった。ただ、乙羽から目をそらしているだけだ。

　ふいに乙羽は、十文字さんの机に、ぺったりと倒れ込んだ。反射的に、十文字さんの腰が、少し引ける。

　机に突っ伏したまま、乙羽は上目づかいに、じーっと十文字さんを見上げる。

「顔も見たくないくらい、あたしのこと、嫌い？」

「そ―――」

　初めて、十文字さんのサンゴ色の唇くちびるが、かすかに開いた。

「そんなことは……ないが。そんなに、嫌いとかでは……」

「ほんとー？」

　同じ姿し勢せいのまま、念を押す乙羽。十文字さんは、小さくうなずく。

「なら、文句とか悪口とかでもいいから、あたしに直接話して？　どんなことでも、あたしは十文字さんとお話をしたいんだぞい。お願い」

「……わ、わかった」

　乙羽は、勢いきおいよく上体を起こした。十文字さんに向かって、ぱあっと笑いかける。

「よかった。あと、もうひとつだけ」

「な、なんだ」

　不安そうな十文字さん。乙羽はにこやかに、机に両りよう肘ひじをついた。

「たとえ十文字さんがあたしのことそんなに好きじゃなくっても、あたしは十文字さんの顔、すごい好きだから」

「な、な、なにを……」

「もっとお話しできたら、ほかの部分も好きになれるかも」

「え。あの、わたし……」

　十文字さんは言葉に詰まって、文庫本をばさりと床に落としてしまった。

　ここで、ようやく歩み寄ってきた環が、乙羽の頭をぽんと叩いた。

「ほれ、そろそろ授業始まるよ。自分の席に戻った戻った。いつまでも十文字さんを困らせないの」

　乙羽が口をとがらせて振り返る。

「謝あやまってただけだよう」

「わかったわかった。ほら、立って」

　ぶうぶう言いながら、乙羽は立ち上がった。環が、その背中を押す。

　ちらっと十文字さんを見やって、環は弱々しく笑ってみせる。

「ごめんねー、邪じや魔ましちゃって」

「い、いや……」

　十文字さんは、拾い上げた本のページを、むやみやたらとめくるばかりだった。いつもは一筋の乱れもない長い黒髪も、だいぶ散らかってしまっている。明らかに平常心を失っているのは、環でなくともわかったろう。

「あ、そうだ」

　乙羽が、ふと進みかけた足を止める。眉をひそめる環。

「まだなんかあんの？」

「十文字さん、これあげる」

　振り返りざまに、ポケットにあったものを放る。小さな放物線を描いて、それは十文字さんの手の中に収まった。ビニールの小こ袋ぶくろに包装されたクッキーだった。

「豆乳クッキー。食べて」

「あの……」

「おいしいから！」

　十文字さんはクッキーを見つめ、黙だまったきりだった。

　自分の席に着いた環に、隣となりからトウキチが話しかけてくる。

「で、十文字さん、どうしちゃったの？　なんか、へろへろだけど」

「久しぶりに見たわ、乙羽のああいうとこ」

「ああいうとこ？」

　いくぶん苛いらついた調子をにじませて、環は答えた。

「天然のおバカちゃんですよーって可か愛わいい顔して、ときどきあの子、ああやって強引に人の心に割り込んでくるのよ。しかも腹が立つことに、まったく無意識にね」

「へえー。前にもあんな感じがあったんだ？」

　トウキチは、横目でちらりと環を見た。環は、もう答えない。

　前に見たのは、小学五年の時。やられたのは、自分自身だ。

　もちろんそんなこと、口に出せるもんですか。
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「で―――」

　桜さくら淵ぶち早さ綾あやは、憮ぶ然ぜんとして言った。

「どうしてさーやが、こんなところでガラクタの片付けをしなくちゃいけないの!?」

　例の、写真部部室である。乙羽が、負けずに言い返す。

「あんた、勝手についてきたんじゃん！　いいから手伝え！」

　環と乙羽、それにトウキチは、部室にあふれる雑多な品々を分別する作業に取りかかったところだった。

　写真部となんの縁ゆかりもないトウキチは、「手伝えば湯谷先生の心証がよくなるよ」「たぶん、差し入れのおやつも出るよ」という乙羽の口車にまんまと乗せられて、手伝いにやって来たのだった。基本、人のいい子なのである。

　しかし早綾は唇くちびるをぎゅっと引き結んで、すこぶるおかんむりの顔。

　実際のところ、乙羽の言うとおり早綾は、環たちが放課後、連れだってどこかに向かっているのを見つけて、「どこ行くの？　どこ行くの？」と自発的に同行したのだったが。

　なにか楽しいイベントだろうかとやって来てみれば、部室のゴミを処分する大掃除と知って、すっかりご機嫌斜めになったというわけだ。

「偉えらそうに言わないで！　さーや、もうあなたの奴ど隷れいじゃないんだから！」

「いいから仕事しろよ召しよう喚かん獣じゆう」

　ぽかんとなる早綾。

「えっ？　なぁに？　しょうかんじゅうってなぁに？」

「教えなーい。仕事したら教えてあげる」

　少し意地悪く舌を出す乙羽。早綾はますます、むーっとした表情になる。

「いいもん！　さーや、もう帰るから」

　持ってきた三さん角かく巾きんとエプロンを身に着けながら、笑顔の環が言った。

「うん。また明日ね」

「止めてもムダだから！」

「止めないけど……」

「ふん！　もう知らない！」

　早綾は、大おお股またに部室から出て行った。ばぁん！　と乱らん暴ぼうにドアを叩きつけて。

「それじゃ、始めようか。乙羽、撮さつ影えい機材は間違って捨てちゃダメだからね。わからない物があったら私に聞くのよ」

　環は、大きなゴミ袋を広げた。トウキチも、てきぱきと作業を始める。

　ところが乙羽は、突っ立ったまま、動かない。呆あきれ顔で環を見る。

「たまちーん。それはないよー」

「なにが？」

「これだけの仕事、人手は一人でも多いほうがいいでしょ!?」

「そりゃまあ、そうだけど」

「じゃあなんで、ぶっちょん帰しちゃうの!?」

「だって、無理に頼んでも悪いし……」

「あれは、引き止めてほしかったんだよう、たまちんに」

「はあ？」

「今からでも遅くない。引き止めて来て！」

「えっ？　でも、もういないよ、きっと。ずいぶん早足だったし」

「大丈夫。あたしが思うに、余裕で追いつくね。豆乳ゴーヤドリンク一本賭かけてもいいよ」

「いや、いらない」

「ああん。じゃあ好きなジュースおごってあげる。もしぶっちょんがいなかったら」

　そこまで言うなら。

　環はドアを開けて、部室から顔を出した。ジュースおごってもらえるならいいか。

　廊ろう下かを見渡す。

　もちろん、早綾の姿などもうどこにも――――

（いるし！！！）

　早綾の背中があった。ほんの二メートルくらい先に。

（しかもすごいゆっくり歩いてる――――!!）

　まさに牛歩というか、亀かめの歩みというか。まるでゼンマイ仕掛けのロボットよろしく、信じられないくらいのろーりのろーりと足を運ぶ早綾が、そこにいた。

「あ、あの、早綾……？」

　ひらん、とロールした髪をたなびかせて、早綾は振り返った。

　一いつ瞬しゆん、どえらく嬉うれしそうな顔をしてしまったのを、強引に仏ぶつ頂ちよう面づらで押し隠かくす。

「な、なにかしら？　さーや、忙しいの」

（ええ――――!?　今、超のろのろウォークだったじゃん――――！）

　そう思いながらも、環は考えた。確かに乙羽の言うとおり、人手はあるに越したことはないのである。ここは下した手でに出よう。

「あのね、もしよかったら、手伝ってくれない？　早綾が手を貸してくれたら、みんな助かると思うの」

「みんな……？」

　また、早綾の顔が険けわしくなる。環は慌あわてて言い直す。

「ううん、えーと、わた、私が。私、早綾に手助けしてもらえたら、とっても助かるし、嬉しいなあー、なんて」

　早綾はまた、環に背を向けた。ぎゅっと小さく拳こぶしを握にぎり、そしてなぜか、ぴょん、ぴょん、と二度ほどその場で、小さく垂直ジャンプする。

　なにかの発ほつ作さかしら。環は少し心配になる。

　再び環に顔を向けた早綾は、いかにもしぶしぶといった調子で言った。

「し、仕方ないわね。た、た、環が、そんなに言うなら、ちょっとだけ、手伝ってあげてもいいわ。感謝してちょうだい」

「あ、ありがとう……」

（めんどくさいなぁ……）

　早綾を連れて部室に戻ると、乙羽がニヤリと白い歯を見せた。環のそばに寄ってきて、小声でささやく。

「ね？　あたしの言ったとおりだったでしょ」

「あー、まあ……」

「そんな冴さえない顔しないで。たまちんがうまくたらし込んでくれたおかげで、貴重な戦力を確保できたんだし」

「た、たらし込んだとか言うな！　私、なんだかすごく汚れてしまった感じがする！」

　ちょっぴり涙目で抗議する環に、乙羽はきゃぴーん☆とウインク。

「よっ、スケコマシ！　ヴァージンキラー！」

「う、うるさいっ！」
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「さあ、バリバリ片付けましょ！」

　なぜか突然、誰よりもモチベーションが高くなった早綾を先頭に、環たちはせっせとガラクタを仕分けし、不要品と思われるものを片っ端からゴミ袋に詰め込んでいった。

　部室には、歴史ある写真部らしく、充実した撮影機材が揃そろってはいたものの、それ以上に訳のわからないものが山のように放置されていた。

　マネキンの手、おばけのゴムマスク、他校の制服、ボーリングのピン（一本だけ）、「特売」と染め抜かれたのぼり、はっぴ、水牛の角つの、ダンベル、どこの国のものか不明な木き彫ぼりの人形、でかい将しよう棋ぎの駒こま、回転灯、スライム、鹿しし威おどし、ヌンチャク、つけヒゲ、一輪車、石、ハイヒールが片方だけ、スパナ……そういったやくたいもない物品の数々だ。

　四人がかりでの集中作業である。二時間ほどで、ゴミの山はかなりさっぱりと消えてなくなった。一方ドアの外には、ぱんぱんにふくらんだゴミ袋が、小山のように積み上げられている。あとはこれを、ゴミ捨て場に持って行くだけだ。

「思ったより、早く片付いたなあ」

　ハンカチで額ひたいを拭ふきながら、トウキチが言う。

「みんなのおかげだよ。ありがとう」

　環が笑顔でお礼。手を洗って戻ってきた早綾が、ぷりぷりした調子で言った。

「いやだもう、手が荒れちゃったわ」

「早綾も、ありがと。助かっちゃった」

「罰ばつとして、手にクリーム塗ぬってちょうだい」

　ハンドクリームのチューブを環に突き出す。

「はいはい」

　環はクリームを手にとって、それをまず、早綾の右手に塗ぬりのばした。両手で早綾の右手を包むように、すりすりっともみ込む。女の子特有の、柔やわらかな肌はだの感触が、環にも心地よい。

「こんな感じでよろしいですかー、お客さま？」

　エステティシャンのお姉さん気分で、ふざけ半分に聞いてみる。

　早綾はといえば、自分からねだったくせに、急に照れくさくなってしまったらしい。上気した顔を環からそむけて、むすっと言う。

「い、いいから、とっととすませてちょうだい」

　環は思わず微笑ほほえんでしまう。

「あはは、早綾の手って、ちっちゃいねー。可愛い。ほーら、もみもみ」

「んんっ……！」

　早綾が急にビクンとして、手を引っ込める。環は、けげんそうに問う。

「ん？　ごめん、くすぐったかった？」

「も、もういいから」

　握った右手を、左手でさするようにして、早綾はぷいっと背中を向けてしまった。真っ赤になった顔を見られたくない様子だった。

「あれ？　反対側の手は？」

「いいってば！」

　すると今度はトウキチが、両手を環に差し出した。

「あたしも塗ってくれ」

「いいよー。早綾、このクリームちょっとちょうだい？」

「え？」

　振り返った早綾の顔は、なんとも複雑そうだった。環になにか言いたげではあったけれど、ケチと言われるのもいやなので、しぶしぶうなずく。

「い、いいけど……」

「ありがと」

　環はトウキチの、女の子としては大きな手にも、手際よくぬりぬり。トウキチが、大きな声をあげる。

「おっ、なんだこのクリーム。すんごいイイ匂いなんだけど」

「うん、ほんとだね」

　くんくんと両手を鼻はなに近づける二人。早綾がふくれっ面で言う。

「フランス製よ。とっても高いんだから」

「高いのか。よし、この際いっぱい、ビッタビタに付けとこう」

　トウキチがチューブを握りしめて、蓋ふたを開ける。早綾がたまりかねて飛びつく。

「やめてー！」

「ウソだよん。ぶっちょんはなんでもマジになるからおもしろいなあ」

「ぶっちょんて呼ばないで！」

「いや、こっちのほうが響ひびきがいい」

　上から早綾の頭を押さえつけたトウキチは、朗ほがらかに笑った。

　そこで環は、乙羽がさっきからゴミ袋にかがみ込んで、黙もく々もくとなにかしているのに気がついた。油性ペンで、袋にマルやバツ印を大きく書いている。

「あんた、なにしてんの？」

「捨てちゃうゴミと、残しとくゴミの分別」

「残しとく？　なんでよ、せっかく片付けたのに」

「バカだなあ。金目になりそうなものは、フリマで売ったら部費の足しになるでしょうが。しばらくは活動費が支給されないし、人間、カスミを食ってちゃ生きていけないんだからね」

「た、たくましい子！」

　そこへ、湯谷先生がやってきた。完全とはいえないが、それでもずいぶんキレイになった部室を見て、思わず声を上げる。

「あらまあ、見違えたわぁ。こんなに片付いちゃって。手伝いに来たんだけど、必要ないみたいねぇ」

「先生、重労働のおかげでもうクタクタです。かつひもじいです。早急な救済措そ置ちをお願いします」

　床にしゃがんだまま、乙羽が訴える。湯谷先生は微笑むと、手に持ったコンビニ袋を上げて見せる。

「そこはお任せあれ。焼きたて大判焼き好きな人ー!?」

　しゃっ、と全員が手を挙げた。
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７　ぶっちゃけ、写真って好き？







　全員でテーブルを囲かこんで、大判焼きと冷たい缶飲料のおやつを口にすると、一同の疲つかれもたちまち消し飛んだようだった。

「ああ、きれいな部室っていいわぁー。こんなに整せい頓とんされたの、何年ぶりかしらぁ。やっぱり部室はきれいなほうが落ち着くわよねぇ」

　しみじみと、湯ゆ谷たに先生が口を開いた。

「先生、嬉うれしそう」

　からかうように、環たまきが言う。湯谷先生は、ふやけた顔でうなずく。

「当たり前よぉ。この部室は、先生にとっても大切な場所ですもの」

「そんなに、写真部に打ち込んでらしたんですか……」

　ちょっぴり感動して、環は問いかける。しかし、女教師が返したのは、きょとんとした表情。

「ん？　いや、それは別に」

「えっ!?　違うんですか!?」

「先生、写真とかカメラとか、ぜんぜん興味ないし」

「は!?」

「先生ねぇ、実は職員室嫌いなのぉ。お局つぼねは口うるさいし、教頭はパワハラうざいし、後こう輩はいの子はやたらチヤホヤされててカチンと来るし。その点、ここはいいわぁ。静かで、落ち着くもの」

「つまり、職場の人間関係に疲れたときの逃とう避ひ場所ですのね、ここは」

　そう口を挟はさんだのは、早さ綾あやだった。湯谷先生は、悪びれもせず首しゆ肯こうする。

「そんな感じねぇ。ほら、休部してると、さすがにあんまりおおっぴらに、施せ錠じようされた部室に出入りもできないでしょう？　しんどかったわぁ、去年。その点、今年は森もり村むらさんたちが写真部を再開してくれるおかげで、先生も大手を振って、ここでだるだるできるってわけなのぉ」

「道理で、やたらと積極的に勧すすめてくると思った！　そういう魂こん胆たんだったのか！」

　呆あきれ返ったという表情で、乙おと羽わが声を張り上げる。

「なんか、歴史あるクラブだから廃はい部ぶがもったいないとか奇き麗れい事ごと言ってたけど、要するに自分の隠かくれ家を確保するためだったか」

　環もすっかり渋しぶい表情だ。なんだかうまく転がされた気分。

　さすがに雲くも行ゆきがちょっとまずいと感じたか、湯谷先生は環と乙羽の腕うでをつかむ。

「やだぁ、ちょっと、やっぱり止めるなんて言わないでよぉ？　ときどき、おやつ買ってきてあげるから、ね？」

「はぁ!?　おやつぅ!?」

　乙羽の目つきが、キッと鋭するどくなる。バカにするな、という面おも持もちだ。

「そ、そうよぉ。お菓子とか、好きでしょ？」

「豆乳は!?」

「え？」

「豆乳ドリンクも付きますか!?」

「んー、付けちゃう！」

「じゃあ、やります」

　一転して、にっこりと相そう好ごうを崩くずす乙羽である。

　軽っ！　動機軽っ！

「でも、こんなにあっさりと、部員が四人も集まるなんて。先生カンゲキ」

　一同の顔を見渡して、うっとりと言う湯谷先生。

「四人!?」

　驚おどろきの一同。そりゃそうである。

　まずトウキチが。

「あのー、あたし写真とかそんなに興味ないんですけど。カメラも持ってないし」

　湯谷先生の返答は、およそ写真部顧こ問もんとは思えないものだった。

「かまわないわよ。先生も興味ないし。それにあなたの携けい帯たい電話にも、カメラ機能付いてるでしょ？」

「ええ、まあ……」

「カメラ持ってるじゃなーい。合格！」

「いや、合格言われましても」

「藤ふじ吉よしさん、部活はやっておくと、職員室の評定はけっこう上乗せつくわよ」

「マジすか」

「マジよ」

「そ、それじゃ、籍せきだけ置いておこっかなー。ここ、気楽そうだし」

（うわ、あっさり言いくるめられたなー）

　あまりにも早いトウキチの変節に苦笑しつつ、環は思う。

　続いて不満を述べたのは、早綾だ。

「さーやは、写真部なんか入るつもりありませんからね。さーや、写真撮とられるのは大好きですけど、撮るほうなんか、これっぽっちも関心ありませんから。今日だって、環がどうしてもって頼むから、しぶしぶ来てあげたんですからね！」

　そうだったっけ。内心、納なつ得とくがいかない環である。

「いいわよ。最悪、名前だけの幽ゆう霊れい部員でも」

　平然と、これまた顧問にあるまじきことを言ってのける湯谷先生。さしもの早綾も、二の句が継つげない。

「ええー……」

「まああれよ、写真部専せん属ぞくモデルってことでどうかしら」

「専属モデル……？」

　湯谷先生はごく適当に出した提案だったが、これは思いのほか、早綾のツボを甘美に刺し激げきしたようである。両りょう頬ほおに手を当て、早綾はとろんと宙を見つめる。

「それって逆に言えば、環がさーやの専属カメラマンになるってことですよね……？」

「いや、ならないし」

　環はむっつりと否定したが、どうも早綾の耳には入らなかったらしい。相変わらず遠くを見つめるような顔で、つぶやく早綾。

「それは……悪くないかもです、先生」

　いや話聞けよ。環はいささかげんなりした視線を、早綾に向ける。

　乙羽がまじめくさった調子で、こんなことを言い出した。

「専属モデルというからには、ときには芸術のため、ヌードも辞じさずの心こころ構がまえでいてほしい」

　バカ、そんなわけあるか、と突っ込もうとした環だが、早綾が怒るどころか、ぽっと頬を染めて、環を横目で見つめているのに気づいた。

「……きれいに撮ってね」

「撮らないよ！　どんな写真部よここ！」

「えーっ、撮らないの？　先生もわくわくしてたのにぃ」

　湯谷先生が残念そうに叫んだ。環は怒鳴り返す。

「あんたは止めろよ！　立場上！」

「あん、先生も嫌いじゃないのよ。生きつ粋すいの女子校育ちだもの。うふふ」

　だめだこりゃ。環はついに、頭を抱えてしまった。

「そういうことなら、看かん板ばん作らなくちゃね」

　乙羽が、元気よく声を上げた。

「看板？」

　環が顔を上げる。乙羽は、ゴミ袋の中から、白い木も綿めんの端切れと、三〇センチほどの細い棒ぼうと、たこ糸を引っ張りだしてきた。

　端切れに油性ペンで何事が書き付けると、それらを組み合わせて、器用に小さな吊つり下げ旗はたをこしらえる。

「できた！　これぞ新生写真部のペナントだ！　かっこよかろう！」

　旗を高くかざして、意い気き揚よう々ようと乙羽は言った。

　端切れには、太くて勢いきおいだけはあるが、まとまりのない文字で、『写真部はじめました』とあった。

「冷やし中華のポップみたいだな……」

「……だめ？」

「まあ、なんでもいいけど」

　今度は早綾が、口を開いた。

「そういうものを作るなら、さーや、このお部屋全体を模様替えしたいわ」

「模様替え？」

「ええ。このお部屋、あまりに殺さつ風ぷう景けいでしょ？　もっと女の子の集まるお部屋っぽく、可か愛わいくしたいの」

「というと？」

　早綾は、両手を握にぎり合わせ、夢見る乙女おとめの表情で続ける。

「全体に、色はパステルピンクで。お花柄の壁かべ紙がみでしょ、カーテンもそれに合わせた柄で、フリルがいっぱい付いたのね。素敵なティーテーブルと座り心地のいい椅い子すも欲しいわ。あとは、大きいぬいぐるみさんをいっぱい並べて。そのへんにある撮影機材は、色とかが可愛くないからお外に出しちゃって……」

「もしもーし。それ、何部の部室？」

　げんなりした環が中断させなければ、早綾の部室ロリータ化計画は果てしもなく進行しそうだった。

「想像しただけで目がチカチカしてくる……」

　と述べたのはトウキチである。早綾がこれに反発する。

「あら、失礼だわ。じゃあトウキチは、どうしたいの？」

「別にどうしたいって言うのはないけど……なんでも好きにしていいんだったら、まず壁に、日本史年表を貼りたいかな」

「へえー意外。トウキチがそんなに勉強家だったとは」

　環が感心してつぶやく。

「あとは戦国合戦地図と、日本の名城カレンダーと……できれば蒲生がもう氏うじ郷さとの等身大鎧よろいポスターとか」

　なんか雲くも行きがおかしい。環や乙羽の顔も、徐々に曇くもってくる。

「なにそれ」

「ほんとは本物の甲かつ冑ちゆうを置きたいけど、女子高生には買えないじゃん？」

「あんたそういうマニア!?　知らなかった！」

「悪いかよー。蒲生氏郷好きなんだよー」

「いや、知らないし」

「キリシタン大名だぞー。燕えん尾び形なり兜かぶとが悪のボスみたいでかっこいいんだからなー」

　涙ながらに環につかみかかるトウキチ。

「だから知らねえよ！　歴史研究会とか行けよ！」

「行ったよ！　そしたらみんな、受けとか攻めとか下げ克こく上じようとか言ってて」

「普通の歴史の話題でしょ？」

「最初はあたしもそうだと思ったんだけど、なぜかみんな、エロい少女マンガみたいなの描いててさ、そのうち『蘆あし名な盛もり隆たかは総受けしかありえない』とかケンカが始まって、すげえ怖かったんだって」

　ううむ、おそるべし歴れき女じよ。環はそっと、震ふるえるトウキチの肩に手を置いた。

「大変だったんだね……よくわかんないけど」

「歴女なんざクソ食らえじゃー！　あたし、しばらくここにいていいかな。模様替えはしなくていいから」

「まあ、好きにして」

　乙羽が立ち上がって、こしらえたばかりのペナントをくるくる回しながら、遺い憾かんの念に堪たえないというようにかぶりを振った。

「みんな、なっちゃいないね。ここが写真部だってことを忘れてもらっちゃ困るんさ。インテリアコーディネートの前に、まず備品の拡充でしょ」

「おお、乙羽にしてはもっともなことを」

「ありがと、たまちん。予算が許すなら、あたしは以下のものを揃そろえたい」

「ふんふん」

「夏はハンモックでしょ。冬はコタツだね。床の上に、直にコタツもなんだから、畳たたみマットでも敷しこうかね。あとテレビと、低反発クッションと、ブルーレイプレイヤーと、ゲームと、マンガと、コンロと、鍋なべと、炊すい飯はん器きと、ネコと」

「定住する気かこのやろう」

「あら、先生、それとってもいいと思う。今度うちから持ってきてあげる」

　湯谷先生が、ぽんと手を打つ。今度は湯谷先生の両肩を、環はがしっとつかんだ。

「諸もろ手てを挙あげて賛同しないでください！　あなた先生なんですから！」

「先生も、ここをおうちみたいにしたいのぉー！」

「せんでいい！　あんたも住みつく気か！」

「学校の裏うらにお風ふ呂ろ屋やさんもあるしぃ……」

「うわっ、本気だこのひと！」

「この年で実家住まいだとねぇ、親がいろいろうるさいのよぉ。やれ将来がどうの、早く孫まごの顔が見たいだの……つらいの、もう。しくしく」

「知りません！　もうやめやめ！　この話題おしまい！　このまま行くと、先生と乙羽はほんとにここに入居しそうだ」

「ダメかねえ。だって、ここに住んだら遅刻ゼロだよ？」

　乙羽はまだ未練たらしい。きっぱりと、環はそれをぶった切る。

「だ・め・よ！」

　そんなやりとりをしていると、やがて生徒の下校を促うながす校内放送が流れ始めた。もうじき閉門時間だ。

　環はパンパンと手を叩いて、一同に告げる。

「それじゃ、今日は帰りましょ。大仕事して、みんな疲れたでしょ」

「そうだなー。帰るか」

　トウキチと早綾も、荷物を持って立ち上がる。

「ちょっと待った、たまちん。みんなも」

　乙羽が、全員を制する。

「なによ」

「写真部の旗揚あげ初日だよ？　記念写真撮らないでどうするの？」

「む。なるほど」

　一理ある提案だった。

　撮影係は、言い出しっぺの乙羽が進んで務つとめることになった。環に三脚とセルフタイマーの使い方を教わると、乙羽は慎重にピントと露ろ出しゆつをセットする。

　カメラの前には、横一列に並べた椅子が四つ。環、トウキチ、湯谷先生、早綾の順に座っている。

「椅子がひとつ足りない」

　乙羽の分の椅子を持ってこようとする環を、乙羽は「いいからいいから」と元の位置に戻らせる。

　レリーズを押し込む。セルフタイマーが、ジーッと動き始めた。

　乙羽は小走りにみんなのところに行くと、四人の並んだ膝ひざの上に、いきなりえいやっと横になった。

　かしゃっ。シャッターが走った。驚おどろいたり笑ったりしている、座った四人と、ごろんと横になってご満まん悦えつの乙羽が、フィルムに写し留められた。





☆






　まだ仕事が残っている湯谷先生と別れると、四人は学校を出て、商店街への道をてくてくと歩いて行った。日が傾かたむきかけた春の空は、ほんのりピンク色。

「しっかしさあ――――」

　のんびりと、トウキチが口を開いた。

「あんたたち、なんでそんな不便なカメラ使ってんの？　写真はすぐに見られないし、いつ壊れるかわかんないし」

　環は、口許に軽く笑みを浮かべる。

「うーん、理由はいくつかあるよ。どれも、そんな大した理由じゃないけど」

「聞かせてよ」

「カラーネガの昔っぽい、ふわっとした色とか。モノクロのトーンのきれいさとか。昔のカメラ自体のデザインが、可愛くてカッコイイっていうのもあるかな。もちろん、デジタルの良さも知ってるよ。手軽だし、お金を気にしないで何千枚でも撮れるしね。画像はシャープで、色もクリア。高感度にも強い。調整も簡単だし、撮ったその場で、みんなで見られる。ハイビジョン動画も撮れるしね」

「だね」

「でも、ちょっと個人的に、考えさせられる事件があってね」

「ふーん。それって、聞いてもいい？」

「さーやも聞きたい」

「あたしもあたしも」

　いつの間にか、早綾と乙羽も、真剣に聞き耳を立てている。環はちょっと照れくさくなって、言葉を濁にごす。もともと、自分のことをぺらぺら話すのは、得意じゃない。

「やめとく。そ、そんなに期待するような話じゃないから」

　そう、それは二年前の夏。ほんのささいな事件。





☆






　夏の太陽。焼けたアスファルトの上で、粉こな々ごなになった携帯電話。

　環はそれを、長い間見つめていた。涙で、陽炎かげろうのように、景色が滲にじんだ――――




　小学校を卒業した春、日ひ夏なつ乙羽は、突然、街から去った。

「お父さんの仕事の都合で。今度はインドネシア」

　そう言って乙羽は、少し笑った。

　思えばこの二年、環が乙羽と過ごした時間は濃のう密みつだった。数え切れないくらいケンカをして、数え切れないくらい笑い合った。

　環は精せいいっぱい元気を振ふり絞しぼって言う。

「インドネシアなんて、近いよね。パソコンやスマホがあれば、毎晩でもメールもチャットもできるし。顔を見ながらだって話せるよ」

　乙羽は腕を組んで、難むずかしい顔をする。

「うーん。あたし、パソコンてどうも苦手でさ」

「覚えてよ！　簡単だから！」

　でも、乙羽は結局、パソコンもスマートフォンも使いこなせなかったようだ。何通か電子メールが来たが、タイプミスだらけで読みにくいったらなかった。ときどき、電話も来た。でも通信のメインは、手書きの文字と下手へたっぴなイラストが便びん箋せんにびっしり書かれた昔ながらの手紙だった。

　環もたくさん、手紙を書いた。

　ただその量は、半年後には半分になり、一年後にはさらに減へった。

　どちらからともなく、手紙の間かん隔かくは開いていく。それも無理はなかった。環だって、中学生活はそれなりに刺し激げき的てきで、新しい友達だってできる。乙羽も同様だったろう。

　それでも環は、乙羽を忘れてしまうことはなかった。

　あのころからずっと使っている、ちょっと型の古い携帯電話。メモリには、二人で撮った画像がいっぱい詰まっている。

　環はときどき、それを再生して、ぼんやりと眺ながめるのが好きだった。

　今の毎日だって楽しい。でも、このメモリに記録された二年間もまた、環にとってはかけがえのない時間だった。

　事件があったのは、ある夏の午後。

　起こったことだけを記せば、それはなんということのない話。

　歩道の段差につまずいた環の手から、携帯電話が飛んだ。それはアスファルトの上を軽やかに滑すべって、車道へ出た。環が拾ういとまもなく、大きなトラックが走ってきて、携帯電話をぺちゃんこに踏みつぶした。

　環の大切な二年間のデータは、永遠に回収不能になった。

「バックアップを取ってなかったのか」

　父親も沈ちん痛つうな声で言う。そんなこと、今言われたって遅い。

　環は泣きながら、その日起こったことを手紙にしたためて、乙羽に送った。

　一週間後、乙羽からの返事が来た。今月、ジャカルタから、もっと辺へん鄙ぴな町に引っ越すという旨が走り書きされた絵はがき一枚だった。文末に、「ドンマイ」の文字と、いつもの下手っぴな、笑顔のイラストがあった。

　でも、それっきり、乙羽との音信は途絶えた。

　なにかが切れてしまったのだ。あの、粉ふん砕さいされた携帯電話のメモリと一緒に。

　それはなんの合理的根拠もない、言ってみれば古代人の呪じゆ術じゆつのような考え。わかってはいるが、それは環にとって確信に近かった。

　しばらくして、環は家族と共に、田舎いなかに住んでいる叔お父じさんの家に遊びに行った。

　叔父さんはカメラ道楽で、古いカメラや写真をたくさん持っていた。中には、百年近く前の写真なんてものもあった。

「そんな昔の写真が、ちゃんと残ってるなんてすごい」

　驚く環に、叔父さんは言った。

「大切に保管すれば、写真はすごく長持ちするんだ。一五〇年くらい前に、世界で最初に撮られた写真だって、ちゃんと現存してるよ」

「これなら、トラックに踏まれても平気ね」

　環の言葉に、おじさんは不思議そうな顔をしながらも、こう答えた。

「そうだね。少なくとも、火事にでも遭あわない限り、デジタルデータみたいに、突然一コマ残らず消えて無くなっちゃうなんてことはないな」

　その日から環は、銀ぎん塩えん写真に夢中になった。叔父さんが喜んで、古いオリンパスの一眼レフカメラを一台、何本かの交こう換かんレンズまで付けて譲ゆずってくれた。

　クロームシルバーの、ため息が出るような美しいカメラだった。

　これから、ほんとうに大切なものは、全部これで撮ろう。環は、そう決めた。
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　映画スターに向けられるフラッシュライトの嵐あらしみたいに、一いつ瞬しゆんのうちに、そんな思い出が甦よみがえってきた。

　環はちらりと、乙羽を見る。いつものように、ぽけっとのんきな顔で歩いている。今の話は、乙羽にも話していない。

　いつか機会があったら、聞かせてやろう。でも、今じゃなくていい。

　環はそう考えて、かすかに開きかけた口をつぐんだ。

　ふいに、少し前を歩いていた乙羽が、こちらを振り返った。

「たまちん、今、なんか言った？」

「ううん、なんにも」

　環は首を振る。さっきから環は、ずっと口をつぐんだままだ。

　乙羽はにこにこしたまま、歩調を落とすと、いきなり環の腕にぎゅっとしがみついた。環はとまどい、ちょっと渋い顔をする。

「なによ。歩きにくいんだけど」

「いいの。なんか急に、こうしたくなった」

「はあ？」

　環の耳元に唇を寄せると、乙羽は、いたずらっぽくこうささやいた。

「たまちん、今、寂さびしいこと考えてたでしょ？　そんな顔してた」

「な、なに言ってんの？　ほんと、あんたってバカ。昔っからなんにも変わらない！」

　吐き捨てる環だが、その顔は、わずかにほころんでいた。







８　十文字さん遁走す







　次の朝。環たまきはいつもより三十分早く、教室に入った。日直の当番なのだ。

　もちろん、乙おと羽わは別行動。当番でもないのに、貴重な朝の三十分、余計に早起きしようなんて酔すい狂きような子はいない。

　今日は土曜日。授業のコマ数はいつもより少ないとはいえ、教室を軽く整せい頓とんして、職員室に日誌を受け取りに行ってと、日直の朝の仕事は平日と変わらない。

　静かにドアを開けて、教室を見渡す。もちろん、誰もいない――――と思ったら。

（十じゆう文もん字じさんだ……）

　環の足が、思わず止まった。

　十文字菫すみれが、たったひとり、教室にいた。

　そして、なぜか、環の席に腰掛けていた。

（え……十文字さん、私の机でなにやってんの……？）

　最初は、いつものように、持ってきた難むずかしそうな本を読んでいるのかと思った。

　でも、違った。十文字さんが見ているのは、環のアルバムだった。環が学校で撮とったスナップをまとめている、淡あわいベージュの表紙の、小さなアルバム。

　持ち歩くこともあるが、基本的には机の中に入れっぱなしだ。小さいといっても、写真が増えてくるとけっこう重いのだ、アルバムというやつは。これもまた、アナログ写真の弊へい害がいのひとつではある。

（なあんだ）

　ともかく十文字さんが自分の席にいる理由がわかって、少しほっとする。

　十文字さんは、写真の一枚一枚をじっくりと見つめては、静かにページをめくる。窓まどから入る朝の日差しが、その横顔を金色に縁ふち取どって、とてもきれいだった。

　でも、なぜだか写真を見る十文字さんの表情は、そこはかとなく悲しげだった。

　そしてそんな愁うれいを帯おびた眼まな差ざしもまた、環を釘くぎ付づけにするのだった。

（おっと、環、見とれている場合じゃないぞ）

　我に返った環は、大きく一度、息を吸う。

　こんなところで遠えん慮りよしていては、日直の仕事が果たせない。

「おはよう、十文字さん」

　環は、思い切り明るく声をかける。







[image: ]







　十文字さんは、お尻しりでも蹴けられたみたいに、ばいーんと立ち上がった。まさか、こんな時間に環がやってくるとは予期していなかったのだろう。狼ろう狽ばいに、顔がほとんど青ざめて見えるほどだ。

「も、申し訳ない。わたし、その、勝手に……」

　いつも体温がないのかと思うほど沈ちん着ちやくな美少女が、気の毒なくらいうろたえている。

　わっ、珍めずらしいもの見ちゃった。環は、ちょっぴり得した気分。ゆっくりと手を振りながら、自分の席に歩み寄る。

「いいのいいの。そのアルバム、誰に見てもらってもいいつもりで、そこに置いてあるんだから。それで、ご感想は？」

「わたし……わたし……わたし……本当にすまない」

　深々と頭を下げる十文字さん。環は、その肩に両手をかけて、椅い子すの背もたれでも直すみたいに、ギギッと強引に背中を伸ばさせる。

「だから気にしないでいいってば。私ね、そのアルバム、湯ゆ谷たに先生の許可が出たら、もっとみんなが読みやすくなるように、教室の本ほん棚だなに置かせてもらおうかと思ってるんだ。みんなも好きな写真やシールをどんどん入れてさ。そんなアルバムが、どんどん増えたら、楽しいと思わない？　十文字さん、どう思う？」

「その、わたしには……わからない」

　目を合わせてくれない。

「そっか。あ、私、日直だから職員室行かなくちゃ。よかったらそれ、もっと見ててもかまわないからね」

　環は自分の机にバッグを置くと、にこやかに言う。

　ところが十文字さんは、アルバムを丁てい寧ねいに机の中に戻すと、また体が直角になるほど深く頭を下げるのだった。

「本当に申し訳ない」

　それだけ言うと、くるりときびすを返して、教室を出て行こうとする。

　その背中に、環は呼びかける。

「ちょっと待って」

　十文字さんは、立ち止まった。でも、顔は前を向いたまま。環は、屈くつ託たくのない声で言った。

「今度、聞かせてね」

「え？」

「写真の感想」

　なにも応えず、十文字さんは逃げるように教室から出て行ってしまった。
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　その日、十文字さんは、教室にいるのは授業の間だけ、休み時間はどこかへぷいと雲くも隠がくれ。その繰くり返しだった。

　とにかく、環や乙羽と、接触しないようにしている感じ。

（朝のこと、そんなに気にしてるんだろうか）

　環は考える。もっとも、十文字さんの異変に、より心を乱しているのは、乙羽のほうだった。

「あたし、そんなに嫌われたのかなあ」

「そんなことないと思うよ」

　少しばかり心配そうな乙羽に、環は今朝けさの出来事を話してやる。

「へえ、そんなことが」

　放課後、部室にやってきた乙羽、トウキチ、早さ綾あやの新生写真部メンバーは、環の話を興味深げに聞いた。

　腕うで組ぐみした乙羽が、考え込むように言った。

「なんだろうねー。十文字さん、写真そのものがキライってわけじゃないのかな」

「そうかもね。少なくとも今朝は、すごく熱心にアルバムを見てたよ」

　環もうなずく。

「つーかそもそもさ……」

　トウキチが根本的な疑問を口にする。

「十文字さんは、どうしてあんなに写真撮られるのを嫌がるんだ？」

「想像もつかないね」

　すると早綾が、こんなことを言い出した。

「こうじゃないかしら。実は彼女、学校にナイショで、モデルの仕事かなんかやってるの。それで事務所から、あんまり一般人に写真撮らせたりすんなよーとか言われてるの」

「まあ、あれだけの美人だからなあ。まるっきり無い話ではないなあ」

　トウキチが相づちを打つ。しかし環は懐かい疑ぎ的てきだ。

「そうだけど……ちょっとね。十文字さんは、そういうタイプではない気がする」

「そうよね。うちの学校、その辺の校則、うるさいものね。校則さえなかったら、さーやだって、今すぐ芸能界デビューくらいはできる可か愛わいさなんだもの。ね？」

　一同に向かって、愛らしく目をパチパチさせる早綾。

　もちろん全員が、華か麗れいにスルー。

　トウキチが、何事もなかったように口を開く。

「あたし思うんだけどさ……」

「ちょっと！　さーやのこと放置しないで！　せめて突っ込んで！」

　しかし涙目の早綾を残して、会話は無情に進んでゆく。

「思うんだけどさ、あれだろ。十文字さんは、世間に広く顔を知られちゃいけない理由があるんだな、きっと。かつてマフィアに不利な証言をしたために、証人保護プログラムでニューヨークからこの町に……」

「ハリウッド映画か。つかこの学校ではもうじゅうぶん有名人なんだけど」

　またも、スッパリと環が却下。

　お次は乙羽が、満を持して発言する。

「わかった！　写真を撮ると、もれなく心しん霊れい写真になっちゃう体質だとか」

「んなわけあるか。学生証もパスポートも心霊写真なの？」

「んー。それじゃ、写真撮られると魂たましい抜かれると信じてるとか」

「明治時代か」

「もしかして、十文字さんてば吸血鬼なのかも！　写真に撮ると、そこにはなにも写ってないとか……きゃー！」

「ちょっと考えてものしゃべんなさいよあんたは」

　環は、乙羽の鼻をつかんで、ぐいぐいねじる。

「あっ、たまちん、これ久しぶりねっ！　あっあっ、でもやっぱり効くっ！　すっごく痛いですっ」

　環の地じ獄ごく鼻はなもぎり責めは、突然のノックによって中断された。

　しかし、再開したばかりの写真部の部室を尋たずねてくる人がいようとは。湯谷先生なら、勝手に入ってくるだろうし。

「ほいほーい」

　トウキチが立ち上がって、ドアを開ける。

　そこに立っていたのは、州す崎ざき先輩だった。

　銀ぎん縁ぶちメガネの三年生は、部室を見渡して、すぐに環と乙羽を見つけた。

「どーも。入っていい？」

　部室の中に入ってきた州崎先輩は、もう一度、部室の中をぐるりと見た。

「写真部、また始まったのね」

「ええ、まあ、どうにか」

　環が応対する。それから、不ふ審しんそうなトウキチと早綾に気づいて、突然の来訪者を紹介する。

「えーっと、こちら、三年で、『十文字さん愛あい護ご協会』の州崎さん」

「十文字さん愛護協会!?」

　口を揃そろえて叫ぶトウキチと早綾。まあ、そういうリアクションになるわな。

　州崎先輩は、環と乙羽のほうへ、ぐっと身を乗り出した。

「で、どうなの。進展は？」

「えーっと……」

　乙羽と視線を交わし、口ごもる環。

「ぶっちゃけ、進展はしてないです……」

「そうなの？」

「本人から、直接クレームも来まして。まあ、もう無理かなと」

「やだ、そんなに簡単にあきらめちゃうの!?」

「仕方ないじゃないですか。本人から撮影禁止って言われちゃ」

「そんなこと関係ないわよ。ウチのメンバーなんか、いまだに朝の入り待ちゲリラ撮影、毎朝チャレンジしてるわよ」

　なぜか胸を張って主張する州崎先輩。

「そんなことしてるんですか！」

「そのうえ、あきらめの悪い運動部のスカウト部隊も入り乱れて、朝の校門付近は連日阿あ鼻び叫きよう喚かんよ」

「うわあ！　そんなことするから、ますます十文字さんはココロを閉ざすんじゃないですかね！」

「というわけで、もっと踏ふみ込んだビジネスの話をしましょう」

　なにが「というわけ」なのかよくわからないが、州崎先輩はやにわに、札入れからピン札の一万円を引き抜き、目の前にかざした。にんまりと笑いながら、お札を小さく振る。

「聞いてるわよ。こんな時期に、突然再開したものだから、写真部って活動費がゼロなんですって？　いろいろ物いりで大変でしょう？　お金はあるに越したことないわよねえ」

　環は、なにか苦にがいものでも呑み込むように、喉のどをごくっと鳴らした。

　下品な申し出であるとは思う。が、正直、目の前の現金に心が揺ゆれないと言えば、それも嘘うそになる。環は、一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。

　そんな環の代わりに応えたのは、乙羽だった。珍めずらしく、毅き然ぜんとした態たい度どだった。

「お話はわかりました、州崎先輩」

「引き受けてくれると考えていいのかしら？」

「お約束はできませんけど、できる限りがんばります」

（ちょ……乙羽！）

　環は声もなく親友を凝ぎよう視しする。

「そう。楽しみにしてるわ」

　交こう渉しようは上首尾に結したと踏んだのだろう。州崎先輩は満足げな笑顔で席を立った。

　その袖そでを、ちょいちょいと誰かが引く。

　早綾だ。

「あのう、早綾の写真じゃダメですか？　ほらっ、早綾だって、こんなに可愛いじゃないですかぁ。けっこう値打ちがあると思うんですよぉ」

　ちょっとの間、州崎先輩はしげしげと早綾の顔を見つめた。

「あ。あんた、桜さくら淵ぶち早綾ね」

「あはっ。やっぱり先輩方の間でも、さーや有名ですか？」

「あー、有名有名。あんた毎日毎日毎日毎日、自分の顔ばっかりアップしてる痛いブログやってる子でしょ？　あんたの顔写真なんか五千枚くらいネットに転がってるから、ありがたみもなんにもないよ」

「そんなブログやってんのか――――」

「患わずらってんなあ……」

　どん引きするトウキチや乙羽の視線と、先輩のにべもない反応に、またしても、早綾、涙目の巻。

「な、なあに!?　いいでしょ、ブログやってたって！　痛くないもん！　さーや患ってないもん！」　

　地じ団だん駄だを踏む早綾を尻しり目めに、州崎先輩は、静かに部室から出て行った。

「それで……」

　環は、乙羽をかえりみた。

「あんた、ほんとに引き受ける気なの？　今の話」

「引き受けるわけないじゃん」

　紙パックの豆乳をちるちる吸いながら、乙羽はきっぱり言う。

「だって今、あんた……」

「ああでも言わないと帰らないでしょ、あの人。そもそも、あたしの十文字さんラブを一万円ぽっちで買えると思ってるところがナメてるよねー」

「いや、あんたの十文字さんラブは知らんけれども」

「そりゃあ、写真撮ってお金がもらえるなんて、ちょっとおいしいと思ったけどさ、痩やせても枯かれてもこの日ひ夏なつ乙羽、あんな女にセルアウトはしねえっつーんだ。あたしは、あたしのための写真を撮るだけ！」

「よっ、乙羽さんかっけー！」

　トウキチが囃はやしたてる。環は、微笑ほほえんで乙羽の肩を叩いた。

「そうだよね。ちょっとでも疑うたがってごめん」

　返事の代わりに、乙羽のお腹なかが、ぐう――っと鳴った。

「お腹空すいた！　もう帰ってお昼食べよう！」
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　用があるという早綾、トウキチと別れて、環と乙羽は、駅前の商店街へとやって来た。乙羽の希望で、小さな中華料理屋に入った。環は塩ラーメン、乙羽は回鍋肉ホイコーロー定食でお腹いっぱい。

　その後二人は、カメラを手に、商店街をぶらぶらする。気の向くままに、味わい深い看かん板ばんや、雑貨屋の店番をしているネコや、お互いの顔を撮ったりするうちに、ふいに乙羽が、「あ」と小さく声を上げた。

「どうしたの」

「十文字さんだ。ほら、あそこ」

　環は、乙羽が指差す先に、目を凝こらす。ほんとだ。人出のある商店街にあっても、よく目立つ美び貌ぼうが、三十メートルほど向こうに見えた。

　乙羽たちにはまったく気づかない様子で、十文字さんは、ふらりとある店に入った。なんとなく小走りになって、環たちもその店の前に行ってみる。

　ゲームセンターだった。意外な場所だ。

「また、イメージの違うところに入ったねえ」

　乙羽がつぶやいた。環も同感だ。

「実はゲーマーなのかな、十文字さんて」

　乙羽がたちまち、想像を巡めぐらせる。

「なにかに取り憑つかれたように太たい鼓こゲームを乱打してたりして」

「うわ。見たくないなあ、なんか」

「あるいは鬼の形相でガンシューティング撃うちまくってるとか」

「こわい。それはこわい」

「あるいは格ゲーで十人抜きとか」

「それはちょっとカッコイイかも」

　ニヤッと笑みを浮かべて、乙羽が言った。

「ちょっと入ってみよう」

　環は、少しためらう。

「なんか気が引けるなあ。尾行してるみたいで」

「なに言ってんの。街まちでばったりクラスメートに出会ったから、声をかけようっていうだけじゃない」

　乙羽はつかつかとゲーセンへ入っていく。

「ちょ、ちょっと待ってってば」

　環もあとに続くしかない。

　ワンフロアの、けっこう奥行きのあるゲーセンだった。置いてあるのは大半がプライズ系かプリント系。ところが一渡り店内を見ても、十文字さんの姿はない。

「トイレじゃない？」

　環の言葉に、乙羽もうなずく。

「そうかもねー……お？」

「どうしたの」

「いた。一瞬、見えた」

　乙羽が指差したのは、シールプリント筐きよう体たいが並ぶ一角。毒々しいデザインのカーテンが目にしみる。

「あそこ？　ほんとに？」

「うん。ちらっとだけど、間違いない」

　二人はいそいそと、くだんの筐体に駆かけ寄った。乙羽が、カーテンの下を見つめる。

　短いソックスときれいなローファーが、一組だけのぞいている。

「ほら」

「ほらって……あれだけでわかるの？」

「わかるよ。あんな美味おいしそうな足首、そうそういるか」

「あんたときどき、素でこわいんだけど。それにさ、あれが十文字さんだとすると……」

「うん？」

「……一人プリクラということ？」

「うっ！　一人ボーリング、一人焼き肉と並ぶ、日本三大せつないアミューズメントのひとつとされる、アレですか！」

「まさか、あの十文字さんが、そんな……やっぱり人違いだよ」

「現実と向き合うんだ、たまちん。間違いない」

「ど、どうしよう。見なかったことにして帰ろうか」

「いやいや。ここは敢あえて声をかけよう。こう、小首をかしげて、可愛い笑顔で」

「こ、こう？」

　乙羽のやるとおり、肩をすくめて、首を斜ななめに傾かたむける環。

「そうそう。それでもって全力の笑顔で、全身からラブラブオーラを出しつつ、『じゅ・う・も・ん・じ・さんっ☆』って」

「出るかなあ……ラブラブオーラ」

　自信なさそうな環。

「出して出して。ぶりぶり出して」

「どうやんだよ」

「いいから！　でもって、『わあプリクラ撮ってるのー？　一緒に撮ろっ☆』」

「ラブラブオーラで？」

「そう。ぶりぶり出して」

「あっ、出てくるよ」

「行くよ、たまちん！　ほらっ、首、首」

「う、うん」

　二人肩を並べて、「きゃるん」と愛らしいポーズを決める乙羽と環。

　カーテンの影から現れたのは、まごうかたなき制服姿の十文字さんだった。

「じゅ・う・も・ん・じ・さんっ☆」

　環と乙羽、声を揃そろえて、全力笑顔。ラブラブオーラぶりぶりで。

　十文字さんの顔は、瞬しゆん時じにして、深い深い絶望の淵ふちに突き落とされたかのように引きつった。

「ああ……」

　かすれた声が、その可か憐れんな唇くちびるから洩もれる。

　乙羽が、にこにこと一歩近づいた。

「わあプリクラ撮ってるのー？」

「ち……違う」

　いや、違うことはないだろう。環は思う。だってほら、現に、筐体の取り出し口には、たった今印刷されたシールが、ぽとんと出てきたし。

　だが十文字さんは、そのシールを手に取ろうともしなかった。その代わり、くるんと身を翻して、全速力で走り出したのだった。

「あれっ？　ま、待って！」

　乙羽もそれを追っていく。環も、とりあえず放置されたシールを取ってポケットに入れると、乙羽に続いた。





☆






　十文字さんはあっという間にゲーセンを飛び出すと、商店街を風のように駆け抜けていく。その俊足ぶりは、すでに乙羽も環も知るところである。

　追いつくどころか、彼我の距きよ離りはどんどん開いていく。

「はやっ！」

　乙羽たちがさすがにあきらめかけた、そのときだった。

「あぶない！」

　環が叫んだ。十文字さんのすぐ前に、突然横から人が出てきたのだ。なにかの会社から、ふた抱えもありそうな段ボール箱を運び出してきた、宅配便のお兄さんだった。

　フルスロットルで疾しつ駆くしていた十文字さんは、止まることもかわすこともできなかった。そのまま、頭からボール箱に激げき突とつする。

　箱がつぶれ、中身が歩道一面に撒まき散らされる。

　反動で、十文字さんの体は派は手でにひっくり返った。







９　十文字さんの秘密







「大丈夫？　痛くない？」

　環たまきが、トイレで冷やしてきたハンカチを、十じゆう文もん字じさんのおでこに当てる。

　ここは事故現場から少し離はなれたハンバーガーショップ。十文字さんはただただ、穴があったら入って埋められて上からコンクリでも流してほしいというように、真っ赤な顔で恐きよう縮しゆくしていた。

　幸いなことに、箱の中身は、ぎっしりと詰め込まれた柔やわらかいぬいぐるみだった。十文字さんは額ひたいとお尻しりをしたたかぶつけたものの、怪け我がはなかった。

　ただ、激げき突とつのショックでしばらくぼーっとなってしまったようだった。代わって、宅配便のお兄さんに平ひら謝あやまりしながら、散らばったぬいぐるみを拾い集めたのは、環と乙おと羽わだった。

　現場が片付くと、環たちは、まだふらふらしている十文字さんを連れて、手近なハンバーガーショップへやって来たのだ。

「本当に、なんと言ったらいいか……」

　頭がはっきりしてきたらしい十文字さんは、消え入りそうな声で言うと、ぺこんと頭を下げた。

「なにも逃げることなかったじゃん」

「そうだよ。そ、そんなに、恥はずかしいことじゃないよ？」

　向かい合わせに座った乙羽と環が、口々に言う。

「申し訳ない……つい、パニックになってしまった……」

「言ってくれれば、プリクラくらいいつでも付き合うのにぃ」

　乙羽が、テーブル越しに身を乗り出し、甘ったるい声を出す。

　十文字さんは、黙だまってうつむいた。

　その様子に、環は、なんとなく察しがついた。できるだけ優やさしい調子で尋たずねる。

「ねえ十文字さん、そんなに慌あわてたのは、一人でプリ機に入ってるところを見られたから、だけじゃないんじゃない？」

　ぴくん。十文字さんの体が、小さく震ふるえた。環は、静かに続ける。

「お節せつ介かいを承知で言うけど、もし困ってることとか、悩なやんでることとかあったら、話してくれたら嬉うれしいんだ。もちろん、私たちなんかに解決できることじゃないかもだけど、話したら、それだけでも楽になるかもよ」

「そうそう。あたしたち、口は固いよ」

　乙羽もうなずく。

　十文字さんは、環と乙羽の眼を、交互に見み据すえた。そうして、なにかを決意したかのように、小さく息を吸った、

「あの……さっきのシールプリント、見ただろうか」

「え？　ああ、すっかり忘れてた。持ってきたけど、見てない」

　環がポケットを探る。十文字さんは、目で環たちに促うながす。

「見てもらいたい」

「いいの？」

「はい……」

　それきり、十文字さんはきゅっと唇くちびるを噛かんで、羞しゆう恥ちに堪たえるように長い睫まつ毛げを伏せてしまった。

　な、なにかしら。こんなにも十文字さんが恥じらうプリって。環はプリントを裏うら返がえしたまま、少しの間、逡しゆん巡じゆんする。

　環の腕うでを、隣となりから乙羽が強く引っ張った。なにを想像しているのか、目つきがギラついている。

「見よう！　早く見ようたまちん！　はぁはぁ」

「わかってる。眼を血走らせるなあんたは」

　思い切って、プリントをめくる。四ポーズの画像が、そこにはあった。加工もデコレーションもされていない、逆に珍めずらしいほどプレーンな画像だった。

　被写体はもちろん、十文字さん。女子高生らしいお茶目なポーズも取らず、まるで証明写真のように直立不動である。

　変な感じだが、まあ十文字さんらしいといえばらしい。

　だが、問題は――――その顔だった。

「むう!?」

　環と乙羽は、同時に低く声を発した。

　唇は、（実物は見とれるほど美しいのに）まるで親のカタキとでもにらみ合っているみたいにこわばっている。さらに悲ひ惨さんなのは、その眼だ。四ポーズのうち、二つが半はん眼め。残り二つは、見事な白しろ眼めになっていた。

　要するに、まともな顔に写ったものが一つもない。

「わっ、ブサイク！」

　反射的に口にしてしまう乙羽。思ったことを黙だまっておけない体質なのだ。すかさず、環がおでこを引っぱたいて黙らせる。

　しかし十文字さんは、怒るでもなく、ただ悲しそうに、ため息をつくだけだった。

「……ひどいだろう？」

「えっと……いや、まあ、でも、たまたまでしょ？　誰にでも、よくあるよ。こういうの」

　必死にフォローの言葉を探す環。しかし、十文字さんは弱々しくかぶりを振るのだった。

「わたしは、いつもこうなのだ。ものごころついてからというもの、写真という写真、すべてが」

「あはは、まさか」

「本当だ」

　十文字さんは、胸ポケットから学生証を出して見せた。証明写真の顔は、まったくプリントシールと同じ、半眼状態だった。眼前の美少女とは似ても似つかない変顔だ。

　環と乙羽は、またしても同時に奇声を上げてしまう。

「げっ！」

「入学式の集合写真も同じだ。小さいから、あまり気づかれないが。うちに来てくれるなら、幼少期からのアルバムを見せてもいい。どれもこんな具合だ」

　十文字さんの目は、真剣そのものだった。その瞳めの奥には、深い苦く悩のうがあった。

「わたしが、写真を撮とられるのを嫌がる理由を、わかってもらえただろうか」

「わかりました……」

　環はそっと、プリントシールを返した。十文字さんは、長いことずっと胸に溜ため込んでいたものを溢あふれ出させるように、珍しく熱っぽい口調で語り続けた。

「実のところ、写真のことはもうあきらめかけていた。わたしには一生が縁えんがないものと思おうと。でも、今のクラスになって、森もり村むらさんや日ひ夏なつさんが、毎日楽しそうにクラスの人たちを撮ったり、カメラのお話をしているのを遠目に見て……それが、すごく気になって……」

「あ……ごめんね。気がつかなくて」

　申し訳なさそうに、環が小さくなる。十文字さんは慌てて言葉を継つぐ。

「ち、違う。わたしは、あんなに楽しそうに写真のことを話してる人たちを、初めて見たものだから。心の中では、すごく興味があって。森村さんや日夏さんが声をかけてくれたのも、本当は、すごく嬉しかった。でも、わたしは、こんなだから、どうせまともに写らないし、関わらないようにしようと、決めていた」

「そんなバカな」

　理解しかねる、と言うように乙羽がつぶやく。

「でも、やっぱり気になって……森村さんのアルバムを、こっそり盗み見てしまった。今日以外にも、今まで何度か」

「えっ、そうなの!?」

「わたしも、この中に混ざって、クラスのみんなと写れたら、どんなに素敵だろうと……そう思ったら、うらやましくて、さみしくて……せめて写真を撮られる練習をしようと思って、今日もあんなところで、一人で……」

　十文字さんの手の中で、シールがくしゃくしゃに握にぎりつぶされていく。その手の甲に、ぽたり、ぽたりと澄すんだ滴しずくが落ちてくるのに、環は気づいた。

　涙だ。十文字さんのつぶらな瞳から、真しん珠じゆのような大おお粒つぶの涙が、あとからあとからこぼれてくるのだった。

　少女の涙は、それだけで人の心を揺ゆさぶる魔法の結晶だ。まして、ただ座っているだけで絵になるほどの美少女が、肩を震わせ、すすり泣いているとなれば。

　これに胸がきゅーんとならない者は、もはや人ではあるまい。

　環が思わず、十文字さんの側に寄り添そおうと腰を浮かせかけた矢先。

「じゅーもんじさぁぁぁぁん！」

　絶叫と共に、乙羽がテーブルを乗り越えて、十文字さんの首っ玉に飛びついた。トレイが床に落ち、がしゃがしゃとやかましい音をたてる。

　なんなんだ、おまえは。環は無言で、乙羽をにらんだ。

　しゃくりあげる十文字さんを抱きしめた乙羽は、その背中をさすりながら、こんなことを言う。

「かあいそうに、ずっと悩なやんでたんだねっ。だいじょうぶ、きっとなんとかなるよ。あたしたちが必ず最高の写真を撮って、みんなと一緒にアルバムに入れてあげる！」

「……ほんとうだろうか？」

　十文字さんは、濡ぬれた瞳で乙羽を見上げる。乙羽は力強くうなずいて見せる。

「モチのロン！」

「で、でも、どうやって……？」

「それはねえ――――」

　しゅぴーん！　乙羽は、まっすぐに環へ指を突きつける。

「たまちんが考えてくれるよ！」

「私かい！」

　環は叫ぶ。いつものことながら、なんと無責任かつ無計画な女。なんの根拠があるというのか、やたらと偉えらそうに、乙羽は重ねて言う。

「そうだよ。なんか考えて！　あたしの十文字さんがこんなに悩んでるんだから！」

　環は、腹の底から沸わき上がってきた思いを、そのまま言葉にした。

「小突き回すぞこのやろう」
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「そもそも」

　石段をのんびり昇りながら、環は言った。

「写真を撮ると、どうしてそんな顔になっちゃうのかねえ。なにが原因なんだろ」

　ハンバーガーショップを出た環と乙羽、それに十文字さんは、なんとはなしにぶらぶらと、近くの神社にやってきた。駅前の繁はん華か街がいからさほど離はなれていないのに、住宅街の只中にある小さな神社は、心地よく静かだった。

　すぐ前にある駄だ菓が子し屋やでアイスバーを買ってから、三人は石段を上がり、誰もいない境けい内だいへと入った。

　片かた隅すみに置かれた古いベンチに腰を下ろした十文字さんは、気の進まない様子ながら、ぼそりと口を開く。

「実は、理由になった事件というのがある。もうずっと、ずっと小さいころの話だ」

「聞かせて。この際だから包み隠さず」

　ベンチ脇わきのケヤキの木にもたれ、アイスバーをもぐもぐしながら、乙羽が促うながす。

「みっともない話だ」

　そう前置きして、十文字さんは語り始めた。




「幼稚園に入る前の日だったと思う。わたしは、祖父に連れられて、祖父がずっと懇こん意いにしている古い写真館へ行った。うんとおめかしをさせられて、わたしは、なにをするのかもよくわからず、ただ祖父に手を引かれるままだった。

　写真館は、歴史のある、大きなお店だった。中に入ると、かすかにカビ臭い匂いがしたのを、よく覚えている。わたしはどうしてだか、その古びた、薄うす暗ぐらいたたずまいが、こわくてたまらなかった。祖父に何度も『帰りたい』と哀あい願がんしたと思う。しかし祖父は、聞いてくれなかった。半ば強引に、わたしは店の奥にあるスタジオに連れてこられた。

　スタジオにいた写真師さんは、祖父よりさらに高こう齢れいに見えた。いかめしい風ふう貌ぼうのお爺じいさんで、それでわたしは、ますます不安になった。そばにあるカメラは木でできていて、大きなレンズが、まるで一つ目のお化けみたいに見えた。今にして思うと、前の日にそんなような、こわい絵本を読んでもらったせいかもしれない。

　ともかく、カメラの前に立たされたわたしの緊きん張ちようは、極限に達していた。横から祖父が、しきりに笑え笑えと強いてくるのも、ストレスになっていたと思う。写真師さんがカメラの後ろで黒い布をかぶって、なにかのスイッチを押すと、大きなストロボがパン！　と音をたてて光った。

　その瞬しゆん間かん、わたしは耐えられなくなった。我を忘れて、その場から走り出した。ああ、さっき、日夏さんたちに会ったときみたいに。それだけだったらまだよかったのだが、やみくもに走ったせいで、わたしは、なにかのコードを踏ふんでしまった。細い脚あしで立てられていた照明機材がそれで引っ張られて、勢いきおいよく倒れてしまったのだ。頭の上に……」

「ま、まさか、十文字さんの上に？」

　今ごろ言ってもしかたないとわかってはいるが、環と乙羽はそれでも、心配そうな表情にならざるを得ない。

　十文字さんは、神妙な表情で言った。

「いや。祖父の頭上にだ。それはもう、真っ正面に。ドシンと」

　環たちは、ほっと胸をなで下ろす。

「よかったあ。……あ、いや、よくはないか。お爺さま、お怪我は？」

　ちょっとあせって、環は尋ねる。

「幸い、大したことはなかった。ちょっとコブができたくらいで」

「それはなにより」

「でも、そのときのわたしは、祖父が死んでしまったに違いないと思った。それくらい、ものすごい音がした。実際、祖父はしばらく気絶して、救急車で運ばれる騒さわぎになったほどだ」

「ありゃりゃ」

「それ以来だ……機材の大小にかかわらず、わたしがカメラを見ると異常に緊張するようになってしまったのは」

　小さく体をぶるっと震わせて、十文字さんは話をしめくくった。

　すっかり食べきってしまったアイスバーの棒を咥くわえ、乙羽が探偵めいた口調で言う。

「なーるほど。その一件がトラウマになって、一種のカメラ恐怖症になってしまったというわけかあ」

「……だと思う」

「それをなんとか克服する必要があるというわけね」

「どうしたらいいだろうか」

　しょんぼりと肩を落とす十文字さん。

　やにわに、乙羽は携帯電話を開くと、撮影レンズを十文字さんに向けた。十文字さんは「ひっ！」と小さく悲鳴を上げ、長年のくせで、さっと両手を顔の前にかざす。

　乙羽は叫ぶ。

「ダメよ十文字さん！　乗り越えて！　手を下ろして！　もうあなたは、あのときの小さな子供じゃないの！　とってもきれいな女の子よ！　自信を持って！」

　見えない力に逆らうように、十文字さんはじわじわと、と両手を下げていく。乙羽はなおも畳たたみかける。

「さあ、カメラを見てスマイルよ！　きれいな顔を見せて！」

　しかし、乙羽の携帯電話に向かい合う十文字さんの全身は、ぴくぴくと小刻みに震え、両眼は見たこともないほど高速でまばたきを繰くり返している。唇は見たこともない形に歪ゆがみ、もはやあの完かん璧ぺき美少女の面影はどこにもない。なんとも残念な姿だ。

　乙羽はその顔に向けて、シャッターボタンを押した。

　液晶モニターに再生された十文字さんは、今日見た写真の中でも、特に悲ひ惨さんな変顔だった。

「ううむ、これはひどい」

　首をひねる乙羽に、環が言った。

「幼児体験のトラウマが、そんな安直に乗り越えられるか」

「じゃあどうしたらいいのさ、たまちん」

「そんなのわかんないよ。私だって心理学者じゃないんだから」

「あの、もういい……」

　ベンチの上で背中を丸めた十文字さんが、ぽそりと言った。環と乙羽が、振り返る。十文字さんは、沈んだ調子で、それでも環たちを気き遣づかうように続ける。

「お二人が、わたしなんかのこと気にかけてくれて、悩みを知ってくれただけで、わたしは、満足だ。本当だ。今までこんなこと、誰にも話したことなかったのだから。でも、あの、ひとつだけ、聞いていいだろうか……？」

「うん？」

　十文字さんは、もじもじとスカートの裾すそをいじくりながら、小声で尋ねる。

「お二人のことを、その、友達だと思っていいだろうか……？」

「そりゃもう、友達と言わず、嫁よめでも愛人でも肉便器でも好きにしてえん！」

　乙羽が口を「たこちゅー」の形にして、十文字さんに向かってダイブする。

　そんな乙羽を空中で迎げい撃げきしたのは、正確に喉のど元もとを狙ねらった、環の鋭するどい貫ぬき手てだった。図ず鑑かんに載のせたいほどのきれいな地じ獄ごく突づきをくらった乙羽は、「ごはっ！」とかすれた声をもらして、ハエのように墜つい落らくする。

「おーまいがー！　喉が……喉がっ……」

　のたうちまわる乙羽を尻しり目めに、環は、目をまん丸にしている十文字さんに向き直る。

「あきらめちゃう前に、もう一度だけ、写真にチャレンジしてみない？」

「チャレンジ……？」

「うん。ひとつ、アイデアが浮かんだんだ」

　十文字さんは、すがるような目つきで、環の手をきゅっと握にぎる。

「なんでもする。言って欲しい」

　照れくさそうに、環は頭を掻かく。

「アイデアって言っても、そんな大したものじゃないんだけどね。明日、日曜だけど、少し時間もらえる？」

「はい。いつでも」

「よかった。それじゃ次は、ちょっとアンケートに答えて」

「アンケート？」

　いぶかしげな十文字さんに軽く笑いかけると、環はバッグからノートとペンを取り出した。
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　明けて日曜日。雲くも一つない日本晴れ。

　約束の時間ぴったりに、乙おと羽わが環たまきを迎えにやってくる。

「お。ちゃんと白い服で来たね」

　環は乙羽の、春らしい軽いニットとショートパンツ、ニーハイソックスという服装を見て、満足そうににっこりする。見れば、環のブラウスも無地の白だ。

　ニットの胸のところをつまんで、乙羽はちょっぴり不思議そうな顔。

「そりゃたまちんのご注文なら、白だろうと黒だろうとコスプレだろうとノーパンだろうと、なんでもやるけどさあ。なんで？　お揃そろいにしたかったら、もっと可か愛わいい色がよかったなあ」

「理由はあとで教えてあげる。つーかあんたは頼んだらノーパンで来るのか」

「実は、今日もね……」

「おい」

「うそうそ。今日はちゃんと穿はいてる。なにがあってもいいように、おろしたての勝負ぱんつ。見る？」

「見ないし、あんたがぱんつを見せびらかすような事じ態たいは断じてないから」

「むう。それは残念」

「人様の家にお邪じや魔まして、なにをするつもりだあんたは」

「いやー、まさかいきなり十文字さんのおうちに行くなんてさー。ゆうべもいろいろ想像して、もう興こう奮ふんしっぱなしだよ」

「変へん態たいは帰れ」

「ああん、違うってば。写真を撮とれるってことに興奮してんの」

　二人はバスに乗り込んだ。十五分ほど揺ゆられて、降り立った停留所は、高級住宅街のとば口だ。

　日曜の昼下がり。大きな家が建ち並ぶ街並みに人影はなく、ひっそりと静かだ。

「十文字さんが迎えに来てくれるはずなんだけど……」

　環は腕うで時ど計けいを見る。予定より、ちょっと早い。

　塀へいの上をとことこ歩くぶちネコを目で追いながら、のんびりと乙羽が言う。

「十文字さんの私服、初めて見るね。どんなんかなあ？」

「普通にデニムとかじゃないかな。なるべくリラックスできる、いつも着てる服にしてって言ってあるから」

「意外にジャージとかだったりして。運動好きそうだし」

「ちょっとありそう。イメージ狂うけど」

「あ」

　乙羽が、通りの向こうに視線を向けた。早足で、誰かこちらにやってくる。

　少しの間、二人は無言で目を凝こらす。ちょっと意表を突く服装だったので、それが十文字さんとは、すぐにはわからなかったのだ。

「わぁお」

　環も、思わず声を漏もらす。

　十文字さんは、着物姿だった。

　といっても、よそいきの仰ぎよう々ぎようしい晴着ではない。藍あい地じに紺こん縞じまの、すっきりした木も綿めんの着物。桐きり下げ駄たでもふらつくことなく、裾すそも乱さず歩いてくる。長い髪かみはお下げに結って垂らしているので、それがいっそう印象を変えている。

「申し訳ない。待たせてしまった」

　あ、喋しやべり方は、いつもの十文字さん。それにしても、盲もう点てんだった。考えてみれば、容よう貌ぼう、物腰ともに純和風美少女である十文字さんが、着物が似合わない訳はないのである。和装の十文字さんは、いつにも増して清せい楚そかつ端たん麗れいに見えた。

　もっとも、お祭りでも初はつ詣もうででもないのに着物を着てる女子高生なんて、初めて見たけど。環と乙羽は、しばしただ声もなく、見とれるばかりだった。

　しかし十文字さんは、環たちが一向に返事をしないので、まったく逆の感想を持たれたと思ったようだ。恥はずかしそうに襟えり元もとを押さえて、顔を伏せてしまう。

「や、やはりこれはおかしいだろうか……家に着いたら着替えるので……」

「あーっ、だめだめだめだめ！」

　環と乙羽が、同時にぶんぶん手を振る。

「すっごいいいよ！　すっごい可愛いよ！」

「ぜひそのままでお願いします！」

「しかし……」

　十文字さんは、まだ少し自信なげ。乙羽が大きな声で釈しやく明めいする。

「いや、まさか着物は予想してなかったからさ。びっくりしちゃって。十文字さんって、家ではいつも着物なの？」

「いや、毎日ではない。気が向いたときに着るくらいだ。着ると気持ちがしゃっきりして落ち着くので、これにしてみた」

　十文字さんの家に向かって歩きだしながら、乙羽はなおも尋たずねる。

「着付けとか、どうしてるの？」

「このくらい、自分で着る」

　不思議そうに乙羽を見返す十文字さん。「すごい！」と乙羽は目を丸くする。

　環はあらためて、十文字さんの着こなしを子細にチェックしてみる。なるほど、これは日頃から着慣れている人のたたずまいだ。きゅうくつさが微み塵じんもない。

　ほどなく、立派な純和風の門構えが見えてきた。黒々とした木の柱に瓦かわら屋根までついた、堂々たる門だ。知らなければ、個人の邸てい宅たくではなく、史し跡せきかなにかだと思うに違いなかった。

「こちらだ。どうぞ」

　十文字さんは、開いたその門の中へと、環たちを導みちびく。環は早くも圧倒されて、言葉もない。

　ひえー。こりゃ、着物が普段着でも不思議じゃないや。

　一方乙羽は、すっかりはしゃいでいる。

「すげえ！　時じ代だい劇げきみたい！　あのへんから忍者出てきそう！　シュシュッて！」

「こらっ、よその家で騒さわぐな」

　赤くなって、環がたしなめる。十文字さんが振り返って、大おお真ま面じ目めに言った。

「忍者は、いないぞ……」

「あはは。ですよねー」

　きれいに芝しばの張られた前庭を抜けて、母屋へ。これまた史跡か、あるいは名門旅館と見まごうばかりの、古い日本家か屋おくだ。

　だだっ広い玄関から母おも屋やに上がる。古びているけれどチリひとつ落ちていないピカピカの階段を上がりながら、環と乙羽は、ひたすらぽかんと口を開けっ放しにしていた。

　二人が通されたのは、十文字さんの勉強部屋のようだった。ゆったりした和室だが、色合いのいい敷しき物ものがあったり、座卓や姿見があったりして、この古風な家の中では、いくぶん若い女の子の部屋らしくはある。

　もっとも、本ほん棚だなには難むずかしそうなタイトルの小説ばかりが並んでいて、マンガは一冊もなかったけど。

　お茶とお菓子を出しながら、十文字さんは尋ねる。

「それで、今日はなにをするのだろうか……？」

　応えたのは、環。

「えーとね、私、考えたんだけど、十文字さんをきれいに写真に収めるには、まず十文字さん本人に、リラックスしてもらうのが一番だと思うんだ」

「はあ」

「で、昨日きのうのアンケートによると、十文字さんは『家がいちばん落ち着く』と。そんなわけで、撮影のロケ地はこのお宅です。衣い装しようも、十文字さんが最高に気持ちよく過ごせるものを選んでもらったというわけ」

　十文字さんは少し驚おどろいたようだったが、嫌がる様子はなかった。環は、念のため確認する。

「だいじょうぶ？　それとも、おうちの人に怒られる？」

「いや。両親は出かけているし、知っても怒らないと思う」

「よかった。ところで、ずいぶん大きなおうちだけど、中でも特に好きな場所とかってある？」

　少し考えてから、十文字さんは言った。

「縁えん側がわが好きだ。今日みたいに、お天気のいいお休みの日に、座って本を読んだり、お茶を飲みながらぼーっと考え事をするのがなにより楽しい」

「ばばむさっ！」

　笑い出す乙羽。

「よく言われる……」

　頬ほおを染める十文字さん。

「あんたちょっとうるさい」

　乙羽のお尻しりをつねる環。

　とにかくその縁側へ行こうと、三人は部屋を出た。環と乙羽はカメラの入ったトートバッグを、十文字さんは茶器とお茶菓子の載ったお盆を持って。
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　十文字さんの言うとおり、縁側は日当たりが良く、またそこから眺ながめる、ゆったりした庭の風景も素す晴ばらしかった。

「ここにこうやっていると、いつも時間を忘れてしまう」

　十文字さんは縁側のへりに座って、ほんわかした顔になる。

　隣となりに腰を下ろした乙羽が、うーんと伸びをした。そのまま、ごろんと横になってしまう。

「あー、確かにここはいいねえ。あったかいし、なーんかお花のいい匂いみたいのもするし。ごめん、あたしちょっと寝るわ。十文字さん、ちょっと、膝ひざ枕まくらして」

「えっ！」

「寝るな！　あんたは写真撮るの！」

「そうでした。てへ」

　環に叱しかられて、乙羽は立ち上がる。そしてバッグから、愛用のカメラを取り出す。金きん属ぞくとガラスの塊かたまりが、陽光を受けてぎらりと輝かがやく。

　それを見たとたん、十文字さんの体が、ぴくんと揺ゆれた。

　すぐに、そばに立った環が、明るく声をかける。

「ねえねえ十文字さん、あの花きれいねえ。なんていう花？」

　池の端に咲く、一群のピンクの花を指差す。十文字さんの目が、そちらに移る。

「あれは、しゃくなげだ」

「ほんとに素敵なお庭。今度、お庭の花を撮りにきてもいい？」

「え？　ああ、もちろん。いつでもどうぞ」

　かしゃっ。シャッターの音がした。乙羽のカメラだ。

　十文字さんの顔が、反射的にカメラに向く。表情が、緊きん張ちようでこわばってくる。

　環は慌あわてずに、穏おだやかな笑みをたたえて、静かに手を伸ばした。指先で、少しだけ、十文字さんの肩に触れる。

　はっとして、十文字さんはまた、環に顔を戻す。環は、小さな子供を安心させるように、優やさしくささやく。

「カメラは気にしないで。私を見てて」

「はい……」

　日なたの雪が融とけるように、十文字さんの面おも持もちがやわらぐ。

　環の声は、またいつもの会話のトーンに戻った。

「十文字さんてさあ、趣味とかあるの？」

「さあ、特には……一応、たしなむ程度に、お花を……」

「わあ、イメージぴったり。やっぱりお嬢じよう様さまだねえ」

「それと、日にち舞ぶと、書道と、常磐ときわ津ずと、乗馬を少し」

「多い！　超人！　あと、そういう習い事じゃなくてさ、もっとこう、ハマってることとかないの？　これやってると幸せー、みたいな」

「なんだろう。おいしいお茶と、甘いお菓子をいただいているときだろうか」

「うん。お菓子はいいねえ。なにが好き？　チョコとか？　ドーナツとか？」

「……葛くず切きりが」

「渋しぶい。いちいち苦み走ってるね十文字さん」

「……すまない。年寄り臭くて……」

「いや！　いいと思う。個性個性！」

　ここで十文字さんは、はっとなにかに気づいた様子。

「わたしは、さっきから喋ってばかりいるが、これでいいのだろうか」

　環は、平然とうなずいた。

「うん、ばっちり。乙羽のほうは、どう？」

「いい感じよ」

　乙羽は、ファインダーから顔を上げた。環はちょっとからかうように尋ねる。

「それで、ご感想は？　ついに憧あこがれの十文字さんを撮っているっていう」

「最高！　キモノ！　うなじ！　後れ毛！　東洋の神秘！　十文字さん超きれい！」

　拳こぶしを振り上げて叫ぶ乙羽。

「もうけっこう撮った？」

「じきに、フィルム一本目終了」

　それを聞いて、十文字さんは驚きの声を上げる。

「えっ。もうそんなに？　いつの間にか、カメラのことを忘れていた」

　環はにこりと笑って言う。

「それなら、狙いは大成功。今日のテーマは、とにかく十文字さんがカメラを気にしなくなるようにってことだから」

「でもわたしは、全然カメラのほうを見ていないが……」

「そういう手法もあるのよ。カメラを意識しない、自然な横顔を撮るっていうポートレート。カメラと正面から向かい合うだけが、人物写真じゃないってことね。昨日、乙羽も徹てつ底てい的てきに特訓したから」

「そうなのか」

　乙羽が顔をしかめ、右手を押さえてうめく。

「ほんとに、たまちんの特訓スパルタなんだもん。おかげであたし、指が二本ばかしちぎれたし」

「ええっ！」

　思わず、腰を浮かしかける十文字さんに、環が突っ込む。

「そんなわけないでしょ！　ていうかショック。十文字さん、私をなんだと思ってるの？　どんな鬼おにコーチよ」

「す、すまない。そういう意味ではないのだが……わたしは、人の話をなんでも真に受けてしまうところがあって……」

「乙羽の言うことは全部適当に受け流していいよ。七割は実のない話だし、残りの三割はだいたいでまかせだから」

「ちょっと！　あたしの話どんだけスカスカ!?　ていうかそれじゃあたし、ただの患わずらってる人じゃん！」

　たまらず、乙羽も突っ込み返す。

　くすっ、と、十文字さんの唇が、ほころんだ。環と乙羽が、息を呑のんだ。

「森もり村むらさんと日ひ夏なつさんは、ほんとに息がぴったりだな。おもしろい」

　涼すず風かぜのような笑い声が、午後の光に溶けていく。

　環が、微笑ほほえみとともに言った。

「十文字さん、はじめて笑ったね」

「えっ」

　そのことに自分でもびっくりして、十文字さんは一いつ瞬しゆん、絶句する。それから、恥じらうようにうつむいた。

「わ、わたしは、そんなに無ぶ愛あい想そだっただろうか……」

「もっと笑ったほうがいいよ。十文字さんはむっつりとしててもきれいだけど、笑ったらもっときれいだから」

「も、もう！　からかうのはやめてもらいたい！」

　十文字さんは、両手で熱くなった頬ほおを押さえる。

「んがっ!!」

　かたわらで妙な声を発したのは、乙羽である。環はそちらに目を向ける。

「どしたの」

「撮るの忘れた！　今の、すっごいいい笑顔だったのにー！」

　地面に膝ひざをついて悔くやしがる乙羽の背中を、環はぽんぽんと叩いた。

「そうがっつくな。まだチャンスはあるからさ」
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「それじゃ、次は立ちポーズ行ってみよう」

　環の指示で、十文字さんは縁側から腰を上げる。今度は庭園を背にして自然体で立つ姿は、やはり美しい。光はやや逆光。

　もっとも、当の本人は、どうしていいかわからず、ただもじもじしている。

「あ、あの、わたし、なにをすれば」

「なんにもしないでいいよ。十文字さん、スタイルも姿し勢せいもいいから」

　環がのんびりと言う。乙羽がフィルムの交こう換かんを終えて、十文字さんの正面に立った。かすかにまた、十文字さんの両肩に力が入るのがわかった。

　数歩離はなれて、かたわらにいる環が、また声をかける。

「無理にカメラを見なくていいよ」

「で、でも、どこを見れば……」

「カメラ以外なら、どこでも。おうちの屋根でも、そこの花でも、私でも、好きなところを」

「わ、わかった」

　ファインダーを覗のぞいた乙羽が、「あれえ」と妙な声を出した。環はそちらに目を向ける。

「どした、乙羽」

「なんか十文字さんの顔に、ふんわりきれいに光が当たってるような……」

　環は、ふっと相そう好ごうを崩くずした。

「よく気がついたねー。なんの光だと思う？」

「なんだろう。あたしの愛の炎かしら？」

「ハズレだし、気持ち悪い」

「ひどい！　じゃあなんなのよう。教えてよ」

「これが、白い服着てこいって言った理由」

「へ？」

「私たちの服に反射した光が、半逆光で陰かげってる十文字さんの顔に当たってるの。つまり、簡易型のレフ板ね。本物のレフ板みたいな大げさな機材を出したら、十文字さん、ますます緊張しちゃうでしょ」

「おー、なるほど」

　話が飲み込めないらしい十文字さんは、心こころ許もとなげな顔を環に見せる。

「あの、なんの話だろうか？」

「要するに、十文字さんをますますきれいに見せる、ちょっとした工夫をしてるってこと」

「そんなこと……もうそれはいい。恥ずかしい」

　十文字さんはまた頬をピンク色に染めて、もじもじと小さく身をよじった。環は静かに言葉を続けた。

「そういうわけで、私、ここに立ってるから、またお話ししようか」

「はい……あの、私から聞いてもいいだろうか？」

「もちろん。なんでも聞いて」

「二人は―――森村さんと日夏さんは、いつからのお友達？」

「私と乙羽？　うーんとね、たしか小五の春、乙羽が転校してきたんだよね」

　シャッターを切りながら、乙羽もうなずく。

「そうそう。そのころあたしは、バヌアツと呼ばれておった」

「バヌアツ？」

　十文字さんは首をかしげる。

　バヌアツ。確か、南太平洋に浮かぶ小さな島国だ。

「バヌアツから転校してきたのか？」

「ううん。行ったこともないね」

「え？　よく、わからない……」

　混乱する十文字さん。

　環はその顔を見て、ぷっと吹き出す。記憶が、みるみる甦よみがえってくる。

　そうだった。乙羽はあのころから、こうやって人を煙けむに巻いては喜んでいる、なかなかたちの悪い少女だった。





☆






「日夏乙羽です。バヌアツから来ました」

　少女はそう名乗った。

　外国からの転入生。しかも、垢あか抜けた服装の美少女。平凡な公立小学校の五年三組は、たちまち騒そう然ぜんとなった。

　性格は明るく話し上手。女子には優やさしく、男子には気さく。やんちゃな男子から「おい、バヌアツ」なんてからかい半分に呼ばれても、「おう」と笑顔で応える。

　日夏乙羽は、すぐクラスに溶け込んだ。

　そして森村環は、そんな転入生を、教室の隅すみっこから冷ややかに眺ながめている、そんな少女だった。

　成績はいいけど、無口で、人当たりの悪いガリ勉。それが、そのときの環。

　好奇心旺おう盛せいなクラスメートたちは、耳慣れない外国の様子に、興味津しん々しんだった。ことあるごとに繰くり返される質問に、乙羽はいやな顔もせずいちいち答えていた。

「バヌアツってどんなところ？」

「小さな南の島だよ。きれいでいいところ」

「海きれい？」

「きれいきれい。泳ぎーの潜もぐりーの。超楽しいよ。サメもいるけど」

「サメって人食い鮫ざめ？　見たことある？」

「あるっていうか、軽く食われたね」

「マジで!?　なんで生きてるの？」

「右腕をがぶっとやられた。こういうときね、無理に腕を引っ張ると、キバがますます食い込んで咬かみちぎられちゃうから、逆にサメの口の奥に突っ込んでやるんさ」

「うそ！」

「そんでね、サメののどちんこを、手でガッとやんの。そしたら、サメもオエッてなって、口開けるから、その隙すきに逃げるの」

「やべえ。バヌアツ超ワイルドじゃん」

「まあね」

「ほかに猛もう獣じゆういる？」

「いるね。毒サソリとか」

「毒サソリ！」

「もう伊い勢せエビくらいあるのが、その辺ウロウロ歩いてるから」

　どうも、この辺から乙羽の話は怪しくなってくる。環はひそかに眉まゆをひそめるが、クラスのみんなは目をキラキラさせて、最高の食いつきっぷり。

「なにそれ超こわい」

「でも、ゆがいてマヨつけて食べるとおいしいよ」

「ほかには？　ほかには？」

「大だい蛇じやかな」

「でかい？　でかい？」

「でかいねー。ゾウとか丸まる呑のみだし」

「でけえ！　やっぱすげえなバヌアツ」

　それからほどなくして。

　夜、母親からちょっとしたおつかいを頼まれた環は、家のすぐ近くのコンビニで、ばったり日夏乙羽と出くわした。手に持った袋の形から察するに、お弁当を買って出てきたところらしかった。

「あれっ、同じクラスの子だよね」

　目が合うや、馴なれ馴れしく話しかけてくる。いきなり短くなる距離感に、環はたじろぐ。第一、教室では口を利きいたこともない。こちらの名前も知らないだろう。

　しかし乙羽は、かまわず話を続ける。

「あんた、近くに住んでるの？　あたしんち、そこのマンション。よろしくね。ていうかごめん、名前なんだっけ？」

　ほら、やっぱり名前知らない。まあ無理もないけど。こっちも話しかけたことないし。

「森村環。それじゃ」

　ぶっきらぼうに言うと、乙羽の横をすり抜けて、店内へ入る。

　買い物を済ませ、コンビニを出る。すぐ目の前の小さな公園に、まだ乙羽がいた。ベンチに座って、買って来たお弁当を食べている。

　環と目が合うと、ニッと笑って手を振る。

　無視して行き過ぎよう。歩き出した環だが、ふと思い返して、乙羽の前に立つ。

「こんなところで、ひとりでお夕飯？」

「うん。月がきれいだから。お月見弁当」

　乙羽は、箸はしで空を指した。見上げると、確かに皎こう々こうとした満月。環は呆あきれて言う。

「おうちの人は、なにも言わないの？」

「うち共とも働ばたらきで、今誰もいないんだ」

「だからってこんなところに一人でいたら、誘ゆう拐かいされるわよ」

　時間は七時を回っている。公園は暗く、付近の人通りも多くはない。

　ふふっ、と乙羽は笑う。

「ありがと。心配してくれて」

「心配なんかしてないわよ。バカみたい。言っておくけど私、あなたのこと嫌い」

　環は冷たく言い放つ。乙羽は目を丸くした。

「あらま。なんで？」

「ウソつきだから。伊勢エビみたいな大きさの毒サソリなんて、いるもんですか」

「あっ、ばれた？」

　まったく悪びれる様子もなく、乙羽は言った。

「サメの話もウソでしょ。ほんとうなら、右腕見せてごらんなさい。傷が残ってるはずでしょ」

「えっへっへー」

　乙羽は着ていたパーカの袖そでをめくった。腕はつるんとして、サメの歯形どころか、虫さされひとつない。

「大蛇の話もでたらめ。ゾウを呑む蛇へびなんて、『星の王子様』かっての」

　唐突に、乙羽は立ち上がって、箸を環に突きつけた。環はぎょっとして、思わずあとずさる。

「それ！　それを待ってたの！」

「は？」

「その的確なツッコミを、あたしは待ってたんだよう！　みんな小五にもなって、サンテグジュペリも読んでないのかと内心ガッカリしてたんさ」

「ご、ごまかしたってダメよ。どうせクラスの注目を浴びたくて、いいかげんなウソを並べてるだけなんでしょ」

　乙羽はまたベンチに座ると、コンビニ弁当をかたわらに置いた。代わって袋ふくろから紙パックの豆乳を出して、ちるちると吸う。

「まあそう言わないでよ。こっちはこっちで苦労してんだから」

「な、なによ苦労って」

「パースなんて、ボケどころのない街まちから引っ越してきた人間の身にもなってよ。あたし、すごいつまんない子と思われちゃう」

「パース？　あんた、オーストラリアから来たの？」

「うん。でもそれじゃあまりにもパンチがないから、バヌアツってことにした」

「いやいやいや！　あるよ！　オーストラリアからの転校生、充分パンチ効いてるよ？　なんでそんなウソつく？」

「いやー。『パースってどんなとこ？』『バスがタダ』で終わりだよ？　ツカミとしちゃ今いちだ」

「なんなのよ、あんたのそのインパクト至上主義。なんだか私が申し訳ないわ、その街の人に」

　乙羽は、すっかり空になったお弁当と豆乳の容器をもとの袋に戻して口を閉じると、近くのゴミ箱にぽいっと放り込んだ。それから環に、おおらかな笑顔を見せる。

「まあ、とにかく、家もご近所だし、今後ともよろしくね、たまちん」

「たまちん!?」

　環は目を剥むいて絶句。気にするふうもなく、乙羽は言う。

「タマキって、なんかカタいでしょ。たーまちん、って可愛くない？」

「可愛くないし、あんたちょっと馴れ馴れしくない？　言ったでしょ。私、あんたみたいなタイプ、嫌いだから」

　そう吐き捨てて、環は乙羽をにらむ。

　ところが乙羽は、まるでひるむ様子がない。笑顔のまま、むしろ一歩、歩み寄る。体を傾かたむけ、ぐーっと下から顔をのぞき込むような仕草。

「ほんとにー？　あたしは、あんたみたいなタイプ好きよ？」

「なっ……！」

　鈍どん器きの一いち撃げきでも食らったみたいに、環は少しよろけて、一歩、あとずさる。

「人に合わせるのが嫌いで、クールぶっちゃって。そのくせマジメで、ルールを破やぶるのは苦手。そういうとこ、可愛くて、好き」

「わ、私のことなんか、なんにも知らないくせに！」

「うん、知らない。だから、教えて？」

「な、な、な、なに言ってんの」

　環は完全にしどろもどろだ。

「それに、さっきの会話の、あのリズム。コール・アンド・レスポンスの快感満まん喫きつしちゃったよ。たまちんは頭いいし、歯切れもいいし、しゃべってて気持ちいい」

「はあ？」

「あ、そうだ。明日から一緒に学校行こうね」

「行かない！」

「わかった。明日迎えに行くね」

「話聞けよ！」

「家教えてよ。このへんでしょ？」

「ぜっっったいにイヤ！」

　環はついに、その場から逃げ出した。もちろんのこと、乙羽もそのあとにぴったりくっついて悠ゆう々ゆうと走ってくるのだが。

「あ、こっちのほう？」

「つーいーてーくーんーなーよ―――――！」

　結局のところ、環の根負け。

　その日から、日夏乙羽は、森村環の友達になった。

　教室でも、乙羽はずっとこんな調子で環にまとわりつき、そのたびに環は鋭するどいツッコミや罵ば声せいを返す。

「陰いん気きなガリ勉」として、いつもむっつりとクラスの片かた隅すみで沈しずんでいた環は、気がつけば「乙羽の愉ゆ快かいな相方」という認知のされ方をするようになっていた。なんとなく友人も増え、人との接し方も自然に柔やわらかくなった。

　日夏乙羽との出会いによって、環の生活は劇げき的てきに変わったのだった。





☆






「フィルム、終わったー」

　乙羽の声で、環ははっと我に返った。心地よい追憶に、どれくらい浸ひたっていただろうか。

　たぶん、時間にして、ほんの数秒。それでも環は、乙羽と過ごした小学校最後の二年間を、まるまる追体験していたような気がした。

　乙羽が環の耳元に顔を寄せて、ささやく。

「今一瞬、ぼーっとしてたでしょ。なに考えてたんだコラ。いやらしいことかコラ」

「ち、違うわよバカ。それより、ちゃんと写真は撮れたの？」

「撮れた……と思う」

「頼りないなあ」

　とは言うものの、フィルム二本分、十文字さんがカメラの前でじっとしていられたというなら、今日のところは上出来だ。乙羽も、いい経験になったろう。

「十文字さんはどう？　気分とか悪くなってない？」

　気き遣づかう環に、応える十文字さんはまだ心配そうだ。

「それはだいじょうぶだが……しかしわたしは、また変な顔になっていなかっただろうか？」

「こっちから見てる限り、変わりなかったよ」

「本当か？　だとしたら、二人のおかげだ」

「そんなことないよ」

「いや、二人の会話を聞いていたら、なんだか楽しくて、気持ちが落ち着いた。ほんとうに二人は、いい友達だな」

「『いい』友達かどうかについては疑問の余地が残るけどね」

「少し、うらやましい。わたしには、こんな気の合うお友達はいないから……きゃっ！」

　十文字さんの言葉は、小さな悲鳴で途切れた。

　乙羽がだしぬけに、背後から腰に手を回し、べったりと抱きついてきたからだ。十文字さんの肩にあごを乗せ、茶目っ気たっぷり顔で、乙羽は言った。

「たまちん、聞き間違いでなければ、今あたしとディープな友情を深めたがっている美少女の声がしましたぞ」

「ちょ、ちょっと、日夏さん……!?」

「あたしとも、『いい』お友達になるもんねー？」

　調子に乗って、ますます強く十文字さんを抱きすくめる乙羽。こういう濃のう密みつなスキンシップに慣れていない十文字さんは、身をよじるばかりだ。

「あっ！　あの、日夏さん、そのくらいで……ひゃんっ！」

　十文字さんの体が、びくっと震えた。乙羽が、指先でうなじをつーっと撫なでている。

「うへへへへ、お嬢ちゃん、可愛い声出すじゃねえか。あー、帯ぐるぐるーってアレやりてー！　『よいではないかよいではないか』やりてー！」

「乙羽」

　環は乙羽のほうに進み出ると、むんずと親友の首をわしづかみ、。
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「そのへんにしとかないと、喉のど輪わ落おとしでそこの池に放り込むよ」

「はいっ、すみませんっ」

　乙羽はただちに十文字さんから離れ、直立不動になる。環は十文字さんに向かって、「ね？」という顔をする。

「つまりこれが、日夏乙羽という女と友達づきあいするってことよ」

「ど、どきどきした……」

　胸を押さえて、十文字さんはまだいくぶん取り乱した様子。

　環は、苦笑とともに軽く頭を下げる。

「なんか、ごめんね。せっかくの日曜に、こんなの連れて家までおしかけちゃって」

「い、いや。そんなことは」

　十文字さんは居住まいを正すと、真しん摯しな眼差しで環と、乙羽を見た。

「写真を撮ってくれたことより、こうしてわざわざ来てくれたことが、わたしは、嬉うれしい。それに、たくさん話もしてくれて。家まで遊びに来てくれる友達など、わたしには、本当にいなくて……」

「こっちこそ、辛つらいのをがまんして、カメラの前でがんばってくれて、ありがと。それに、十文字さんのことをよく知れて、あたしたちも嬉しかったよ。誰にも言わなかった悩みを、打ち明けてくれたんだもんね」

　十文字さんの両手を握にぎって、そう言ったのは、乙羽だった。いい笑顔をしている。

　考えてみれば、クラスの誰もが敬遠していた十文字さんに、いきなりイノシシみたいにぶつかっていったのは、乙羽だった。

　難攻不落と思われた十文字さんの心の扉も、結局、こじ開けてしまった。

（乙羽って、もしかして、すごい子なのかな）

　環は思う。同時に、気づいた。

（あ……同じだ。私と初めて会ったときと）

　あの日の私も――――十文字さんと同じだった。自分から心を閉ざして、人を寄せ付けなくて。

　わずかに、動どう悸きが速まった。

　この日夏乙羽という少女、目の前にある壁かべは、たとえ力任せにでも、ぶち破らなくては気の済まない性分なのだ。しかも、ほとんど無意識のうちに。理屈なんかなーんも考えずに。

　ふと、十文字さんと目が合った。今まで教室では見たことのない、柔にゆう和わな笑みが、その美び貌ぼうを彩いろどる。

「森村さんにも、あらためてお礼を言う。ありがとう」

　環は、少し居心地悪げに、くしゅんと微笑む。

「い、いやあ、私はただ、乙羽にくっついてきただけだから。あ、でも、ひとつだけ、お願いしていい？」

「はい」

「明日、学校でも、今日みたいにおしゃべりして。そんなふうに、笑った顔で」

　はっとしたように、十文字さんは片手を自分の頬に当てる。さっきから自分がずっと笑顔であることに、今はじめて気づいたようだった。

　そして十文字さんは、静かにうなずいた。

「……はい」

　それは、花のような笑みだった。







11　おぼろ豆腐と地獄突き







　月曜の朝、乙おと羽わの号令一下、環たまき、早さ綾あや、トウキチは写真部の部室に集合した。

　そしてスペシャルゲストはもちろん、十じゆう文もん字じさん。

　授業前の慌あわただしい時間ではあるが、昨日きのう撮さつ影えいした写真をみんなで見ようというのである。写真を見るだけなんて教室でもできるけど、わざわざ部室にやって来たのは、シャイな十文字さんを慮おもんぱかってのこと。

　まずは主役である十文字さんに、乙羽が写真をまとめた小さなアルバムを渡す。

「どうしよう。なんだか、怖いな」

　わくわくと、不安がごちゃまぜになった表情で、十文字さんはゆっくりとアルバムを開いた。しばらく無言で、ページをめくる。

　緊きん張ちようをはらんだ静せい寂じやくが、部室を包んだ。

　トウキチが、ちょっと恨みがましく、小声で環に言った。

「昨日そんなおもしろそうなことがあったんなら、あたしも呼んでくれればよかったのにさあ」

　早綾も尻しり馬うまに乗っかり、ほっぺをふくらませる。

「そうよ。さーやだって、行きたかった」

「ごめん。あんまり大人数になると、十文字さんよけいに硬かたくなっちゃうから。今回は特別ってことで、勘かん弁べんして」

　苦にが笑わらいで謝あやまる環。

　乙羽は乙羽で、らしくもなくこわばった表情で、しきりに豆乳をストローですすっている。撮とられた本人がどんな感想を持つか、乙羽も気が気でない。

　それにしても、ストローのたてる音が気持ち悪い。「じゅじゅっ。じゅるっ」と、まるで液体というより半固形の物質を吸ってるみたいだ。気になった環は、乙羽の脇わき腹ばらを、そっとつついた。

「ちょっとうるさい。さっきからなに飲んでんのあんた。ゼリー？」

「んーん、豆乳」

「なんでそんな音がするの」

「今朝、冷蔵庫の中に、忘れてた買い置きの豆乳があってね」

「うん」

「いったいいつのなんだか、さっきパックを少し開けてみたら、軽くおぼろ豆どう腐ふみたいになってたんだよ。びっくりだね」

「うわ、ダメじゃん、そんなの飲んだら！　捨てれ！」

「もうあらかた飲んじゃったよう。ヨーグルトのようなほのかな酸さん味みがまた、いつもの味とは違う美味というかね」

「死んでも知らないからね……」

　やがて十文字さんは、ぱたんとアルバムを閉じ、乙羽に返した。

　落ち着かなげに、乙羽が問う。

「……どうだった？」

「ちゃんと、写っている」

　下を向いたまま、十文字さんはくぐもった声で答える。乙羽はまだ、心配そうだ。

「あんまり、気に入らなかった？」

　十文字さんは、静かにかぶりを振った。

「……いや。なんだか、胸が詰まってしまって……申し訳ない」

「え？」

「ものごころついてから、こんなにもきちんと写真に写ったのは、初めてで……ほんとに……ありがとう」

　十文字さんは、ハンカチで目め尻じりにうっすら浮かんだ涙をぬぐっていた。

　女の子が、十数年ぶりにようやくまともな写真を撮られたのだ。涙も決して大げさな話ではあるまい。環も見ていて、ちょっぴりしんみりしてしまう。

　乙羽はことさらに明るく、胸を張って言った。

「そんなに喜んでもらえて、あたしもがんばった甲か斐いがあったよ。えっへん。あたし的にも、世界的カメラウーマンへの第一歩だね」

　調子に乗るな、と環が言いかけた矢先。

　十文字さんが立ち上がって、乙羽に駆かけ寄るや、その体をぎゅうっと抱きしめた。

　わぁお。

　予想外の行動に、乙羽も、環たちも、一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられて、口あんぐりである。

　乙羽が珍めずらしくやや赤面しながらも、真剣な面おも持もちで環に尋たずねる。

「こ、これって、もう唇くちびるとか奪うばっちゃっていい流れ？」

「いいわけあるか。人様の感謝は謙けん虚きよに受け止めろバカ」

　乙羽から離はなれると、十文字さんは続いて、環にも力いっぱいのハグ。環の耳元に、やさしいささやきが聞こえる。

「森もり村むらさんも、本当にありがとう」

「い、いや、あたしは別になんにも……どういたしまして」

　さらに予想外のことに、環もしどろもどろだ。どうにか十文字さんの背中をぽんぽんしてあげるが、鼻び腔こういっぱいに広がるいい匂いと、ぎゅっと押しつけられた、想像以上に豊かな胸の感触に、正直どきどきしてしまう。

　これはあながち、乙羽もいたずらに血迷ったのではなさそうだ。

「はい、お二人さん、そのままー」

　乙羽が自分のカメラを、こちらに向けて構かまえている。「こら、やめれ」と言い終わる前に、かしゃりとシャッターが落ちた。

「なーなー。あたしらには、それ見せてくんないのか」

「そうよ。見たいわ、その写真」

　ずっと放置されていたトウキチと早綾が、ぶうぶう言い始めた。乙羽は一応、十文字さんに確認を取ってから、アルバムを二人に渡した。

「おおっ。これはすげえ」

「わあー。わあー。十文字さん、ほんとにきれい」

　トウキチはともかく、他人の写真なんかには興味のなさそうな早綾まで、嘆たん声せいをあげる。

　実際それは、環が見ても、会心の出で来き映ばえだった。

　風ふ情ぜいのある縁えん側がわで、なにごとか楽しげに話す横顔。あるい日本庭園を背景に、恥はじらうように視線を外し、着物で端たん然ぜんと立つ姿。

　ロケーション、光線状態、すべてが理想的に噛かみ合っていた。

　さらに環が驚おどろいたのは、乙羽の撮影技術だった。露ろ出しゆつやピントは、ある意味数学と同じだ。方法さえ知っていれば、誰でも正解が出せる。ただし、背景をどこまで写し込むか、あるいは被写体をフレームのどこで切るかという構図の決定は、撮影者のセンスが最もつとも現れる部分だ。

　実のところ、前日の特訓では、時間が足りなくて、環はそこまで教えてはいなかった。乙羽は完全に、自分の感性だけでこの写真を撮ったのだ。

　乙羽の写真は、完かん璧ぺきとは言えないまでも、実に大胆不敵で、軽やかで、美しい構成をなしていた。

（この子、才能あるのかも）

　ひそかに、環は思ったものだ。

（……もしかすると、私よりずっと）

　ただ、口にすると乙羽は増長しそうなので、今は言わないでおくことにする。

「やっぱりモデルがいいと、写真て見栄えがするな」

「そうね。これ以上の写真を撮ろうと思ったら、さーやをモデルにするしかないんじゃないかしら？」

　などと口々に言うトウキチと早綾に、乙羽がぷんすか抗議する。

「ちょっと！　少しくらいあたしの腕うでもほめてよ！　がんばったんだよ!?」

「え？　モデルがいいんだろ？」

「誰が撮っても、これくらいにはなるでしょ」

「んもーっ！」

　あまりにも被写体が美しいと、えてして撮影者の技量は評価されにくいものである。悲しいかな、これもよくある話。
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「十文字さん、お昼、部室で一緒に食べない？」

　昼休みのチャイムが鳴るや、環たちは十文字さんを誘った。

「いいのか？　わたしは、部外者だが……」

「あ、全然。今んところ、全員が幽ゆう霊れい部員みたいなものだから」

「そうなのか……では、お邪じや魔まする。ただ、今日はお弁当を持ってこなかったので、購買部でなにか買ってからうかがおうと思うが」

「よかった。じゃ、先に行って待ってるね」

　すると乙羽が、手を挙あげる。

「あっ、あたしも購買部行く。一緒に行こう」

「あれ、あんたお弁当じゃないんだ。珍めずらしいね」

　環の言葉に、乙羽は胃のあたりをさすった。

「えへへ。なんかちょっとお腹なかの調子がね……栄養ゼリーでも買う」

「あんたが食欲ないなんて、明日は大雨ね」

　環とトウキチと早綾は、いったん乙羽たちと別れて、部室へ向かった。

　部室に入ると、一足先に、招かれざる客人がいた。

　州す崎ざき先輩だった。あと、その取り巻き二人。三人揃そろってトリオ・ザ・メガネ。

「どうもぉ」

　先せん輩ぱいは芝居がかって、椅い子すの上で脚あしを組み直した。

　環たちはしばらく、戸口のところで立ちすくんだ。

　ふと人の気配を感じて左右を見る。廊ろう下かに、見慣れない人の群れが、ざわわ、ざわわとたむろしていた。十四、五人はいるだろうか。みんな、じっとこちらを見ている。ちょっと気味が悪い。

「あの……なんでしょうか。それにあの人たちは……」

　おそるおそる、環が尋ねる。州崎先輩は肩をすくめた。

「まあ立ち話もなんだから、入って座んなさいよ」

　環は、トウキチ、早綾と顔を見合わせる。なんだか主客が逆転しちゃってるけど、確かにここに突っ立っててもしようがない。三人は部室に入り、それぞれ適当に腰を下ろした。

　廊ろう下かにたむろしている人たちは、黙だまってその場にとどまっているようだった。

　州崎先輩は、苦笑気味に説明する。

「気にしないで。例の十文字さん愛あい護ご協会のメンバーよ。待ちきれなくなって、ついてきちゃったの」

「待ちきれなくなったって……」

　先輩の目つきが、すっと、鋭するどくなった。

「噂うわさが流れてるんだけど。あんたたちが昨日、十文字さんの自宅に行って写真撮影をしたって」

　げげっ。なんという情報網もう。環は、噂ネットワークの広さと素早さをあらためて実感し、舌を巻く。

　環はため息をついた。嘘うそをつく必要はない。

「本当ですけど」

「なら、話はわかるわよね？　この間、きちんと条件は提示したものね？」

　州崎先輩はやにわに、分厚い札入れをどん、と机に放った。

「あるだけちょうだい、その、十文字さんの写真。何枚あるの？」

　この言葉に、環は不快感を隠かくせない。

「あのですね、州崎さん、その件についてなんですけど……」

「なあに？　まさか金額が不満とかいうんじゃないでしょうね？　一コマ一万よ？　活動費不足の写真部には、おいしいお金でしょ？」

「ちょっと待ってください……」

「待てないわね。双方合意の契約だったと思うけど」

「それは……」

　いや、あれは乙羽が、その場しのぎに適当言っただけですけど。

　などと言えば、目の前の三年生と、廊下に集まった十五人ほどの追っかけたちが、どれほどの怒れる暴ぼう徒ととなるか。なんと恐ろしい。進退窮きわまり、環は唇くちびるを噛むばかり。トウキチも早綾も、加か勢せいしようにもどうしたらいいものか、途方に暮れた様子。

　焦じれたように、州崎先輩は少し声を大きくした。

「さあ、約束どおり十文字さんの写真をちょうだい。お金は用意したんだから！」

　そのときだった。

　かちゃり。ドアが小さな音をたてて、開いた。十文字さんが、そこに立っていた。ナイフで心しん臓ぞうを刺し貫かれたみたいな顔をして。

　たった今の会話を聞かれたのは、間違いないようだった。

　どう聞いてもそれは、自分の写真を、こっそりお金でやりとりしようとする密みつ談だんにしか思えなかっただろう。

　十文字さんの背後では、今までなんとかドアを開けさせまいとしていたのだろう、乙羽が狼ろう狽ばいのあまり、あやしい現代舞ぶ踊とうみたいな動きでじたばたしている。

「どういうことだ……？」

　震ふるえる声で、十文字さんが尋ねた。環は立ち上がった。できる限り、落ち着いた声で言う。

「これは違うの。聞いて、十文字さん」

「聞きたくない」

　さっと身を翻ひるがえすと、十文字さんはつかつかと、廊下をもと来た方向へ戻ろうとする。顔色が、蒼そう白はくになっていた。

「待って、十文字さん！」

　慌てて、乙羽がそのあとを追う。もちろん環も。それにトウキチと早綾も。

　さらにその後を、なんだかわからないけどこの先のヤマ場を見逃してはならじと、州崎先輩以下愛護協会ご一同様がぞろぞろ続く。

　大おお股またで歩く十文字さんに、まず乙羽が追いついた。

「ちょっと聞いてってば！　一分だけ説明させて！　ちゃんと筋の通る話だから！」

「もう放っておいてもらいたい。不ふ愉ゆ快かいだ。みんなして、嘘をついて」

　唇を震わせて、そう言い捨てる。歩調はいっこうに緩ゆるまない。

　とうとう乙羽は、ちょっと強引に、十文字さんの腕をつかんだ。

「いいから聞けってば！」

「放せ！　この、恥はじ知らず！」

　振り返りざま、十文字さんの平手が、乙羽の顔を打った。

　乾かわいた音が、廊下に響ひびき渡った。

　乙羽が、がくりとよろける。トウキチも、早綾も、州崎先輩も、その他大勢の野次馬たちも、全員がその場に凍こおりついた。

　ただ、環だけが違った。

　放たれた矢のような勢いきおいで、十文字さんに馳はせ寄る。眉まゆが吊つり上がっている。

「乙羽を、叩たたくなっ！」

　十文字さんに強きよう烈れつなビンタを見み舞まう。

　しかし、これは不発。十文字さんが自分の手で、素す早ばやく払ったのだ。代々続く武道の血筋、伊だ達てではない。

　だが、環はおさまらなかった。

「どわらっしゃあ！」

　間かん髪はつを入れず、今度は左の手のひらを貫ぬき手てにして、真っ直ぐ突き込んだのだ。

　十文字さんの喉のど元もとへ。

　まさか喉を突かれるとは予想していなかったのだろう。これが、まともに入った。

「げふぉっ」という声とともに、十文字さんは昏こん倒とうした。
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　なりゆきを傍ぼう観かんしていたギャラリー、ただ、呆ぼう然ぜんである。あるいは、脱だつ魂こんである。学年一の可か憐れんな美少女が、あろうことか凶悪なプロレス技を食らってぶっ倒されたのだ。州崎先輩など、衝しよう撃げきのあまり白目を剥むいている。

「じゅ、十文字さんに……」

「地じ獄ごく突づきとか……」

　ここでやっと我に返ったトウキチが、遅まきながら環と、倒れた十文字さんの間に割って入る。

「環！　気持ちはわかるが、地獄突きはだめだ！　ラブ・アンド・ピース！」

「うるさいっ！　乙羽を叩いていいのは、私だけだ！」

「落ち着け！　あんた明らかにキャラじゃない暴ぼう言げん吐いてるから！」

　まことにもっともなトウキチの忠言だったが、環はなおも叫んだ。

「十文字さん、立って！」

　どうにか呼吸がまともになってきた十文字さんの腕をつかむと、環は乱らん暴ぼうに、部室へ引っ張っていく。

　環の行くところ、廊下にできた人だかりが、さあっと二つに割れて道を開ける。

　環と十文字さん、トウキチと早綾が入ると、写真部部室のドアは、ぴしゃりと閉じられた。
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「ごめんなさい、ついカッとなって、地獄突きなんかして。でも、こうでもしないと、十文字さん止まってくれなかったでしょ」

　最初に謝しや罪ざいした環は、十文字さんと差し向かいに座った。それから、一言一言区切るように、この一件の事情をじっくり説明した。暗あん躍やくする十文字さん愛護協会のこと。一方的に写真を発注されたこと。乙羽が機転を利かせて、適当にあしらったことなど。

「ほんとだよ。あたしらも、その場にいたから」

　トウキチと早綾も、静かに証言する。

「そんな……わたしは、ひどい早合点を……」

　事情のわかった十文字さんは、気の毒なほどしょげ返っていた。

　冷静さを取り戻した環も、沈しずんだ口調で言う。

「ううん、最初にちゃんと話してなかった私たちも悪かったよ」

「でもわたしは、あんなにしてくれた友達のことを信用もせずに……最低だ。それに、日ひ夏なつさんのことを叩いてしまった」

　十文字さんは、両手で顔を覆おおってしまった。

　ここで早綾が、あることに気づいて、あたりを見回す。

「あら。その、乙羽はどこに行ったのかしら。うっかり忘れてたけど」

「わたしが探してくる。それから、謝あやまらせてもらう」

　血相を変えて席を立った十文字さんを、環が穏おだやかに制した。

「いや、あの子はたぶんだいじょうぶだよ十文字さん。今は、放っておいてあげて」

「それはダメだ！　行ってくる！」

「えっ。あの、ほんとに……」

　十文字さんは決然とドアを開け、廊下へ出て行く。しょうことなしに環も続く。

　廊下にはまだ、愛護協会ご一同様がドアのまわりにみっしり集まっていたけれど、気色ばった十文字さんの顔を見ると、ふいに日光にさらされたダンゴムシのように、わらわらと散っていった。

　十文字さん、環、トウキチ、早綾の四人は、ひとまず教室に戻った。

　やはり乙羽の姿はない。それどころか、通学カバンが机からなくなっていた。

　近くの子に話を聞く。乙羽はついさっき、真っ青な顔で戻ってきたかと思うと、「早退する」と言い残して、帰ってしまったという。

　環はとくに驚いたふうもなかったが、十文字さんは愕がく然ぜんとしていた。

「どうしよう……わたしのせいだ。こんなに日夏さんを傷つけてしまうなんて、わたしという人間は……」

「まあまあ。そんなことないから、そう深刻にならないで」

　さっきからやけにおさまり返っている環に、今度は逆に、十文字さんが詰め寄る。

「そんなことあるだろう！　いわれもなくひどい言葉でなじられて、叩かれて……誰だって傷つく。だいたい、森村さんはどうしてそんなに冷たいのだ！　わたしにつかみかかったときには、あんなに熱血だったのに！」

「うん。あんときはさすがにカッとしちゃって。でも私、わりとすぐ冷めるから」

「しかし君は、日夏さんの親友なのだろう!?　気にならないのか!?」

　それでもやはり、環は平静なままだった。

「気にならないことはないけど……もうそろそろお昼休みも終わっちゃうし、いったんなにか食べようか」
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　放課後、環たちは再び、ぽつぽつと部室に集合した。十文字さんも一緒だ。

　といって、なにをするでもない。環は座って、愛用のレンズを拭ふき掃そう除じ。十文字さんは、隅すみっこで膝ひざの上に両手を揃そろえて座り、思い詰めた顔をしている。早綾はずっと手鏡を見ているふうだが、その実、なんにも見ていない。

　トウキチが、いきなり重苦しい沈黙を破やぶった。

「で、どうすんだよ、環」

　蛍けい光こう灯とうにかざしたレンズをのぞきながら、環はぽそりと言う。

「どうするって、なにを」

「乙羽だよ！　あの不屈のご陽気バカが早退しちゃうなんて、尋じん常じようじゃない落ち込みだろ？」

　環はたまらず、ぷぷっと吹き出す。

「不屈のご陽気バカはいいね。今度使わせてもらお」

「いや、笑ってる場合か？」

「だからさあ、午後中、あの子はだいじょうぶだって、もう百回くらい言ったじゃん。明あ日すにはけろっとして出てくるよ」

「そうかしら」

　異論を唱えたのは、早綾だ。

「さーやなら、あんな公衆の面前で顔をぶたれたりしたら、一週間は寝込むわ。こんな赤っ恥ぱじないもの」

「あああ」

　十文字さんがまた泣き出しそうな顔になって、環を見つめる。

　環は、きれいになったレンズをカメラに取り付けると、いささかうんざりした顔で、早綾と十文字さんを交互に見た。

「乙羽は、早綾みたいに繊せん細さいじゃないから。十文字さんも、そんな世界の終わりみたいな顔しないで」

「でも……」

　まだ気持ちがおさまらない様子の十文字さん。環は続ける。

「この中で、あの子といちばん付き合いの長い私が言うん……お？」

　環の携けい帯たい電話が、ポケットの中で振動する。ディスプレイを見て、環がつぶやく。

「乙羽からメールだ」

　全員が、環が手にしたメッセージに注目する。トウキチが尋ねる。

「あいつ、なんて？」

「あたしがまだ学校にいるかって。『いるよー』と」返信。

　すぐにまた返りがあった。環が音読する。

「『十文字さん、どうなった？』って」

　十文字さんが、がたんと音をたてて席を立つ。両手を握にぎり合わせ、すがるような目つきで環を見る。環はうなずいて、また返信。

「『誤解解けたよ。ビンタしたこと、すごいへこんでる』」

　乙羽からの次の返信は、環は読み上げることなく、黙って携帯電話を十文字さんに渡した。小刻みに震える手で受け取った十文字さんは、かすれ気味の声で、それを声に出して読む。

「『そんならＯＫ！　十文字さんのビンタ、痛キモチよかったよ★はぁはぁ』」

　ふざけた文面だった。

　キツネにつままれたような表情で、十文字さんは携帯電話を環に返した。トウキチと早綾も「なんじゃそれ」という面持ちだ。

「だから言ったでしょ。こういう子なんだから」

　それ見たことかというように、環は一同を見渡す。まだ不安を拭ぬぐいきれない十文字さんが、食い下がった。

「で、でも、それならどうして、急に早退なんか……」

　何事か送信しながら、環はちょっと言葉を濁にごした。

「それはまあ……いろいろあるんじゃないかな？」

「いろいろって……日夏さん、もしかしたら、わたしに気を遣つかって……」

「そんなことないってば。そんなややこしいタイプじゃないって」

　また、携帯電話が震える。届いたメールをざっと見た環は、カメラをバッグにしまうと、椅い子すから立ち上がった。

「ちょっと用ができたから、私、帰るね」

「用って？」

　トウキチが聞く。

「乙羽が、タマゴ買ってきてだって」

「タマゴ？　なんだよ、あいつ、具合悪いの？」

　早綾があごに指を当て、小首をかしげた。

「まさかあのビンタで、首でも折れたかしら」

「ええっ！　ど、どうしよう」

　またしてもそれを真に受けて、青くなる十文字さん。環はどんよりと脱力した笑顔を、早綾と十文字さんに向ける。

「うーん、もしそうなら、今ごろヤツに必要なのは、タマゴじゃなく集中治ち療りよう室しつだな」

「そ、それもそうだな……」

「ほんとにみんな、乙羽は心配ないから。そんじゃね。みんな、また明日」

　十文字さんは、部室を出ようとする環の背中に、差し迫った声をかける。

「あ、あの、森村さん」

「ん？」

「日夏さんの家に行くのなら、同道してもかまわないだろうか。できたら、今日のうちに、直接お詫わびをしたい」

「え」

　環が返事をする前に、トウキチと早綾もカバンを肩に、くっついてくる。

「おもしろそうだから、あたしも行くー」

「さーやも。人にさんざん心配させた文句を言ってやりたいわ」

「あんた、乙羽のこと心配してたの？」

　可笑おかしそうに、トウキチが切り返す。早綾はあたふたと言い訳をした。

「ち、違うもんっ！　じゅ、十文字さんとか、トウキチとかに心配させたって意味だから！　なんでさーやが、あんな子の心配しなくちゃいけないの!?」

　環は、黙ってまたメールを送信した。内容は、『みんなも行きたいって』。

　返ってきたメッセージは、『来て来て★』。万事、話の簡単な女である。







12　お見舞いに行こう







　乙おと羽わの家は、環たまきの家からほんの数分のところにあった。

　小学生時代に住んでいたマンションは引き払い、今はアパートに一人住まいだ。

「えっ。日ひ夏なつさんは、一人暮らしなのか？」

　十じゆう文もん字じさんが、目を丸くする。環はうなずいた。

「そうなんだ。ご両親が外国での仕事が多くてね。今はあの子だけ、日本で暮らしてるの」

　乙羽の住居は、壁かべが淡あわいパステルブルーに塗ぬられた、洋風の木造アパートだった。一階が喫きつ茶さ店てんになっていたりして、なかなかしゃれている。

　環は、二階のとある一室の、ドアベルを鳴らす。

「乙羽ー。生きてるー？」

　すぐに、「入ってー」という返事があった。環がドアノブを回すと、鍵かぎはかかっていなかった。若い女の子の一人住まいだというのに、不用心なことだ。

　玄関に入る。しかし、乙羽の姿はない。全員の頭上に「？」マークが浮かぶ。

「乙羽、入るよ。みんなもいるよ」

　環が靴くつを脱いで、上がりかけたところで、「ごわー」という音がした。トイレの水が流れる音だった。

　環のすぐ横のドアが急に開いて、乙羽が顔を出した。数時間前と較べて、いくぶんやつれている。

「あ、たまちん。みんなも。わざわざありがとね……」

　どこかから空気の抜けたような声で言うと、乙羽はよろよろとトイレから出てきた。

「ありがとねじゃないよ。どうしたのその顔」

　呆あきれたように、トウキチが尋たずねる。

「それがさあ、昼からずっと、おなかピーピーなの。今やっと、最後の一波をやりすごしたところ。なんでだろ」

「どう考えても、お昼に飲んでた腐くさった豆乳でしょ」

　環が冷静に指摘する。

　乙羽は環を指差し、軽く小バカにしたようにきゃっきゃと笑う。

「まさか。たまちんウケる」

「絶対そうだから！　医者が千人いたら、千二百人がそうだって言うから！」

「でもおいしかったけどなあ。おぼろ豆どう腐ふのような口当たりで」

「ニガリもなしに豆乳がおぼろ豆腐になってたまるか。勝手に化学の世界に変革起こすな。あとなんか着て。みんな気まずいから」

　乙羽が今着ているものといったら、おへそが出るほど丈の短いＴシャツと、コットンのぱんついっちょだけである。十文字さんと早さ綾あやは、同性とはいえ目のやり場に困って、あさっての方向を見ている。平気な顔をしているのは、何事も細かいことは気にしないトウキチだけだ。

「ごめんねえ。あたし裸ら族ぞくだから、家ではだいたいパンイチなんだ。まあ上がってよ。ここじゃなんだから」

　若干ふらつく足取りで寝室兼リビングにたどり着くや、乙羽はぐったりとベッドに崩くずれ落ちた。

「そ、それでは、早退したのは、私に叩かれたせいではなく……」

　いささか呆ぼう然ぜんとして、十文字さんが問いかける。乙羽はのんきにお腹なかをさすった。

「うん。すんごいお腹がピーピーになったからだよ。ま、あのビンタの瞬しゆん間かん、超ピンチな波が来たから、まったく無関係でもないんだけど。えっ、もしかして、そんなに気にしてた？」

　こくんとうなずく十文字さん。ベッドの上にあぐらをかいた乙羽は声を上げて笑う。

「やだなあ。あんなビンタくらいでどうにかなってたら、たまちんの厳きびしい体たい罰ばつ地じ獄ごくには耐えられないよ？」

「も、森もり村むらさんは、知っていたのか？」

　十文字さんは、環に問いかける。環はうなずいた。

「うん。顔色であらかた察しがついたし、五時間目にメールも来た。『お腹ピーピーで死ねる』って」

「一言、教えてくれればよかったのに……」

「いや、こんな奴でも一応女子だからさ。お腹ピーピーを言いふらしたら悪いかなと思って」

　二の句が継つげない十文字さんの代わりに口を開いたのは、早綾だ。

「あなたねえ。みんな、すごく心配したんだから。あんまりビックリさせないで」

　乙羽は、急に可か愛わいいポーズを作って、言い訳。

「だって乙羽ちゃん、お腹がピーピーなんて恥ずかしくて言えないもんっ……」

「言ってる言ってる」

　今度は、急に大の字になって、脚あしをばたばたさせる乙羽。

「十文字さん、あたしの直ちよく腸ちようはもうダメだ！　介かい護ごして！　おむつ着けて！」

「ええっ！　わ、わたしにできるだろうか……経験がないもので」

　中腰になっておろおろする十文字さんの背中を、環がやさしく叩く。

「十文字さん、昨日きのう言ったでしょ。乙羽の言うことは基本受け流してって」

「えっ」

「乙羽の変へん態たいプレイに付き合いたいって言うなら止めないけど」

「……プレイ？」

　十文字さんは、まだよく意味が呑のみ込めていない様子だ。純じゆん粋すいなのである。

　それを押しのけるようにして、のっぽのトウキチがベッドに上がり、両手の指をパキパキ鳴らした。

「おむつならあたしが替えてやる。おらパンツ脱げコラ」

「あっ、あっ、許して！　ほんとにごめんなさいマジで！」

　パンツのゴムをぐいぐい引っ張られて、乙羽、半泣きで反省。

　環たちは、手に手にスーパーのビニール袋ぶくろを持ってきていた。環がその中身を、乙羽に見せる。

「ほら、タマゴ買ってきたよ。あと、ほかの注文のあれこれも。みんなもお菓子とかスポーツドリンクとか買ってきてくれたから感謝しろ」

「うう、みんな、ありがと」

「十文字さんが、天てん雅が堂どうの高級カステラ買っていくって言ったのはさすがに止めたけど」

「なぜ止めたし！　ううしくしく、食べとうございました、天雅堂カステラ」

「で、このタマゴどうすんの？　おかゆでも作る？」

「作って……豆乳＆タマゴがゆ」

「この期ごに及んでまだ豆乳かよ！　好きすぎだろ！」

「美食の道は修しゆ羅らの道とは、よく言ったものよのう、くくく」

「誰だよ。それでお腹ピーピーにしてりゃ世話ないし……」

「作ってよう。たまちんは、あたしが栄養失調で死んでもいいのぉ？」

「甘ったれた声を出すな、気色の悪い」

　環は冷たくはねつける。さらに早綾が横から、つんけんと言う。

「そうよ。あなたなんか生タマゴでも一気飲みしてればいいのよ」

「あたしはイタリアの種馬か。そんなことしたら、せっかく治まりかけたお腹がますますピーピーになるじゃんよう！　みんな冷たいよう」

　乙羽はぶんむくれる。

　仕方ないなあ、と言うようにため息をついて、環は腰を上げた。

「今日は特別に作ってあげるから、ありがたく食べなさいよ」

「わぁい、なんだかんだ言っても、やっぱりたまちんはあたしの嫁よめだねぇ」

「はぁ？」

「あのときもさ、『乙羽を叩いていいのはあたしだけだーっ』なんてさ、惚ほれ直しちゃった、あたし。嬉うれしかったなー、あれ」

　左右のほっぺに手を当てて、でへでへやに下がる乙羽。

　ざくっ。環の地じ獄ごく突づきが、電でん光こう石せつ火かで乙羽の喉のどをえぐった。乙羽は声もなく、ベッドにひっくり返った。

　環はエプロンを着けながら、トウキチや早綾に向かって言う。

「みんな、お菓子でも食べながら待っててくれる？　私、おかゆ作ることになっちゃったから」

「ほんと、日夏さんには甘々なんだから」

　小声で不満を洩もらす早綾。いや、今の地獄突き見てなかったか。環は思う。

「おー、環、お母さんみたい」

　エプロン姿をからかうトウキチ。環はそれを軽くにらむ。

「もし私がお母さんになったら、こんな娘たちだけは育てまいと思う」

「あの、わたしも、手伝いたい。せめてそれくらい、させてもらえないだろうか」

　遠えん慮りよがちに、十文字さんが立ち上がった。環もにこりとする。

「わっ、助かっちゃう。十文字さんって、お料理も得意そう」

「いや、炊すい事じは、一度しか経験がないのだが」

「ん？　そうなの？　ああ、お嬢じよう様さまだもんね」

「いや、一度台所を一面血まみれにしたあげくに、家人を食中毒で入院させてしまって……以来、二度と台所には立つなと母から厳げん命めいされている。でも、今日はそんなことにならないよう気をつける」

　環は十文字さんの両肩をがっちりと押さえて、力任せに元の位置に押し戻した。パッキパキにこわばった笑顔を顔に貼はり付けて。

「お気持ちだけいただいておくから、どうか座ってて」

「いや、しかし……」

「お願い！」

　必死の環。完全スペックと思われた十文字さんに、こんな苦にが手て項目があったとは。とりあえず、乙羽の部屋のキッチンを血まみれにされてはかなわない。

　すかさず早綾が立ち上がった。

「しょうがないわね。さーやが手伝ってあげる」

　早綾の場合、乙羽のためと言うよりは、どうも環と二人になりたいだけのようでもあったが、環はそのあたりには気がつかない。

「うん、早綾にお願いする。十文字さんは、ゆっくりしてて。ね。ね」

　しぶしぶ、ベッドの横に座り直す十文字さん。

　環と早綾がキッチンに消え、手持ちぶさたになったトウキチは、本ほん棚だなにあるマンガを勝手に読み始めている。

　十文字さんが、申し訳なさそうに乙羽につぶやく。

「役に立てずにすまない。せめてものお詫わびの気持ちを示そうと思ったのだが……」

　ベッドにごろんと横になった乙羽は、今しがた手ひどい突きを食らった喉を押さえながら言う。

「いいよお、別に。十文字さんが、わざわざお見み舞まいに来てくれただけでも、嬉しいもん」

「一時のこととはいえ、日夏さんを疑うたがったり、叩いたりして、本当にすまないことをした。私は、恥はじ入るばかりだ」

　うつむく十文字さんを、乙羽は指でちょんちょん、とつつく。

「ね、こっち見て」

　はっとしたように、十文字さんは顔を上げた。ねそべった乙羽の顔が、思いがけず、近い。乱れた柔やわらかな髪かみが頬ほおにかかって、乙羽らしくもなく、少しなまめかしい。

　いつもと変わらない、あの屈くつ託たくのない笑顔で、乙羽は言った。

「問題ないよ。おうちにも行ったし、悩なやみも聞いたし、写真も撮とったし、ケンカもしたし、お見舞いにも来てもらったし。何日か前より、ずっと十文字さんのこと、知れたでしょ。だからあの時より、もっと好きよ。顔以外も、全部」

　しゅっ。と、マッチを擦こすって燐りんが燃え上がるみたいな勢いきおいで、十文字さんの顔が真っ赤になっていった。目をそらし、せっかく皺しわひとつない制服のスカートの裾すそを、くしゃくしゃに握にぎりしめている。

「あ、あ、あ、あり、ありがとう……」

　乙羽は、不服そうに顔をしかめた。

「十文字さんも、もっと嬉しそうな顔してよ」

「わた、わたしは……慣れていなくて。ひ、人から、そ、そんなふうに、言ってもらうことに……すまない」

「カタいなあ十文字さんは。もっと自分を出さなきゃ。だから、おかしな人たちに毎日つきまとわれるんだよ。あたしにガツンと言ったときみたいにさ、あいつらにも言ってやんなよ」

　あいつら、とは、例の「愛あい護ご協会」の面々だ。それと、体育会スカウト部隊。

　何日か前までは、自分もその辺りとさして変わらない存在だったことは、都合良く忘れている乙羽脳のうである。

　十文字さんはますます顔を赤くして、顔を伏せる。

「あ、あのときは、特別だ。今まで、あんなに近づいてくる人はいなかったから、私もつい過か剰じように反応してしまった。常に何事にも耐えて平静であるべしと、家では厳きびしく躾しつけられている」

「でも、イヤなんでしょ？」

「そうだが……でも、わたしが我が慢まんすれば済むことだ」

「なんで？　それじゃこの先、楽しくないよ？　一回、ぴしゃっと言えばいいだけの話じゃん！」

「で、でも……その、皆さん目上の方々だし……それに、あ、あまり大おお勢ぜいの前で、大声を出したりするのは、その……」

「なぁに？」

　十文字さんはいよいよ小さくなって、長い髪の先を、意味もなく縒よりはじめた。

「……は、恥ずかしいだろう」

「んもー！　十文字さんてば！」

　だしぬけに、乙羽はがばっと身を起こした。そしてその勢いきおいのまま、十文字さんの首っ玉に抱きついた。

「――――可か愛わいいんだからっ！」

「ひゃっ！　あ……日夏さん、何を……」

　ワニが獲え物ものを水中に咥くわえ込むがごとく、乙羽は十文字さんの体を、強引にベッドに引っ張り込んだ。そのうえで、両手両脚を巻き付けて、がっちりホールド。

「あーもうダメ。十文字さんにはしばらくこうしててもらうから」

　うっとりと、乙羽が言った。心細げに、十文字さんが聞く。

「し、しばらくとは……」

「あたしのきゅんきゅんが治まるまでっ。あーたまらん。あーいいニオイ」

　やにわに、十文字さんの胸に顔をうずめる乙羽である。十文字さんのほっそりした体が、ぴくん、と反応する。

「あーっ！　ど、どこに顔を……！　ふ、藤ふじ吉よしさんが見ているから……！」

　それまでずっと、部屋の隅すみで気配を消していたトウキチ（空気の読める女である）が、マンガを片手にのっそりと立ち上がった。

「邪じや魔まならどっかよそ行くけど？」

　すると乙羽が、陽気に言った。

「トウキチも混ざるかい？」

「いいよ。乱交は趣味じゃないから」

「ほんとに？　十文字さん、やーらかいぞー。腰細いぞー」

「ほどほどにしろよ。十文字さんが妊にん娠しんしたらどうする」

「ちょっと！　あたしどんな変異体なの!?　しないしない、妊娠しない！」

「いや、なんかあんたは、調子がいいと体のどこからか不思議な汁を出しそうな気がする」

「汁!?」

　十文字さんが、俄が然ぜん顔色を変える。乙羽は十文字さんにも抗議する。

「本気で不安そうな顔にならないで！　傷つくわ！　汁とか出ないから！」

「まあそういうことにしといてやる」

　トウキチが、くすりとして言う。乙羽はぷりぷりして、ますます十文字さんの胸に顔を押しつける。

「くだらないこと言ってないで、記念にあたしたちの写真撮って」

「カメラ持ってないよ」

「あんたのケータイでいいよ」

「ん。ほれ」

　トウキチがケータイのレンズを、ベッドの上で絡み合う乙羽と十文字さんに向けた。十文字さんは、すがるような目でトウキチを見上げる。

「あ、あの、藤吉さん……」

「十文字さんてさあ、寝技苦手なの？　そのくらいの固め技、返せんようでは、まだまだだねえ。はい、チーズ」

「あっ、いやっ……！」

　かしょん。ケータイのカメラが、合成されたシャッター音を鳴らす。

「おー、よく撮れた。なんかエロいぞ」

「見せて見せて」

　ベッドから、乙羽が叫ぶ。トウキチがケータイのディスプレイを、乙羽のほうに向けた。しばらくの間、数秒前の自分たちの姿を満足そうに見ていた乙羽は、突然、なにかを思いついたように目を輝かがやかせた。

　もはやすっかり観念してしまったのか、ぐったりと身を任せっぱなしになっている十文字さんに、乙羽はささやいた。

「ねえねえ十文字さん、あたし今、ひとつひらめいたことがあるんだけど」

「え？」

「十文字さんの、残りのトラブルを解消する方法。ちょっと過か激げきだけど、やってみる？」

「日夏さんの言うことなら……」

　これだけのセクハラを受けてなお、十文字さんの乙羽への信頼は、ずいぶんと厚くなっているようだ。

「おっと。おーい乙羽。おいたは、そのへんにしといたほうがいいんじゃないかなあ」

　トウキチが、ゆっくりとベッドから距きよ離りを広げながら警けい告こくする。

　乙羽が顔を向けると、そこには環が立っていた。無表情に。手には、ぐつぐつと湯気を立てる小さな土ど鍋なべを載せたお盆ぼんを持って。

　傍かたわらには早綾が両手で口を覆おおい、「不ふ潔けつぅ……」とか言っている。

　乙羽の腕うでが、思わず脱力する。十文字さんは転がるようにベッドから飛び出し、乱れた制服の胸元を手で押さえる。

「元気になったみたいね～、乙羽」

　抑よく揚ように乏とぼしい声で、環が問いかける。乙羽は本能的にベッドの上で正座になり、両手は身を守るように前に突き出している。

「たまちん！　まずはそのお鍋なべを置こう！　危あぶないから！　危ないからね！」

「おかゆ、おいしくできたよお～」

　環は、このうえなくほんわかと、笑みを浮かべた。虐ぎやく殺さつ者しやの笑顔。その迫力に、早綾ですら青ざめて、一歩あとずさる。

　乙羽は、全身から滝のような汗を流していた。

「一回落ち着こう、森村さん。お怒りは重々お察ししますが……」

　環は笑顔のまま、また歩を進める。

「ん？　怒ってないよ？　おかゆ、食べさせてあげる～」

「じ、じ、じ、自分で食べるよう……あはは」

「トウキチ、確保」

　鋭するどい環の命令が飛ぶ。一度は避ひ難なん態たい勢せいにあったトウキチが、言われるままに乙羽を背後から羽は交がい締じめにする。

「すまん乙羽。あたしも自分の身が可愛い」

「ちょ……！」

　環はお盆ぼんを枕元に置くと、土鍋の蓋ふたを取った。豆乳タマゴがゆが、まだふつふつと煮立っている。環はれんげで、それをこんもり山盛りにすくった。

　高熱の物体を満まん載さいのれんげが、じわじわと乙羽の口へ寄せられていく。

「せ、せめて、ふうふうして……」

　ぽろぽろ泣きながら、乙羽は懇こん願がんする。環は、ただ微笑ほほえみを返す。

「おいしいよ～」

　環の左手が、乙羽の前まえ髪がみをぐいとつかむ。

　酸さん鼻びを極めた光景に、早綾も、十文字さんも、思わず顔をそむける。

　絶叫が、響ひびき渡った。

「ぎゃひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」







[image: ]







13　写真部、始動







　朝。つややかな髪かみをなびかせて、美少女が校門をくぐる。

　すぐさま、駆かけ寄ってくる少女の一団がある。ほとんどが、ユニフォームやジャージ姿。体育会クラブのスカウト部隊だ。陸上部、ソフトボール部、テニス部、卓球部、ラクロス部、サッカー部などなど。どこも目の色が変わっている。

「十じゆう文もん字じさん、ちょっとでいいから、今日こそ話を……！」

「大きな声では言えないけど、今入部してくれたら、ウチならレギュラー確約だから！」

「ここだけの話、ウチ栄養費出しちゃう」

「おいソフト部！　実弾使うな！　きたねーぞ！」

「うるさい、すっこんでろ卓球部！」

　まといつくスカウト部隊に目もくれず、十文字さんは無言で校舎へと向かう。もう慣れてはいるのだろうが、それでも歩きにくそうだ。

　そしてその群れの外側には、もっと怪しげな連中がある。木こ陰かげや銅どう像ぞうの陰からケータイを突き出して、十文字さんを盗とう撮さつしようとしている。お馴な染じみ、十文字さん愛あい護ご協会のメンバーだろう。州す崎ざき先輩と、その取り巻きメガネーズの顔も見える。

「なぁるほど。こりゃうっとうしいや。十文字さんも大変だ」

　校門から一歩外に立ち、先ほどからその様子を離はなれて観察する少女たち。

　乙おと羽わが、風で乱れた髪をかき上げ、不敵に笑った。手には、丸めた紙の筒つつを持っている。

「それじゃ、正義の味方がお助けに参りますか」

　横にいる環たまきの声には、まだ少しためらいがある。

「ほんとに行くの」

「モチのロンだよ。見なよあれ。十文字さんかわいそうじゃん」

「しょーがねえなあ……」

　乙羽と環は、並んで歩きだす。それに一歩遅れて、早さ綾あやとトウキチがいる。

　早綾はいつものように、不平たらたらだ。

「どうしてさーやが、こんなことに付き合わなくちゃいけないの？」

　すぐさま乙羽が、振り返りもせずに言った。

「そりゃぶっちょんは、たまちんがここにいるからでしょ？」

「そ、そんなことないもん……ちょ、ちょっとヒマだから、見物しようと思ってるだけなんだから……」

　照れ隠しにもごもごつぶやきながら、それでもちょこちょことくっついてくる早綾である。

「で、あたしはなんでここにいるのか、誰か教えてくんないか。マジで」

　本当にだるそうにそう問うたのは、なにかと人のいいトウキチだった。結局今日も、乙羽と環に誘われるまま、仲良くお付き合い。

　乙羽は肩越しに、トウキチへウインクをばちん。

「こんなイベント、仲間はずれにしたら怒るクセにぃ」

　トウキチは、これ見よがしに鼻はなを鳴らした。

「そうだけどさ、なんか腑ふに落ちねえ」

　すぐに一行は、十文字さんと、それを囲むスカウト部隊の群れに追いついた。

「はいはい、ごめんなさい、ちょっと失礼しまぁす」

　すいすいと人垣に割り込み、十文字さんの肩に手を回す乙羽。環も同様に、十文字さんを反対側からガードする格好。

　乙羽と環は、打ち合わせどおり、早綾とトウキチが待っている、屋外掲示板のところまで十文字さんを誘ゆう導どうする。ちょっとした通達や、「祝体操部県大会準優勝」みたいなニュースが貼はられている掲示板だ。

「ちょっと、なによあんた」

「関係ない子は引っ込んでなさいよ」

　運動部のお姉さま方のお怒りをさらりと受け流して、乙羽は芝居がかった咳せき払ばらい。

「えー、おほん」

　スカウト部隊の視線が、自分に集中したのを見計らって、乙羽は口を開いた。

「えー、ワタクシ、写真部代表の日ひ夏なつ乙羽と申します」

　トウキチが、環に小声で尋たずねる。

「乙羽が、写真部代表だったの？」

「まあ、いいんじゃない。本人やる気だし」

　環は無表情に応える。

　一方、いきなりの闖ちん入にゆう者しや出現に、スカウト部隊も皆ぽかんとして、顔をてんでに見合わせている。

「写真部？」

「写真部ってつぶれたよね？」

「てか関係なくね？」

　乙羽は、意外にもこういうときによく通る、耳ざわりのいい声で続けた。

「各方面からのご助力を賜たまわりまして、写真部はこのほど、無事活動を再開いたしました。合わせまして、こちら十文字菫すみれさんの、正式入部をここに発表させていただきます。各クラブの皆様におかれましては、これよりの勧誘活動はお控ひかえくださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします」

　早綾とトウキチが、乙羽から渡された丸めた紙を、さっとひろげて背後の掲示板にテープで貼り付けた。大きな模造紙だ。

　そこには、「十文字菫さん写真部入部公式会見」と、でかでかと書かれていた。ポンポンとフラッシュを焚たきながら、環がカメラのシャッターを切る。天気のいい屋外だから、本当はフラッシュなんか要いらないのだが、これは演出。改まった「会見」の感じが強調できる。

「それでは、十文字さんから、一言」

　乙羽に促うながされて、ずっと黙だまっていた十文字さんは、申し訳なさそうに頭を一礼する。

「その、本日より、写真部にお世話になることになりました。各クラブの諸先輩方には申し訳ありませんが、ご、ご理解のほどよろしくお願いします」

　乙羽が笑いながら、自分のカメラを、十文字さんの首にかけた。これもひとつの、象しよう徴ちよう的てきセレモニー。新入団選手が記者会見でユニフォームを着せられるのと一緒だ。

　あまりの予想外な展開に、スカウト部隊、しばし唖あ然ぜん。ひんやりした沈黙が、周囲を支配した。

　それを破やぶったのは、スカウト部隊の一人だった。上背のある、颯さつ爽そうとした美人だった。一歩進み出ると、十文字さんに対して、静かに言う。

「テニス部副部長の浅あさ倉くらです。あなたとプレイできないのはとても残念だわ。でも、あなたの意志は尊そん重ちようします。もっとも、転部願はいつでも受理しますから、気が変わったらいつでも部室に来てちょうだい」

　かすかな笑みとともにそう言うと、潔いさぎよくきびすを返し、そこから立ち去った。

　これが、きっかけになった。結局、すべてのクラブがテニス部に倣ならい、呆あつ気けないほど速すみやかに散っていった。

　十文字さんは、その背中に、もう一度深く頭を下げた。

「うんうん、やっぱりアスリートはサワヤカだねえ」

　腕うで組ぐみをして、満足げに乙羽はうなずく。

「あんまりサワヤカじゃない手合いが、残ってるみたいだぞ」

　トウキチが、物もの陰かげから出て、わさわさとこちらに集まってくる連中を見ながら言った。州崎先輩を先頭にした、愛護協会の面々だ。

「ちょ、ちょっとこれどういうこと？　昨日の許しがたい暴ぼう力りよく事件のことで、こっちから押しかけて糾きゆう弾だんしてやろうと思ってたのに！　いったいなんの茶番よ!?」

　詰め寄る州崎先輩に、ひょうひょうと応える乙羽。

「ま、いろいろありましたが、双方和解に至りまして」

「はあ？　地じ獄ごく突づきなんかされて、そう簡単に和解できるわけないでしょ!?　十文字さん、この子たちになにか脅きよう迫はくされてるんでしょ!?　そうに決まってるわ！」

　州崎先輩の口調は、どんどんヒステリックになっていく。

　十文字さんが、たまらず口を挟はさんだ。

「そういうことではありません」

「じゃあどういうこと!?　ちゃんとした説明を聞くまで、ここを動きませんからね!!」

　州崎先輩と愛護協会ご一同様は、憤ふん然ぜんとして仁王立ちの構かまえ。

　乙羽は肩をすくめて、自分の通学バッグから、大きな封ふう筒とうを取り出した。そこからさっと、二枚の写真を取り出した。

「あんまりこういうものは、先輩方にはお見せしたくはなかったんですが……」

　少しもったいぶりつつ、両面テープのシールを剥はがす。それからやにわに、ばん、とそれを模造紙の上に貼り付けた。

　それは、プリンターでＡ４サイズいっぱいに引き延ばした写真だった。

　一枚は、部室でしっかりと抱き合う環と十文字さん。

　もう一枚は、ベッドで絡み合う、ほぼ下着姿の乙羽と、制服の十文字さん。

　乙羽は州崎先輩たちに向き直ると、気まずそうに苦笑い。

「とまあ、個人的にもこういう関係になりまして」

　州崎先輩と協会員一同の目は、完全に点になっていた。

「え……どういうこと……？　意味がわからないんだけど……十文字さん、二人と……？」

「あー、ちょっとややこしいですねぇ。まあ、簡単に言うと、あたしが愛人一号で、こっちが愛人二号って感じでご理解ください。意外に手て癖ぐせが悪いんですよこの子」

　乙羽は自分と環を、順番に指差して見せる。十文字さんは、羞しゆう恥ちのあまり真っ赤になってしまっている。

　州崎先輩は、まだ認めたくない様子だった。うわごとのように繰くり返す。

「どうして……なんでこんなことに……だってあんな……ビンタとか地獄突きとかし合ってたのに……」

　そんな州崎先輩の肩を、にやけ顔の乙羽がぽんと叩く。そしてささやく。なにやらインワイに体をくねくねさせながら。

「先輩もご経験あるかと思いますが……ケンカのあとって、燃えるんですよぉ」

「いや――――！」

　州崎先輩と協会員ご一同様が、一斉に耳をふさいで悲鳴を上げた。

　乙羽はもう一度、先輩の肩を馴なれ馴れしく叩いた。

「そういうことですんで、今後ストーキングみたいなことは、どうか皆様ご遠えん慮りよくださいませね」

　しばらくの間、州崎先輩はがっくりとうなだれていた。協会員たちも同様だ。しかし、やがて再び乙羽たちに向いた先輩の顔は、憑つきものが落ちたようにさっぱりしていた。

「そういうことなら、もういいわ。あたしたちは、次の美少女に標的を定めるから」

「ご理解どうもです」

　乙羽もにこりとする。その背後で、早綾が悩なやましげな表情になる。

「ああん、そしたら次は、さーやがつきまとわれちゃうのね……困るわぁ。さーやプライバシーは大切にしたいのに、どうしましょう」

　州崎先輩と協会員ご一同様は、ちょっとの間、黙もく然ぜんとしてじっと早綾を見つめた。そして先輩は、もう一度、乙羽に言った。

「とにかく、次の美少女を捜さがすから」

「ちょっと！　どうして今、聞こえないフリしたのっ!?　ちょっとくらいさーやにもつきまとっていいのよ!?」

　早綾は逆上して、掲示板の足をガンガンと蹴けった。

　すごすごと解散しようとする先輩たちに、環が声をかけた。すっかりしおたれてしまった背中を見ていると、なんだか申し訳なくて。

「あのー、皆さん。このままお別れもなんですから、よかったら一緒に、記念写真撮りませんか？　十文字さんと一緒に」

　州崎先輩は振り返り、少し考えた。いくぶんさみしげではあったけれど、その顔に、笑みが浮かんだ。

「そうね。十文字さんがいいなら……」

　十文字さんも、穏おだやかにうなずく。

　環は急いで部室から三脚を持ってくると、自分のカメラを据すえ付けた。すでに掲示板の前には、十文字さんを中心に、愛護協会の面々がきちんとかたまっている。最後列には、写真部のメンバーが並ぶ。

　フレーミングを決め、ピントと露ろ出しゆつを合わせ、セルフタイマーをセット。レリーズ。タイマーが、「じじじ……」とゼンマイ仕掛けで動き始める。

　環は小走りに、写真部の列に入る。

　隣にやってきた環に、トウキチがぽそりと言った。

「ひどいペテンだ」

「そうね。完全にヤラセ写真だもんね」

　環も、協会員の皆様に聞こえないよう、小声で返す。耳ざとく話を聞きとった乙羽が、レンズを見たままうそぶく。

「でも、写真はあったほうが、やっぱり口だけより説得力あったね。写真の力って、偉い大だいだねえ。やらせでもさ」

「いいから、あんたはこれ持って、代表」

　環は、三脚と一緒に持ってきたものを、乙羽に手渡した。乙羽が手作りした、写真部のペナントだった。乙羽はそれを、嬉うれしそうに掲かかげる。

　早綾が、斜ななめ前にいる十文字さんの肩を叩たたいた。

「あなたは、それでいいの？　おかしなウワサが立つかもよ？」

　実際、やってもいない不純な同性交遊を、「やった」と明言したわけで。

「わたしは、別にかまわない。むしろ今は、入学以来、最高に晴れやかな気分だ」

　そう言って十文字さんは、そっと胸を押さえた。ふと、なにか思いついたように、遠慮がちに、付け加える。

「そのう、家に、祖父の古いカメラがあるのだが、それを借りようと思っている。わたしも、本当に、仲間に入れてもらってかまわないだろうか……」

「もちろん。大歓迎」

　環が微び笑しようする。

　ふいに乙羽が、両腕を青空に向かって、ぐんと伸ばした。

「なーんか、ますますおもしろくなってきたっ！」

　タイマーが終わる。シャッターが、「かしゃり」と切れた。

「写真部始めました」の旗はたが、風になびいた。







あとがき







　カメラ少女のお話が書きたいのでやんす。

　という思いはデビューする前からずっと持っていました。

　小お幡ばた自身がカメラ好きというのもありますし、女の子がきれいな手でクラシックな金きん属ぞくカメラとか操あやつっているのを見ると無む性しようにゾクゾクするという、やや特とく殊しゆな性せい癖へき持ちであるせいもあります。

　もっともこの性癖、小幡は折りにふれカムアウトするのですが、めったにご賛同をいただくことはありません。そうですかそうですかすいませんね希少な変へん態たいで。

　それでもなぜか、ある日思っちゃったんですね。「今、この話は書かなきゃ」って。誰の勧すすめがあったわけでもなく、もちろん出版のあてもなく。

　結末も決めず、詳細な人物設定も作りませんでした。ところが書き始めると、女の子たちは勝手にわーわーふざけ始め、勝手に方向を決めて走りだしていきました。しまいには作者が考えもしなかったバックグラウンドや思い出話を勝手に語り始め、とうとう勝手にお話にオチをつけてしまいました。そもそもトウキチなんて、冒頭で会話の調子を取るためだけにその場で考えて放り込んだキャラクターでしたが、気づけばけっこうウエイトのある役どころに居座ってるし。

　ほんと、なんなのキミたち？

　こうして原稿が奇き跡せき的てきに活字になった今も、この写真部女子たちについては、若干そんな思いがあります。

　そんなこんなでこのお話は、おおむねとある女子高に通う写真好きな女の子と、彼女をめぐる元気で少々おバカな女の子たちが、特に気高い目標を達成するわけでもなく、なんだか知らないけど地じ獄ごく突づきされたりじゃれ合ったりして毎日を楽しく過ごす、そんな小説になってます。なってると思います。多分。

　願わくば、本書をお手に取って下さった皆様も、このオタンコ写真部員たちに同様のツッコミを入れたりしつつ、うりうり可か愛わいがって下さると嬉うれしいです。

　最後になりましたが、ご多忙の中、かように気ままに書かれた原稿に目を通し、あまつさえ出版を快かい諾だくして下さった一いち迅じん社しや文庫の担当様並びに編集部各位、また素す晴ばらしいイラストを描いて下さった飯いい塚づか晴はる子こ様に、深く深く感謝いたします。




　それでは、皆様に素敵なシャッターチャンスが訪れますように！





二〇一二年　小幡休やす彌み
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きゃんでぃっど


乙おと女めとカメラと地じ獄ごく突づき







２０１２年７月１日　初版発行

著　者　小お幡ばた休やす彌み

発行者　杉野庸介

発行所　株式会社一迅社




〒１６０―００２２

東京都新宿区新宿２―５―10　成信ビル８Ｆ




制　作　大日本印刷株式会社






©Yasumi Obata／一迅社




本書はフィクションです。実際の人物・団体・事件などには関係ありません。

本書の内容を無断で複製、複写、放送、データ配信等することは、堅くお断りいたします。




OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
Y v
+XFE

L BbAL-THN
HALTE LG,
REskE. 2K — VAR TEBEC

AGEY TR 31T AF N
TR ACERI LAY,

H

3

L LATES Ly,





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
OED-BED

VAR YAV K7k
R I EERIUIZCEERD

SRAXIT F,

TOITIMP R TORFELL
totEN B3/ ) THI,

GO T A AT,





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017.jpg





OEBPS/Images/embed0016.jpg





OEBPS/Images/embed0015.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
=+ JE
o/a

PVENVE-ENo)

OSLFILTOLTY VT,
SENLNZ LIS S

REIPUIRIVR N
) TEFHunE<

THROENILTE,

HTRILIFT,





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
AN IR

BULH1FE

FLAXFGENTEEETI.
REH 3BV T,

ZH0ETHY Hb#iEi%.
CHURET AR T IBLERIET

ZN~0yIT05EIE

thoiBMEYFI I,

‘ =
& W





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004.jpg
XRATVHE

LREAAT MR E

AN






OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
S

o

.

G






OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg
i IO

TaiPrbct

5o 20 b Ol /

B E v Je @,yzfd“iiﬁ . !
\

okt

o @v@Nexy L .

Pzl RFChA ;:\ ;
S A2 A

Sl o

e |
eI EVWELE
Wiy EL Y

Q. & /&&aﬁa—\






OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		１　乙女・点景・スナップショット


		２　バカがカメラを買うのです


		３　桜淵早綾の受難


		４　「愛のうっちゃり」


		５　十文字さんは写真がキライ


		６　湯谷先生のお誘い


		７　ぶっちゃけ、写真って好き？


		８　十文字さん遁走す


		９　十文字さんの秘密


		10　美少女フォトセレクション


		11　おぼろ豆腐と地獄突き


		12　お見舞いに行こう


		13　写真部、始動


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
BOBT

[ lut - pad

ZPT 501811 T
B BEREf],

FOIAbN g R
TETRTILNS L,

FAETLIO 30318 EN ST 3R T
2RI IR RO T —THI,





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
%
i

ZLBEREEHP

EER TSIk
L33 [BSTIF,

THIREEES Tl
ZARSCHE-T

ThuUshdrol,

EANEA P ST LY





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





